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参考資料１ 原発事故の検証の経緯、視察調査の概要 

 

 年 月 日 活 動 内 容 

1 平成 24 年 7 月 8 日 
技術委員会 

（平成 24年度第１回） 

・検証の進め方 

・福島原発事故独立検証委員会の調査・検証報

告書（民間事故調）の確認 

2 平成 24 年８月 24 日 
技術委員会 

（平成 24年度第２回） 

・東京電力福島原子力発電所事故調査委員会の

報告書（国会事故調）の確認 

3 平成 24年 10 月 30日 
技術委員会 

（平成 24年度第３回） 

・東京電力福島原子力発電所における事故調

査・検証委員会（政府事故調）の確認 

4 平成 24年 12 月 14日 
技術委員会 

（平成 24年度第４回） 

・福島原子力事故調査報告書（東電事故調）の

確認 

5 平成 24年 12 月 21 日 

福島第一原子力発電

所、第二原子力発電所

視察 

・福島第一原子力発電所敷地内、５号機原子炉

建屋内等の視察 参照：【視察調査１】 

6 平成 25 年２月１日 
技術委員会 

（平成 24年度第５回） 
・検証の整理 

7 平成 25 年２月 19 日 
技術委員会 

（平成 24年度第６回） 
・検証の整理 

8 平成 25 年３月 14 日 
技術委員会 

（平成 24年度第７回） 
・検証の整理 

9 平成 25 年６月１日 
技術委員会 

（平成 25年度第１回） 

・検証の進め方の確認 

・東京電力福島第一原子力発電所における事故

分析に係る検討会（原子力規制委員会）の確

認 

10 平成 25 年９月 14 日 
技術委員会 

（平成 25年度第２回） 
・検証の進め方の確認 

11 平成 25年 10 月 31日 
課題別ディスカッション 

課題６（第１回） 
・シビアアクシデント対策の議論 

12 平成 25 年 11 月７日 
課題別ディスカッション 

課題１（第１回） 

・１号機非常用復水器(IC)の議論 

・循環水系の損傷の可能性と発電所への津波到

達時刻の議論 

13 平成 25年 11 月 14日 
課題別ディスカッション 

課題３（第１回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

14 平成 25年 11 月 14日 
課題別ディスカッション 

課題４（第１回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

15 平成 25年 11 月 19日 
課題別ディスカッション 

課題２（第１回） 

・海水注入の意思決定の議論 

・ベントの意思決定の議論 

・非常用復水器（IC）の操作等の議論 
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 年 月 日 活 動 内 容 

16 平成 25年 11 月 30日 
課題別ディスカッション 

課題５（第１回） 
・高線量下の作業の議論 

17 平成 25年 12 月 19日 
技術委員会 

（平成 25年度第３回） 
・検証の進め方の確認 

18 平成 26 年 1月 14 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第２回） 

・１号機非常用復水器(IC)の議論 

・循環水系の損傷の可能性と発電所への津波到

達時刻の議論 

19 平成 26 年 1月 18 日 
課題別ディスカッション 

課題５（第２回） 
・高線量下の作業の議論 

20 平成 26 年 1月 25 日 
課題別ディスカッション 

課題６（第２回） 
・シビアアクシデント対策の議論 

21 平成 26 年１月 31 日 
課題別ディスカッション 

課題２（第２回） 

・海水注入の意思決定の議論 

・ベントの意思決定の議論 

・非常用復水器（IC）の操作等の議論 

22 平成 26 年２月４日 
課題別ディスカッション 

課題３（第２回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

23 平成 26 年２月４日 
課題別ディスカッション 

課題４（第２回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

24 平成 26 年２月 11 日 
技術委員会 

（平成 25年度第４回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

25 平成 26 年３月 24 日 
技術委員会 

（平成 25年度第５回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

26 平成 26 年４月 26 日 
課題別ディスカッション 

課題３（第３回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

27 平成 26 年４月 26 日 
課題別ディスカッション 

課題４（第３回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

28 平成 26 年 4月 28 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第３回） 

・福島第一原子力発電所への津波の到着時刻の

議論 

29 平成 26 年５月８日 
課題別ディスカッション 

課題５（第３回） 
・高線量下の作業の議論 

30 平成 26 年５月 19 日 
課題別ディスカッション 

課題２（第３回） 

・海水注入の意思決定の議論 

・ベントの意思決定の議論 

・非常用復水器（IC）の操作等の議論 

31 平成 26 年５月 22 日 
技術委員会 

（平成 26年度第１回） 
・検証の進め方の確認 

32 平成 26 年６月 13 日 
課題別ディスカッション 

課題６（第３回） 
・シビアアクシデント対策の議論 

33 平成 26 年６月 19 日 
課題別ディスカッション 

課題５（第４回） 

 

・高線量下の作業の議論 
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 年 月 日 活 動 内 容 

34 平成 26 年７月 28 日 
課題別ディスカッション 

課題３（第４回） 
・事故対応の議論 

35 平成 26 年８月４日 
課題別ディスカッション 

課題２（第４回） 

・海水注入の意思決定の議論 

・ベントの意思決定の議論 

・非常用復水器（IC）の操作等の議論 

36 平成 26 年８月８日 
課題別ディスカッション 

課題６（第４回） 
・シビアアクシデント対策の議論 

37 平成 26 年 8月 20 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第４回） 

・非常用復水器(IC)等の重要配管に小破口LOCA

の可能性の議論 

38 平成 26 年８月 27 日 
技術委員会 

（平成 26年度第２回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

39 平成 26 年９月２日 
課題別ディスカッション 

課題４（第４回） 
・情報発信の議論 

40 平成 26 年 10 月７日 
技術委員会 

（平成 26年度第３回） 
・高線量下の作業に関する提言のとりまとめ 

41 平成 26年 12 月 25日 
課題別ディスカッション 

課題３（第５回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

42 平成 26年 12 月 25日 
課題別ディスカッション 

課題４（第５回） 
・事故対応及び情報発信の議論 

43 平成 27 年１月８日 
課題別ディスカッション 

課題２（第５回） 

・海水注入の意思決定の議論 

・ベントの意思決定の議論 

・非常用復水器（IC）の操作等の議論 

44 平成 27 年２月 21 日 

福島第一原子力発電所

１号機原子炉建屋現地

調査 

・１号機原子炉建屋４階等の現地調査 

参照：【視察調査２】 

45 平成 27 年３月 24 日 
技術委員会 

（平成 26年度第４回） 

・課題別ディスカッションの状況の確認 

・調査状況の確認 

46 平成 27 年 4月 28 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第５回） 

・福島第一原子力発電所１号機原子炉建屋４階

現地調査に関する質問回答 

47 平成 27 年５月 27 日 
技術委員会 

（平成 27年度第１回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

48 平成 27 年 7月 13 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第６回） 
・１号機原子炉建屋４階現地調査に関する議論 

49 平成 27 年８月 31 日 
技術委員会 

（平成 27年度第２回） 

・東京電力福島第一原子力発電所における事故

分析に係る検討会（原子力規制委員会）の確

認 

・検証の進め方の確認 

50 平成 27年 11 月 25日 
課題別ディスカッション 

課題４（第６回） 

 

・メルトダウンの公表の議論 
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 年 月 日 活 動 内 容 

51 平成 27年 12 月 16日 
技術委員会 

（平成 27年度第３回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

52 平成 28 年１月 21 日 

課題別ディスカッション 

課題２（第６回）、課題

３（第６回）合同開催 

・１号機非常用復水器(IC)の操作の議論 

・３号機注水系統の切り替えの議論 

53 平成 28 年２月 10 日 
課題別ディスカッション 

課題４（第７回） 
・問題のあった報道発表等の議論 

54 平成 28 年３月 23 日 
技術委員会 

（平成 27年度第４回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

55 平成 28 年 3月 28 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第７回） 

・福島第一原子力発電所１号機水素爆発原因に

ついての議論 

56 平成 28 年 6 月 21 日 

福島第一原子力発電所

１号機タービン建屋現

地調査 

・１号機タービン建屋内の電源盤等の調査 

参照：【視察調査３】 

57 平成 28 年 6月 28 日 

「福島第一原子力発電

所事故に係る通報・報

告に関する第三者検証

委員会」による検証結

果の報告 

・第三者委員会の検証結果報告書の確認 

58 平成 28 年 6月 30 日 
技術委員会 

（平成 28年度第 1回） 

・調査状況の確認 

・第三者委員会の検証結果報告書の確認 

59 平成 28 年 8月 10 日 
技術委員会 

（平成 28年度第 2回） 
・課題別ディスカッションの状況の確認 

60 平成 28 年 8月 24 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第８回） 
・１号機非常用電源設備に関する事項の議論 

61 平成 28年 10 月 31日 
課題別ディスカッション 

課題１（第９回） 

・水素爆発解析、１号機非常用電源設備に関す

る議論 

62 平成 29 年 2 月 9 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第 10 回） 

 

・水素爆発解析の議論 

 

63 平成 29 年 6月 15 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第 11 回） 

・水素爆発解析、逃がし安全弁（SRV）の動作状

況の議論 

64 平成 29 年 8 月 8 日 
技術委員会 

（平成 29年度第 1回） 

・検証の進め方の確認 

・原発事故に関する３つの検証の報告 

・東京電力ＨＤ・新潟県合同検証委員会の検証

の状況の確認 

65 平成 29年 12 月 25日 
技術委員会 

（平成 29年度第 2回） 

・福島第一原子力発電所１～３号機の炉心・格

納容器の状態の推定と未解明問題に対する検

討（東京電力）の確認 

・課題別ディスカッションの状況の確認 
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 年 月 日 活 動 内 容 

66 平成 30 年 5月 18 日 
技術委員会 

（平成 30年度第 1回） 

・東京電力 HD・新潟県合同検証委員会の検証結

果報告書の確認 

67 平成 30 年 9月 12 日 
課題別ディスカッション 

課題１（第 12 回） 
・１号機非常用電源設備に関する議論 

68 平成 30年 10 月 31 日 
技術委員会 

（平成 30年度第 2回） 
・運転操作手順書の質疑 

69 平成 31 年 1月 29 日 
技術委員会 

（平成 30年度第３回） 

・福島第一原子力発電所事故：未解明事項の調

査と評価（原子力学会）の確認 

・課題別ディスカッションの状況の確認 

70 令和 2 年 1月 31日 
技術委員会 

（令和元年度第１回） 

・技術委員会における議論の状況と今後の進め

方、検証のとりまとめの方向性の確認 

71 令和 2 年 3月 18日 
課題別ディスカッション 

課題１（第 13 回） 
・１号機非常用電源設備に関する議論 

72 令和 2 年 6 月 5 日 
技術委員会 

（令和２年度第１回） 

・検証のとりまとめの作業状況の確認 

・課題別ディスカッションの状況の確認 

73 令和 2年 7 月 28日 
技術委員会 

（令和２年度第２回） 
・検証報告書の作成状況、検証報告書案の確認 

74 令和 2年 8 月 12日 
課題別ディスカッション 

課題１（第 14 回） 

・田中委員、東京電力、事務局の打合せで整理

した論点の議論等 

75 令和 2年 8 月 28日 
技術委員会 

（令和２年度第３回） 

・検証報告書の作成状況の確認 

・課題別ディスカッションの状況の確認 

76 令和 2年 9 月 11日 
技術委員会 

（令和２年度第４回） 
・検証報告書案の確認 

 

 

【視察調査１】 福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所の現地視察  
 

（１）実施日 

平成 24 年 12 月 21 日 

（２）場 所 

福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所 

（３）主な現地視察箇所 

ア 福島第一原子力発電所 

① 高台から福島第一原子力発電所全景 

② ４号機建屋近傍 

③ １～４号機取水路、海水ポンプ廻り 

④ ５号機取水路、海水ポンプ廻り 

⑤ ５号機タービン建屋（高圧電源盤・非常用 D/G） 

⑥ ５号機格納容器内（主蒸気系配管、給水配管、SR 弁、PLR ポンプ廻り） 
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⑦ ５号機原子炉建屋（トーラス室・S/C ベント弁・残留熱除去系ポンプ・燃料プール） 

⑧ 夜ノ森線鉄塔倒壊現場 

イ 福島第二原子力発電所 

① 福島第二原子力発電所増田所長から事故対応・被害状況等の説明 

② サイトシミュレータによる全電源喪失状況の再現 

  

４号機建屋近傍 夜ノ森線鉄塔倒壊現場 

  

免震重要棟 ５号機格納容器内 

 

【視察調査２】 福島第一原子力発電所１号機原子炉建屋の現地調査  
 

（１）実施日 

平成27 年２月 21 日 

（２）場 所 

福島第一原子力発電所１号機原子炉建屋 

（３）主な現地調査箇所 

①非常用復水器（ＩＣ）本体北側周辺（原子炉建屋４階） 
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②非常用復水器（ＩＣ）本体南側周辺（原子炉建屋４階） 

③機器ハッチ周辺（原子炉建屋４階） 

④出水箇所周辺（原子炉建屋４階） 

⑤ほう酸水注入（ＳＬＣ）系周辺（原子炉建屋４階） 

  

１号機原子炉建屋４階 １号機原子炉建屋４階 機器ハッチ 

 

【視察調査３】 福島第一原子力発電所１号機電源盤等の現地調査  

（１）実施日 

平成28 年 6 月 21 日 

（２）場 所 

福島第一原子力発電所１号機タービン建屋１階（地上階）及び周辺 

（３）主な現地調査箇所 

① １号機タービン建屋内の非常用高圧電源盤等 

② タービン建屋の大物搬入口や非常用発電機室へ繋がる開口部等（津波の侵入経路） 

  

１号機タービン建屋 非常用高圧電源盤 
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参考資料２ 原発事故の検証の流れ 

 
 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

技 

術 

委 

員 

会 

確 認 ４つの事故調報告書の確認 

（規制委員会検討会の議論の確

認） 
 

規制委員会検討

会報告書の確認 

（合同検証

委員会設

置） 

東電未解

明問題の

確認 

合同検証

委・学会報

告書の確認 

  

適宜、課題別ディスカッションの内容確認 

とりまとめ 

 成果物等  
福島原発事故を踏まえた課題 (平成 25 年度の議論の状況) 高線量下の作業の提言 

 
   

  

                

  

1.シビアアクシデント対策 

○確実に原子炉を冷却するため、設備の多様性を有する

こと。（事業者） 

○全電源喪失等を想定した手順書の整備や訓練が必要。

（事業者） 

○シビアアクシデントに対応する要員や専門家の育成

が必要。（国・事業者）等 

課題 6 格納容器ベントの作業の問題点はどこにあったのか。（確認済） 整理表 

※ 技術委員会へ報告済 

   

課題 6 消防車による代替注水は有効であったのか。（確認済） 整理表    

課題 6 事故データについて確認が必要ではないか。（確認済） 整理表    

課題 6 原子炉や水素爆発の状況等はどうなっているのか。（確認済） 整理表    

課題 6 海外のシビアアクシデント対策はどうなっているのか。（確認済） 整理表    

課題 6 シビアアクシデントを検知する計測系が不十分で はなかったのか。（確認済） 整理表    

         

2.地震対策 
○安全性確保に照らし送電・変電網を含む B C クラス

の設備の見直しが必要。（国）等 
課題 1※1 1 号機 ICは地震動により損傷しなかったのか。（確認済） 報告                            ※ 技術委員会へ報告済 

         

3.津波対策 〇浸水経路を特定し設備への影響を把握すべき。（事業者）等 課題 1※1 1 号機非常用電源喪失の原因はなにか。（確認済） 報告                            ※ 技術委員会へ報告済 

         
4.新たに判明したリスク ○複数号機が同時に事故を起こしても、対応できる体制を構築するべき。（事業者） 等        

         
5.放射線監視設備、SPEEDI システム等の在り方 ○どの様な状況下でも、監視できる体制を構築すべき。（事業者・県）等        

         

6.発電所内の事故対応 

○ 全電源喪失等、駆動源を喪失した場合を想定した手

順書の整備や、現場対応を含めた訓練が必要。（事業者） 

○ 電源喪失時、自然災害時にも使用できる情報伝達手

段の構築が必要。（事業者）等 

課題 3 注水系統の切替え判断はただしかったのか。（確認済） 確認できた事実  一部関連を合同委で検証 

※ 技術委員会へ報告済 

 

課題 3 判断や指示の指揮系統は機能していたのか。（確認済） 確認できた事実  

課題 3 東京電力から外部（国、自治体、OFC 等）への連絡はどのような状況だったのか。（確認済） 確認できた事実  

課題 3 免震重要棟は機能していたのか。（確認済） 確認できた事実  

課題 3 1 号機の経験があったのに水素爆発防止を防ぐことはできなかったのか。（確認済） 確認できた事実  

課題 3 想定外事象への対応は考慮されていたのか。（確認済） 確認できた事実  

         

7.過酷な環境下での現場対応 
○ 高線量下で作業するための装備、手順を備えること。

（事業者）等 

課題 5 放射線量の上昇が事故対応等にどのような影響を与えたのか。（確認・提言済） 整理表 ※ 技術委員会へ 

報告済 

    

課題 5 線量限度の違いにより事故対応・事故進展にどのような違いが生じるのか。（確認・提言済） 整理表     

         

8.原子力災害時の情報伝達、情報発信 
○ 一元的な情報発信の体制や方法、発信すべき内容を

あらかじめ定めておくべき。（国・事業者）等 

課題 4 メルトダウン等の情報発信が遅かったのではないか。（確認済） 確認できた事実  一部関連を合同委で検証 
※ 技術委員会へ報告済 

 

課題 4 情報発信に問題があったのではないか。（確認済） 確認できた事実  一部関連を合同委で検証  

         

9.原子力災害時の重大事項の意思決定 

○原子力災害時の重大事項の決定について、経営への

配慮等により遅れが生じないよう誰がどう対応すべき

か検討すべき。（国・事業者）等 

課題 2 海水注入の意思決定に問題はなかったのか。 （確認済） 確認できた事実  

※ 技術委員会へ報告済 

 

課題 2 ベントの意思決定に問題はなかったのか。（確認済） 確認できた事実   

課題 2 IC の操作等に問題はなかったのか（確認済） 確認できた事実  一部関連を合同委で検証  

         
10.原子力安全の取り組みや考え方 ○世界の動向を注視し、積極的に規制に取り込んでいくべき。（国）等        

       

平
成 

年
度
の
と
り
ま
と
め
と
課
題
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

24 

※1 課題 1において、R1～R2 にかけ、委員・東京電力・

事務局の打合せを実施し論点を整理。この論点に

ついても議論し、技術委員会へ報告した。 
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参考資料３
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1
 

 

参
考

資
料
４
 

課
題
・
教

訓
へ
の
対

応
状
況
 

 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

地
震

 

対
策

 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

緊
急

時
対

策
所

（
免

震
重

要

棟
）

の
設

備
 

気
密

性
、

遮
蔽

性
の

確
保
の

他
、

要
員

の
長

期
対

応
に

必
要
な

居
住

性
に

も
配

慮
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 

・
緊

急
時

対
策

所
と

し
て

「
5
号

機
原

子
炉

建
屋

内
緊

急
時

対
策

所
」
を

設
置

し
て

い
る

 

・
緊

急
時

対
策

所
は

気
密

生
を

確
保

し
た
高

気
密

室
内

に
設

置
し

、
陽

圧
化

装
置
（

空
気

ボ
ン

ベ
）
や

可
搬

型
陽

圧
化

空
調

機
等
を

用
い

て
陽

圧
化

し
、

希
ガ

ス
を

含
む

放
射

性
物

質
の

浸
入

を
防

止
す

る
設

計
と

し

て
い

る
 

・
上

部
及

び
側

面
に

遮
蔽

（
コ

ン
ク

リ
ー
ト

、
鉛

）
を

設
置

す
る

事
で

外
部

被
ば
く

を
防

止
す

る
な
ど

、
遮

蔽
設

計
及

び
換

気
設
計

に
よ

り
対

策
要

員
の

実
効

線
量
が

7
日

間
で

1
0
0
m
S
v
を

超
え

な
い

設
計

と
し

て
い

る
 

・
外

部
か

ら
の

支
援

が
無

く
て

も
7
日

間
と

ど
ま

る
こ

と
が

可
能

な
だ

け
の

資
機
材

・
食

料
・

住
居
ス

ペ
ー

ス
を

配
備

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
四
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

・
重

大
事

故
等

発
生
後

8
日

以
降

の
事

故
収

束
対

応
を

維
持

す
る

た
め

、
原

子
力
事

業
者

災
害

対
策
支

援
拠

点
（

支
援

拠
点

）
を
立

ち
上

げ
る

 

・
発

電
所

の
事

故
収

束
対

応
を

維
持

す
る
た

め
に

必
要

な
燃

料
、

資
機

材
等

に
つ
い

て
は

本
社

で
要
請

を
受

け
、

調
達

業
者

・
輸
送

業
者

と
調

整
し

発
電

所
へ

支
援

で
き

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.4
項

（
外

部
か

ら
の

支
援
に

つ
い

て
）
 

津
波

等
、

地
震

以
外

の
自
然

災
害

に
も

対
応

で
き

る
施

設
で
あ

る
こ

と
。
（

事
業
者

）
 

・
「

想
定

さ
れ

る
自

然
現

象
（

洪
水

・
風

（
台

風
）
・

竜
巻
・

凍
結

・
降

水
・

積
雪

・
落

雷
・

地
滑

り
・

火
山

の
影

響
・

生
物

学
的
事

象
・

森
林

火
災

等
」

に
よ

り
安

全
機

能
が

損
な

わ
れ

な
い

こ
と

等
を

確
認

し
て

い

る
 

（
例

：
竜

巻
）

 

・
周

辺
の

地
形

や
竜

巻
の

移
動

方
向

を
配
慮

し
て

、
基

準
竜

巻
の

最
大

風
速

の
割
り

増
し

を
検

討
し
、

設
計

竜
巻

の
最

大
風

速
を
設

定
 

・
本

資
料

は
、
柏

崎
刈
羽

原
発

の
安

全
対

策
の

確
認

に
資
す

る
た

め
、
本

文
の

課
題
・
教

訓
に

対
す

る
関

係
機

関

の
対

応
状

況
を

整
理

し
た

も
の

で
あ

る
。

課
題

・
教

訓
の

中
で

特
に

確
認

が
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

は
、

今

後
技

術
委

員
会

に
お

い
て

、
「
柏

崎
刈

羽
原

発
の

安
全
対

策
の

確
認

」
の
中

で
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

・
事

業
者

が
対

応
す

べ
き

と
さ

れ
た

課
題

・
教

訓
の

対
応

状
況

は
事

業
者

が
作

成
し

た
。

そ
の

他
に

つ
い

て
は

事
務

局
が

作
成

し
、

関
係

機
関

に
確
認

し
た

も
の

で
あ

る
。
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

・
物

品
の

寸
法

、
質

量
及

び
形

状
か

ら
飛
来

の
有

無
を

判
断

し
、

飛
来

物
に

よ
り
機

器
・

系
統

が
損
傷

し
な

い
設

計
と

す
る

 

・
衝

突
時

に
設

計
飛

来
物

よ
り

エ
ネ

ル
ギ
ー

が
大

き
い

も
の

は
固

縛
、

固
定

又
は
離

隔
対

策
を

実
施
し

、
飛

来
物

と
な

ら
な

い
運
用

と
す

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
六

条
（
外

部
か

ら
の

衝
撃

に
よ

る
損
傷

の
防

止
）

 

第
三

十
四
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）
 

入
退

域
管

理
や

資
機

材
調
達

等
の

後
方

支
援

を
含

め
た

運
用
方

法
を

確
立

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
緊

急
時

対
策

所
入

口
に

チ
ェ

ン
ジ

ン
グ
プ

レ
ー

ス
を

設
置

し
、

外
部

か
ら

放
射
性

物
質

を
持

ち
込
ま

な
い

環
境

を
整

備
す

る
と
と

も
に

、
設

置
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

 

・
後

方
支

援
拠

点
と

な
る

原
子

力
事

業
所
災

害
対

策
支

援
拠

点
（

柏
崎

エ
ネ

ル
ギ
ー

ホ
ー

ル
、

信
濃
川

電
力

所
）

を
速

や
か

に
立
ち

上
げ

ら
れ

る
よ

う
、

拠
点

を
整

備
し

、
あ

ら
か

じ
め

派
遣

す
る

人
員

を
決

め
て

お

く
（

本
社

、
発

電
所
、

新
潟

本
部

の
要

員
か

ら
選

任
）
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
0
項

（
重

大
事

故
等

時
の

体
制
に

つ
い

て
）

 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）
 

事
故

対
応

の
拠

点
と

な
る
施

設
で

あ
り

、
原

子
力

施
設

上
の
重

要
度

分
類

に
位

置
づ

け
る

こ
と

。（
国

）
 

 

・
緊

急
時

対
策

所
は

、
基

準
地

震
動

に
よ
る

地
震

力
に

対
し

て
重

大
事

故
時

に
対
処

す
る

た
め

に
必
要

な
機

能
が

損
な

わ
れ

る
恐
れ

が
な

い
よ

う
設

計
す

る
こ

と
を

事
業

者
へ

要
求

 

設
置

許
可
基

準
 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

技
術

基
準
解

釈
 

第
七

十
六
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

設
備

の
耐

震
性

向
上

 

安
全

性
確

保
に

照
ら

し
送
電

・
変

電
網

を
含

む
耐

震
B
 C

ク
ラ

ス
の

設
備

の
見

直
し

が
必

要
。（

国
）
 

・
外

部
か

ら
発

電
所

へ
の

送
電

系
統

の
う
ち

、
少

な
く

と
も

２
回

線
は

独
立

し
た
も

の
と

す
る

こ
と
な

ど
を

事
業

者
へ

要
求

 

・
重

大
事

故
等

対
処

施
設

は
、

B
ク

ラ
ス

及
び

C
ク
ラ

ス
の

施
設

等
の
波

及
的

影
響

に
よ

っ
て

、
重

大
事

故

等
に

対
処

す
る

た
め
に

必
要

な
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
と

す
る

こ
と

を
事

業
者

へ
要

求
 

・
電

力
系

統
と

非
常

用
所

内
配

電
設

備
と
を

接
続

す
る

外
部

電
源

受
電

回
路

を
２
つ

以
上

設
け

る
事
を

事
業

者
へ

要
求

 

・
外

部
電

源
喪

失
時

に
使

用
す

る
た

め
の
非

常
用

電
源

設
備

は
複

数
台

設
置

す
る
こ

と
、

７
日

間
以
上

連
続

(74)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

運
転

で
き

る
燃

料
を
貯

蔵
す

る
こ

と
、

燃
料

貯
蔵

タ
ン

ク
は

想
定

さ
れ

る
最

大
の

地
震

の
揺

れ
に

耐
え

る

こ
と

を
要

求
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
三
条

（
保

安
電

源
設

備
）

 

第
三

十
九
条

（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防
止

）
 

解
釈

の
別
記

２
 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

１
号

機
非

常
用

復
水

器
（

IC
）

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

 

福
島

第
一

原
発

事
故

時
の
地

震
動

は
概

ね
基

準
地

震
動

を
下
回

っ
た

が
、

地
震

動
に

よ
る

配
管
等

の
損

傷
の

可
能

性
が

否
定

で
き
な

い
こ

と
か

ら
、

特
に

重
要

配
管
に

つ
い

て
は

基
準

地
震

動
に

対
す
る

耐
震

性
に

つ
い

て
、

慎
重

に
確
認

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
設

計
基

準
対

象
施

設
は

、
地

震
に

よ
り
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
安

全
機

能
の
喪

失
及

び
そ

れ
に
続

く
放

射
線

に
よ

る
公

衆
へ
の

影
響

を
防

止
す

る
観

点
か

ら
、

施
設

毎
に

耐
震

重
要

度
分

類
を

設
け

、
そ

れ
ぞ

れ

に
応

じ
た

地
震

力
に
十

分
耐

え
ら

れ
る

よ
う

に
設

計
と

し
て

い
る

 

・
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
、

待
機

状
態
に

お
い

て
地

震
に

よ
り

必
要

な
機

能
が
損

な
わ

れ
ず

、
さ
ら

に
重

大
事

故
等

時
に

お
け
る

運
転

状
態

と
地

震
と

の
組

合
せ

に
対

し
て

必
要

な
機

能
が

損
な

わ
れ

な
い

設
計

と

し
て

い
る

 

・
基

準
地

震
動

は
、

敷
地

ご
と

に
震

源
を
特

定
し

て
策

定
す

る
地

震
動

及
び

震
源
を

特
手

せ
ず

策
定
す

る
地

震
動

に
つ

い
て

、
敷
地

の
解

放
基

盤
表

面
に

お
け

る
水

平
方

向
及

び
鉛

直
方

向
の

地
震

動
と

し
て

そ
れ

ぞ

れ
策

定
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

条
（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
三

十
九
条

（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防
止

）
 

地
震

応
答

解
析

は
モ

デ
ル
化

の
方

法
等

に
よ

り
解

析
結

果
が
異

な

る
。

振
動

台
実

験
時

の
実
際

値
と

解
析

値
を

比
較

す
る

な
ど
し

て
地

震
応

答
解

析
の

妥
当

性
に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
基

準
地

震
動

の
レ

ベ
ル

の
増

大
に

伴
い
、

よ
り

現
実

に
近

い
地

震
応

答
を

算
出
す

る
た

め
、

地
震
応

答
解

析
モ

デ
ル

を
よ

り
精
微

に
変

更
し

、
モ

デ
ル

の
妥

当
性

に
つ

い
て

工
事

計
画

認
可

の
審

査
の

中
で

説
明

し

て
い

る
 

・
加

振
試

験
に

基
づ

く
使

用
済

燃
料

貯
蔵
ラ

ッ
ク

の
減

衰
定

数
の

設
定

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

条
（
設

計
基

準
対

象
施

設
の

地
盤
）

 

第
四

条
（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
三

十
九
条

（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防
止

」
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

格
納

容
器

か
ら

の
水

素
の
漏

洩
を

想
定

し
、

格
納

容
器

外
で
の

水
素

爆
発

の
防

止
対

策
を

と
る
こ

と
。

（
事

業
者

）
 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

処
理

設
備

（
P
A
R
）
の

設
置

し
て

い
る

（
爆

発
防

止
）
 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

計
を

設
置

し
て
い

る
（

爆
発

防
止

）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

の
閉

じ
込

め
機

能
を
強

化
す

る
た

め
各

シ
ー

ル
部

に
改

良
E
P
D
M
材

を
採

用
し

て
い

る

（
漏

え
い

防
止

）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）
 

格
納

容
器

ト
ッ

プ
ヘ

ッ
ド
フ

ラ
ン

ジ
部

、
格

納
容

器
ペ

ネ
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

温
度
や

圧
力

条
件

に
よ

り
、

ど
の

程
度
漏

え
い

が
発

生
す

る
か

確
認

す
る
こ

と
。

（
事

業
者

）
 

・
模

擬
試

験
や

解
析

に
基

づ
き

原
子

炉
格
納

容
器

の
限

界
温

度
を

2
0
0℃

、
圧

力
を

2
P
d
（

0
.
6
2M
P
a
）

と

し
、

原
子

炉
格

納
容
器

破
損

防
止

対
策

を
実

施
し

て
い

る
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

頂
部

を
冷

却
し

、
水
素

ガ
ス

の
漏

え
い

を
抑

制
す

る
た

め
、
原

子
炉

格
納

容
器
頂

部
注

水
系

を
設

置
し

て
い
る

（
自

主
対

策
）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

柏
崎

刈
羽

原
発

に
お

い
て
も

、
重

要
な

弁
に

関
し

て
P
＆

ID
 （

配

管
等

の
設

計
図

面
）

と
実
機

と
の

間
に

食
い

違
い

が
な

い
か
を

確
認

し
、

予
め

現
場

と
一

致
し
た

図
面

等
を

整
備

し
て

お
く

こ
と

。（
事

業
者

）
 

・
工

事
に

お
い

て
図

書
が

変
更

に
な

っ
た
場

合
、

変
更

箇
所

と
と

も
に

社
内

へ
共
有

す
る

し
く

み
と
し

て
い

る
 

・
万

一
、

図
面

と
現

場
の

不
整

合
が

確
認
さ

れ
た

場
合

、
直

ち
に

改
訂

手
続

き
を
行

う
こ

と
に

し
て
い

る
 

委
員

・
東

京
電

力
・

事
務

局
の

打
合

せ
を

踏
ま

え
た

原
子

炉
圧

力
容

器
（

RP
V）

主
フ

ラ

ン
ジ

か
ら

の
高

温
高

圧
ガ
ス

の
噴

出
の

可
能

性
を

踏
ま

え
、
次

の
事

項
に

つ
い

て
、

柏
崎

刈
羽
原

子
力

発
電

所
の

対
応

状
況

を
確
認

す
る

・
原

子
炉

へ
の

注
水

が
で
き

な
い

場
合

、
原

子
炉

の
水

位
は

徐
々

に
低

下
す
る

こ
と

に
な

る
が

、
そ

の
ま

ま
の

状
態
（

原
子

炉
圧

力
が

高
圧

の
状

態
）
で

R
P
V
が

破
損

す
る

と
、
高

圧
の

状
態

で
溶

融
炉

心
が

P
C
V
内

に
噴

射
し

、
P
C
V
内

又
は

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

直
接

過
熱

す
る

事
象

（
D
C
H
）

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
 

・
原

子
炉

圧
力

容
器

が
、
高

圧
の

状
態

が
維

持
さ

れ
た

ま
ま

破
損

に
至

る
こ
と

の
な

い
よ

う
、
以

下
の

対
策
を

実
施

し
て

い
る

 

－
原

子
炉

水
位

が
燃
料

の
下

端
よ

り
1
0
%
に

到
達
し

た
時

点
で

、
原

子
炉

減
圧

を
す

る
手

順
と

し
て

い
る

 

(76)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

対
応

 
必

要
が

あ
る

。（
事

業
者

）
 

・
原

子
炉

ウ
ェ

ル
へ

の
水
張

り

は
、

R
PV

主
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
高

温
高

圧
の

ガ
ス

が
「

噴
出
」

す

る
DC

H(
*)

的
事

象
の

よ
う

な
場

合
に

も
有

用
な

の
か

。

(
*)

Di
re

ct
 
Co

nt
ai

nm
en

t 

H
ea

ti
ng

（
格

納
容

器
直

接
加

熱
）

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ラ
ン

ジ
部

の
Ｏ

リ
ン

グ
が

破
損

す
れ
ば

、

原
子

炉
ウ

ェ
ル

に
水

を
張
っ

て

い
て

も
大

量
の

水
素

が
オ
ペ

レ

ー
テ

ィ
ン

グ
フ

ロ
ア

（
オ
ペ

フ

ロ
）

へ
と

漏
出

す
る

可
能
性

が

あ
る

が
、

ど
う

対
応

す
る
の

か
。

 

・
R
PV

主
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の
漏

え

い
に

よ
る

格
納

容
器

過
温
破

損

が
、

F
V
の

作
動

条
件

で
あ

る

2
Pd

に
至

る
ま

で
の

時
間

よ

り
、

か
な

り
先

行
し

て
起
き

る

－
な

お
、
減

圧
は

事
故

発
生

後
（

全
炉

心
注
水

機
能

が
喪
失

し
た

後
）
約

1
時

間
半

程
度

で
減

圧
す
る

こ
と

と
な

り
、

R
P
V
の

高
温
,
高

圧
の

状
態

を
維
持

し
な

い
と

い
う

点
で

有
効

で
あ

る
。

 

ま
た

、
P
C
V
ト

ッ
プ

ヘ
ッ

ド
の

過
温

に
よ

る
破

損
の

回
避

を
目

的
と

し
、

以
下

の
対

策
を

実
施

し
て

い
る

 

－
P
C
V
ト

ッ
プ

ヘ
ッ
ド

シ
ー

ル
部

へ
の

熱
的

耐
力

の
向

上
し

た
改

良
E
P
D
M
の

採
用
、

更
な

る
対

策
と

し
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ー

ル
材

の
塗

布
す
る

 

－
シ

ー
ル

性
能

維
持

の
た

め
の

原
子

炉
ウ

ェ
ル

注
水

に
よ

る
P
C
V

ト
ッ

プ
ヘ

ッ
ド

フ
ラ

ン
ジ

の
直

接
冷
却

の
導

入
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
二
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止
す

る
た

め
の

設
備

）
 

 ・
原
子

炉
格

納
容

器
か

ら
の

顕
著

な
漏

え
い

が
開

始
し

た
こ

と
を

検
知

で
き

る
よ
う

、
原

子
炉

建
屋

に
は
水

素

濃
度

の
設

置
を

し
て
お

り
、

中
央

制
御

室
に

お
い

て
連

続
監

視
で

き
る

設
計

と
し

て
い

る
。

 

・
ま

た
、
水

素
が

漏
え

い
し
た

場
合

を
想

定
し
、
原

子
炉
建

屋
が

可
燃

限
界
に

到
達

し
な

い
よ
う

、
原

子
炉

建

屋
水

素
処

理
設

備
（
P
A
R
）

を
設

置
し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）

 

 ・
R
P
V
が

高
圧

、
高

温
の

状
態
が

長
期

に
わ

た
り

維
持
さ

れ
る

こ
と

を
回
避

す
る

よ
う

、
前

述
に

示
し

た
対
応

を
行

う
こ

と
に

し
て
い

る
。
な

お
、
D
C
H
回

避
の

観
点

よ
り

、
事
故

発
生

以
降
（

全
炉
心

注
水

系
が

喪
失
し

た
以

降
）

約
1
時

間
半

後
に

は
B
A
F
+
1
0
％

に
到

達
し

、
急

速
減

圧
す

る
こ

と
と

な
る

。
 

・
加

え
て
、

格
納

容
器

ベ
ン
ト

の
基

準
は

、
2
P
d
と

い
う
過

圧
の

基
準

の
他

、
原

子
炉

建
屋

内
に

設
置

し
た

水

素
濃

度
計

等
に

よ
り
、
格

納
容

器
か

ら
の

顕
著

な
漏

洩
が

確
認

さ
れ
た

場
合

に
お

い
て

も
ベ

ン
ト

を
す

る
手

順
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

 ・
福

島
第
一

事
故

の
知

見
か

ら
す

れ
ば

、
炉

心
へ

の
注

水
が

停
止

し
た

以
降

、
R
P
V
主
フ

ラ
ン

ジ
よ

り
先

行
し

て
高

圧
ガ

ス
噴

出
が
起

き
た

こ
と

を
示

す
デ

ー
タ

は
得

ら
れ

て
い

な
い

。
 

・
し

か
し

、
不

確
か

さ
は

当
然

あ
る

こ
と

か
ら
、
そ

の
不
確

か
さ

に
対

し
、
対

応
手

段
が

用
意

さ
れ

て
い
る

か

(77)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

可
能

性
は

な
い

か
。

起
き
て

も

問
題

は
な

い
か

。
 

・
R
PV

主
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の
高

温

高
圧

ガ
ス

の
噴

出
の

可
能
性

の

問
題

は
、

植
込

み
ボ

ル
ト
の

材

質
が

耐
熱

鋼
で

な
い

こ
と
、

そ

し
て

高
温

特
性

が
不

明
な
こ

と
、

か
ら

き
て

い
る

が
、
耐

熱

鋼
へ

の
材

質
変

更
は

現
実
的

選

択
肢

で
は

な
い

。
と

す
れ
ば

、

し
か

る
べ

き
材

料
試

験
を
お

こ

な
い

、
当

該
ボ

ル
ト

材
に
対

す

る
短

時
間

ク
リ

ー
プ

特
性
を

含

む
各

種
高

温
特

性
を

明
ら
か

に

し
て

お
く

必
要

は
な

い
か
。

 

と
の

段
階

的
対

策
を
講

じ
る

こ
と

が
大

事
な

こ
と

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
 

従
っ

て
、

以
下

の
対

策
を

実
施

し
て

い
る
。

 

・
R
P
V
頂

部
が

長
時

間
加

熱
さ

れ
な

い
対

策
と

し
て
、

 

－
原

子
炉

圧
力

容
器
が

、
高

圧
の

状
態

が
維

持
さ

れ
た

ま
ま

破
損

に
至

る
こ
と

の
な

い
よ

う
、
原

子
炉

水
位

が
燃

料
の

下
端

よ
り

10
%
に

到
達

し
た

時
点

で
、

原
子

炉
減

圧
を
す

る
手

順
と

す
る

こ
と

 

・
P
C
V
ト

ッ
プ

ヘ
ッ

ド
の

耐
熱

性
向

上
と

し
て

、
 

－
P
C
V
ト

ッ
プ

ヘ
ッ
ド

シ
ー

ル
部

へ
の

熱
的

耐
力

の
向

上
し

た
改

良
E
P
D
M
の

採
用
、

更
な

る
対

策
と

し
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ー

ル
材

の
塗

布
 

－
シ

ー
ル

性
能

維
持

の
た

め
の

原
子

炉
ウ

ェ
ル

注
水

に
よ

る
P
C
V

ト
ッ

プ
ヘ

ッ
ド

フ
ラ

ン
ジ

の
直

接
冷
却

の
導

入
 

・
格

納
容

器
よ

り
顕

著
な

漏
え

い
が

開
始
し

た
場

合
の

対
応

（
ベ

ン
ト

手
順

）
 

・
漏

え
い

し
て

も
原

子
炉

建
屋

が
水

素
爆
発

に
至

ら
な

い
た

め
の

対
策

（
P
A
R
の

設
置
）

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
二
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止
す

る
た

め
の

設
備

）
 

津
波

対
策

 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

電
源

盤
、

ポ
ン

プ
、

非
常

用
電

源
の

配
置

の
考

え
方

 

津
波

等
の

共
通

要
因

で
機
能

喪
失

し
な

い
配

置
と

す
べ

き
。
津

波
以

外
(
火

災
，
地

震
，

テ
ロ

)も
考

慮

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
基

準
津

波
の

遡
上

波
（

8
.
3
m
）

が
到

達
し

な
い

十
分

に
高

い
敷

地
（

1
2.
0
m
）

に
建

屋
等

を
設

置
 

・
「

安
全

機
能

の
重

要
度

が
特

に
高

い
安

全
機

能
を

有
す
る

も
の

（
電

源
盤

、
海

水
ポ

ン
プ

、
非
常

用
電

源

等
）
」

に
つ

い
て

は
津

波
以

外
も

含
め
位

置
的

分
散

に
よ

り
共

通
要

因
で

故
障
し

な
い

設
計

と
し
て

い
る

 

・
溢

水
防

護
に

対
す

る
評

価
対

象
区

域
を
「

溢
水

防
護

区
域

」
と

し
、

壁
、

扉
、
堰

、
床

段
差

等
、
又

は
そ

れ
ら

の
組

合
せ

に
よ
っ

て
他

の
区

域
と

分
離

さ
れ

る
区

域
と

し
て

設
定

し
て

い
る

 

・
「

想
定

さ
れ

る
自

然
現

象
（

洪
水

・
風

（
台

風
）
・

竜
巻
・

凍
結

・
降

水
・

積
雪

・
落

雷
・

地
滑

り
・

火
山

の
影

響
・

生
物

学
的
事

象
・

森
林

火
災

等
」

や
、

人
為

に
よ

る
も

の
（

飛
来

物
（

航
空

機
落

下
等

）、
ダ

ム

の
崩

壊
、

爆
発

、
近
隣

呼
応

場
な

ど
の

火
災

、
有

毒
ガ

ス
、

船
舶

の
衝

突
、

電
磁

的
障

害
、

故
意

に
よ

る

大
型

航
空

機
の

衝
突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

等
の

事
象

）
に

よ
り

安
全

機
能

が
損

な
わ

れ
な

い
こ

と
等

を

確
認

し
て

い
る

 

(78)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

設
置

許
可
基

準
 

第
九

条
（
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
等
）

 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

施
設
）

 

浸
水

経
路

を
特

定
し

、
設
備

へ
の

影
響

を
把

握
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 

・
基

準
津

波
の

遡
上

波
（

8
.
3
m
）

が
到

達
し

な
い

十
分

に
高

い
敷

地
（

1
2.
0
m
）

に
建

屋
等

を
設

置
 

・
溢

水
防

護
に

対
す

る
評

価
対

象
区

域
を
「

溢
水

防
護

区
域

」
と

し
、

壁
、

扉
、
堰

、
床

段
差

等
、
又

は
そ

れ
ら

の
組

合
せ

に
よ
っ

て
他

の
区

域
と

分
離

さ
れ

る
区

域
と

し
て

設
定

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（
津

波
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
九

条
（
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
等
）

 

第
四

十
条
（

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

））
 

想
定

す
る

津
波

高
さ

に
対
す

る
施

設
の

裕
度

の
考

え
方

を
整
理

す
る

こ
と

。
（

国
）

 

・
波

源
特

性
の

不
確

か
さ

を
考

慮
し

て
基
準

津
波

を
策

定
す

る
こ

と
を

事
業

者
へ
要

求
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（
津

波
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
四

十
条
（

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止
）

 

解
釈

の
別
記

３
 

・
可

搬
型

重
大

事
故

等
対
処

設
備

は
、
津

波
等

に
よ

る
影
響

を
考

慮
し

た
上
で

、
常

設
重

大
事

故
等

対
処
設

備

と
異

な
る

場
所

で
保
管

す
る

こ
と

、
共

通
要

因
に

よ
っ

て
、
常

設
重

大
事
故

等
対

処
設

備
の

機
能

と
同

時
に
、

そ
の

機
能

が
損

な
わ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
等

を
事

業
者

へ
要

求
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備
）

 

防
潮

堤
、

水
密

化
な

ど
の

津
波

対
策

 

過
去

に
発

生
し

た
津

波
か
ら

得
ら

れ
る

知
見

か
ら

、
襲

来
し
得

る
津

波
を

評
価

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
最

新
の

科
学

的
・
技

術
的

知
見

を
踏

ま
え

、
過
去

に
敷

地
周

辺
に

襲
来

し
た

可
能

性
の

あ
る

津
波

に
係
る

調

査
等

を
行

い
、

基
準
津

波
を

策
定

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（
津

波
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
四

十
条
（

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止
）
 

津
波

警
報

発
生

時
に

お
け
る

屋
外

活
動

の
体

制
を

構
築

す
る
こ

と
。

 

（
事

業
者

）
 

・
津

波
注

意
報

、
津

波
警

報
、
大

津
波

警
報

が
発

令
さ

れ
た

場
合

、
所

員
の

高
台

へ
の
避

難
指

示
を

行
う
こ

と

と
し

て
い

る
 

・
復

旧
班

長
は
「

大
津

波
警
報

」
が
解

除
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
現

場
で

の
活
動

開
始

を
指

示
す
る

こ

と
と

し
て

い
る

 

(79)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

・
警

報
が

継
続

し
て

い
る

中
で

、
活

動
開

始
を
指

示
す

る
場

合
、
津

波
監

視
の

下
、
活
動

す
る

こ
と

と
し
て

い

る
 

・
復

旧
班

の
現

場
作

業
に
あ

た
っ

て
は

、
プ

ラ
ン

ト
の

状
況

変
化

に
対

応
す
る

た
め

、
常

に
5
号

機
原

子
炉

建

屋
内

緊
急

時
対

策
所
と

の
連

絡
が

可
能

な
通

信
連

絡
手

段
を

確
保

し
て

い
る

 

津
波

対
策

施
設

に
つ

い
て
も

重
要

度
分

類
の

基
準

を
設

け
る
こ

と
。

（
国

）
 

・
津

波
対

策
施

設
の

基
準

地
震

動
に

対
す
る

耐
震

性
を

事
業

者
へ

要
求

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

条
（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

解
釈

の
別
記

２
 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

１
号

機
非

常
用

電
源

設
備

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

 

循
環

水
系

、
補

機
冷

却
系
や

D
/G
 

冷
却

系
配

管
な

ど
の

地
震
動

に
対

す
る

損
傷

防
止

対
策

又
は
損

傷
し

て
内

部
溢

水
し

た
場

合
の
対

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
の

で
は
な

い

か
。
（

事
業
者

）
 

・
設

計
基

準
対

象
施

設
は

、
地

震
に

よ
り
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
安

全
機

能
の
喪

失
及

び
そ

れ
に
続

く
放

射
線

に
よ

る
公

衆
へ
の

影
響

を
防

止
す

る
観

点
か

ら
、

施
設

毎
に

耐
震

重
要

度
分

類
を

設
け

、
そ

れ
ぞ

れ

に
応

じ
た

地
震

力
に
十

分
耐

え
ら

れ
る

よ
う

に
設

計
と

し
て

い
る

 

・
基

準
地

震
動

は
、

敷
地

ご
と

に
震

源
を
特

定
し

て
策

定
す

る
地

震
動

及
び

震
源
を

特
手

せ
ず

策
定
す

る
地

震
動

に
つ

い
て

、
敷
地

の
解

放
基

盤
表

面
に

お
け

る
水

平
方

向
及

び
鉛

直
方

向
の

地
震

動
と

し
て

そ
れ

ぞ

れ
策

定
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

条
（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

・
循
環

水
配

管
の

伸
縮

継
手

部
破

損
及

び
地

震
に

起
因

す
る

耐
震

B
、
C
ク

ラ
ス

機
器

の
破

損
を

想
定

し
て
も

、

原
子

炉
を

高
温

停
止
、
低

温
停

止
に

で
き
、
放

射
性

物
質
の

閉
じ

込
め

機
能

、
使
用

済
み

燃
料

プ
ー
ル

の
冷

却
機

能
、

給
水

機
能
を

維
持

出
来

る
設

計
と

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
九

条
（
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
等
）
 

津
波

に
よ

る
圧

力
波

に
よ
り

放
水

路
や

ポ
ン

プ
な

ど
の

機
器
が

損
傷

す
る

可
能

性
に

つ
い

て
も
十

分
な

考
慮

を
す

べ
き

で
あ

る
。（

事
業

者
）

 

・
津
波

波
力

に
よ

っ
て

海
水

ポ
ン

プ
や

海
水

貯
留

堰
等

に
生

じ
る

応
力

を
求

め
、
材

料
強

度
評

価
を

実
施
し

て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（
津

波
に

よ
る

損
傷

の
防

止
）
 

第
四

十
条
（

津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止
）

 

・
柏
崎

刈
羽

原
発

の
６
・
７
号

機
の

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

配
管
は

津
波

水
圧

の
影
響

を
受

け
な

い
構

造
と

な
っ

て
い

る
 

(80)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

津
波

に
よ

り
、

D/
G 

冷
却
系

の
海

水
ポ

ン
プ

に
過

負
荷

や
過
電

流
が

発
生

し
て

停
止

し
て

も
、
電

源
の

確
保

が
で

き
る

よ
う

対
策
を

と
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い
か

。

（
事

業
者

）
 

・
代

替
交

流
電

源
設

備
と

し
て

常
設

代
替
交

流
電

源
設

備
（

第
一

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン
発

電
機

）
、

第
二
代

替
交

流

電
源

設
備

（
第

二
ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
）
、

可
搬

型
代
替

交
流

電
源

設
備

（
電

源
車

）
を

設
置
し

て
い

る
 

・
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
に

、
他

号
炉
の

電
気

設
備

か
ら

給
電

で
き

る
よ

う
、
号

炉
間

電
力

融
通
電

気
設

備
（

常
設

／
可

搬
）
を

設
置

し
て

い
る
 

・
代

替
直

流
電

源
設

備
と

し
て

常
設

代
替
直

流
電

源
設

備
や

可
搬

型
直

流
電

源
設
備

（
電

源
車

、
AM

用
直

流

1
2
5
V
充

電
器

）
を

配
備

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
七
条

（
電

源
設

備
）
 

東
京

電
力

HD
 は

、
今

後
、
M
/C

 

や
循

環
水

系
、

D/
G 

冷
却
系

配
管

な
ど

の
状

態
に

つ
い

て
確
認

し
、

記
録

を
と

り
な

が
ら

廃
炉
作

業
を

進
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る
。

同
時

に
、

本
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

に
お

い
て

議
論

し
た

、
事

故
の
痕

跡
が

残
っ

て
い

る
可

能
性

が
あ
る

M
/C
 

な
ど

の
設

備
に

つ
い

て
は
保

存
が

望
ま

れ
る

。（
事

業
者

）
 

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
原

因
の

究
明

や
今
後

の
原

子
力

に
関

す
る

安
全

性
向

上
の

観
点

か
ら

の

分
析

・
調

査
を

行
い
、

分
析

・
調

査
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
等

の
情

報
の

積
極

的
な

発
信

を
行

っ
て

い
く

。
 

・
分

析
・

調
査

で
得

ら
れ

た
情

報
は

、
適
宜

、
新

潟
県

技
術

委
員

会
に

報
告

を
行
う

。
 

発
電

所
内

の
事

故
対

応
 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

非
常

用
設

備
の

活
用

 

電
源

喪
失

時
の

イ
ン

タ
ー
ロ

ッ
ク

な
ど

、
シ

ス
テ

ム
の

考
え
方

の
再

整
理

が
必

要
。（

事
業

者
）

 

・
電

源
が

喪
失

し
、

設
備

が
動

作
出

来
な
い

状
況

に
な

っ
た

場
合

で
も

、
人

力
や
遠

隔
空

気
駆

動
弁
操

作
用

ボ
ン

ベ
を

用
い

て
、
必

要
な

操
作

を
容

易
か

つ
確

実
に

操
作

可
能

な
設

計
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

全
電

源
喪

失
等

を
想

定
し
た

手
順

書
の

整
備

や
、

現
場

対
応
を

含
め

た
訓

練
が

必
要

。
 

・
代

替
交

流
電

源
設

備
と

し
て

常
設

代
替
交

流
電

源
設

備
（

第
一

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン
発

電
機

）
、

第
二
代

替
交

流

電
源

設
備

（
第

二
ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
）
、

可
搬

型
代
替

交
流

電
源

設
備

（
電

源
車

）
を

設
置
し

て
い

る
 

・
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
に

、
他

号
炉
の

電
気

設
備

か
ら

給
電

で
き

る
よ

う
、
号

炉
間

電
力

融
通
電

気
設

備
（

常
設

／
可

搬
）
を

設
置

し
て

い
る
 

(81)



1
0
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

（
事

業
者

）
 

・
代

替
直

流
電

源
設

備
と

し
て

常
設

代
替
直

流
電

源
設

備
や

可
搬

型
直

流
電

源
設
備

（
電

源
車

、
AM

用
直

流

1
2
5
V
充

電
器

）
を

配
備

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
七
条

（
電

源
設

備
）

 

・
代

替
電

源
や

電
源

供
給

ラ
イ

ン
の

多
様
化

を
踏

ま
え

、
全

交
流

動
力

電
源

喪
失
を

想
定

し
、

状
況
に

応
じ

た
代

替
電

源
設

備
、
電

源
供

給
ラ

イ
ン

を
適

切
か

つ
容

易
に

選
択

で
き

る
よ

う
操

作
手

順
書

を
整

備
し

、

訓
練

を
実

施
し

て
い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.1

4
項
（

電
源

確
保

に
関

す
る

手
順
）
 

ベ
ン

ト
操

作
等

の
対

応
 

ベ
ン

ト
等

の
非

常
用

設
備
・

安
全

設
備

の
操

作
が

電
源

喪
失
時

に
も

行
え

る
よ

う
設

備
の

改
良
が

必

要
。
（

事
業
者

）
 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

弁
の

遠
隔

手
動

操
作
設

備
の

設
置

及
び

遠
隔

空
気

駆
動

操
作
用

ボ
ン

ベ
を

配
備
す

る
と

共
に

そ
の

操
作

手
順
を

整
備

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

・
電

源
が

長
時

間
復

旧
で

き
な

い
場

合
を
想

定
し

、
電

源
を

必
要

と
し

な
い

注
水
（

消
防

車
に

よ
る
注

水
）

や
減

圧
（

主
蒸

気
逃
し

安
全

弁
の

開
操

作
）

等
の

操
作

手
順

及
び

必
要

な
資

機
材

を
配

備
し

、
訓

練
を

実

施
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.2

項
（

RP
V
高
圧

時
原

子
炉

冷
却
手

順
）

他
 

全
電

源
喪

失
等

、
駆

動
源
を

喪
失

し
た

場
合

を
想

定
し

た
手
順

書
の

整
備

や
、

現
場

対
応

を
含
め

た
訓

練
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

同
上

 

発
電

所
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

電
源

喪
失

時
、

自
然

災
害
時

に
も

使
用

で
き

る
情

報
伝

達
手
段

の
構

築
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

・
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
は

、
代

替
電
源

設
備

で
あ

る
常

設
代

替
交

流
電

源
設
備

又
は

可
搬

型
代
替

交
流

電
源

設
備

、
5
号

炉
原

子
炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

用
可

搬
型

電
源

設
備

な
ど

か
ら

の
給

電
が

可
能

な
設

計
と

し
て

い
る

 

・
発

電
所

内
の

通
信

連
絡

を
す

る
必

要
の
あ

る
場

所
（

中
操

制
御

室
、

5
号

機
原

子
炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策

所
な

、
現

場
な

ど
）
と

通
信

連
絡

を
行

う
た

め
の

通
信

連
絡

設
備

と
し

て
、

衛
星

電
話

設
備

、
無

線
連

絡

設
備

、
携

帯
型

音
声
呼

出
電

話
設

備
、

5
号

炉
屋
外

緊
急

連
絡

用
イ

ン
タ

ー
フ

ォ
ン

を
設

置
又

は
保

管
し

(82)



1
1
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

て
い

る
 

・
5
号

機
原
子

炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

へ
重

大
事
故

等
に

対
処

す
る
た

め
に

必
要

な
デ

ー
タ

を
伝

送
す

る

た
め

の
設

備
と

し
て
、

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

S
P
D
S
）

を
設

置
し
て

い
る

 

・
発

電
所

外
（

社
内

外
）

の
通

信
連

絡
を
す

る
必

要
の

あ
る

場
所

（
本

社
、

国
（
原

子
力

規
制

委
員
会

等
）
、

自
治

体
他

）
と

通
信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

通
信

連
絡

設
備

と
し

て
、

衛
星

電
話

設
備

及
び

統
合

原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

用
い

た
通

信
連

絡
設

備
を

設
置

又
は

保
管

し
て

い
る

 

・
発

電
所

敷
地

で
想

定
さ

れ
る

自
然

現
象
と

し
て

、
地

震
、

津
波

、
洪

水
、

風
（
台

風
）
、

竜
巻
、

凍
結

、
降

水
、

積
雪

、
落

雷
、
地

滑
り

、
火

山
の

影
響

、
生

物
的

事
象

、
森

林
火

災
等

を
考

慮
し

て
も

通
信

機
能

が

喪
失

し
な

い
こ

と
を
確

認
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
六

十
二
条

（
通

信
連

絡
を

行
う

た
め
に

必
要

な
設

備
）
 

全
電

源
喪

失
等

を
想

定
し
た

体
制

の
整

備
や

、
現

場
対

応
を
含

め
た

訓
練

が
必

要
。（

事
業

者
）

 

・
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
に

、
発

電
所
内

外
の

通
信

連
絡

を
す

る
必

要
の

あ
る
場

所
と

通
信

連
絡
を

す
る

た
め

、
必

要
な

対
処
設

備
・

体
制

、
手

順
を

整
備

し
、

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.1

9
項
（

通
信

連
絡

に
関

す
る

手
順
）
 

事
故

対
応

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
 

事
故

対
応

に
必

要
な

要
員
や

資
機

材
を

、
発

電
所

外
か

ら
ど
の

よ
う

に
支

援
す

べ
き

か
検

討
が
必

要
。

（
事

業
者

）
 

・
事

象
発

生
後

7
日

間
は

発
電

所
だ

け
（
外

部
か

ら
の

支
援

な
し

）
で

対
応

で
き
る

体
制

を
整

備
 

・
事

象
後

速
や

か
に

支
援

拠
点

を
立

ち
上
げ

（
本

社
、

発
電

所
、

新
潟

本
部

の
要
員

か
ら

選
任

）
、
事

象
発

生

後
8
日

以
降

の
発

電
所

対
策

本
部

の
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
支

援
拠

点
と

し
て

は
柏

崎
エ

ネ
ル

ギ
ー
ホ

ー
ル

（
新

潟
県

柏
崎

市
）
、

信
濃

川
電

力
所

（
新

潟
県

小
千

谷

市
）
、

当
間

高
原

リ
ゾ

ー
ト

（
新

潟
県
十

日
町

市
）

か
ら

選
定

す
る

こ
と

と
し
て

い
る

 

・
発

電
所

の
事

故
収

束
対

応
を

維
持

す
る
た

め
に

必
要

な
燃

料
、

資
機

材
等

に
つ
い

て
は

本
社

で
要
請

を
受

け
、

調
達

業
者

・
輸
送

業
者

と
調

整
し

発
電

所
へ

支
援

で
き

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.4
項

（
外

部
か

ら
の

支
援
に

つ
い

て
）

 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

東
京

電
力

の
事

故
対

応
マ

ネ
ジ

「
a
.３

号
機

の
注

水
系

統
の

切
り

替
え

判
断

」
の

議
論

を
踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
。（

事
業

者
）

 

【
問

題
点

】
 

・
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

時
に

高
圧

注
水
か

ら
低

圧
注

水
へ

の
移

行
が

上
手

く
い
か

な
か

っ
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
事

故
の

起
因

事
象

を
問

わ
ず

、
複

数
の
設

備
の

故
障

等
に

よ
る

異
常

又
は

事
故
が

発
生

し
た

際
に
、

重
大

(83)



1
2
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

課
題
 

メ
ン

ト
の

議
論

を
踏

ま
え

た
対

応
 

事
故

へ
の

進
展

を
防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

対
応

操
作

を
定

め
た

手
順

書
と

し
て

事
故

時
運

転
操

作
手

順

書
（

徴
候

ベ
ー

ス
）（

E
O
P
）

を
設

け
て

い
る

 

・
減

圧
す

る
た

め
の

導
入

条
件

を
設

け
、
高

圧
注

水
か

ら
低

圧
注

水
へ

移
行

を
速
や

か
に

行
え

る
よ
う

に
手

順
書

を
設

け
て

は
い
た

も
の

の
、

操
作

が
失

敗
し

た
場

合
の

対
応

手
順

の
追

加
、

S
R
V
機

能
回

復
手

段
等

を
追

加
し

、
訓

練
を
行

っ
て

い
る

 

技
術

的
能
力

に
係

る
審

査
基

準
 

1
.0

.6
項

（
重

大
事

故
等

対
応
に

係
る

手
順

書
の

構
成

と
概

要
に

つ
い
て

）
 

・
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

（
電

源
車

、
AM

用
直

流
1
2
5
V
充

電
器

）
及
び

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池

を
配

備
し

て
い

る
 

・
電

源
を

不
要

と
す

る
代

替
逃

が
し

安
全
弁

駆
動

装
置

に
よ

る
減

圧
機

能
を

付
与
し

て
い

る
（

自
主
対

策
）

 

・
S
A
時

の
最

大
背

圧
を

考
慮

し
た

逃
が

し
安

全
弁

へ
の

代
替

窒
素
供

給
ボ

ン
ベ

を
設

置
し

て
い

る
（

自
主
対

策
）

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
六
条

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

た
め
の

設
備

）
 

・
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
・

可
搬

）
の
配

備
及

び
そ

の
手

順
の

整
備

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
七
条

（
原

子
炉

冷
却

材
バ

ウ
ン
ダ

リ
低

圧
時

に
発

電
用

原
子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

）
 

「
b
.判

断
や

指
示

の
指

揮
系

統
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応
が

必

要
。
（

事
業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
発

電
所

対
策

本
部

長
が

一
人

で
発

電
所
対

策
本

部
の

全
て

の
班

を
指

揮
す

る
体
制

と
な

っ
て

い
た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
指

示
命

令
が

混
乱

し
な

い
よ

う
、

現
場
指

揮
官

を
頂

点
に

、
直

属
の

部
下

は
最
大

7
名

以
下

に
収
ま

る
構

造
を

大
原

則
と

し
、
原

子
力

防
災

組
織

に
必

要
な

機
能

を
以

下
の

5
つ

に
定

義
し

て
い

る
 

①
意

思
決

定
・

指
揮
 

②
対

外
対

応
 

③
情

報
収

集
・

計
画
立

案
 

④
現

場
対

応
 

⑤
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク
・

リ
ソ

ー
ス

管
理
 

①
の

責
任

者
と

し
て
本

部
長

（
発

電
所

長
）

が
当

た
り

、
②

～
⑤

の
機

能
ご

と
に

責
任

者
と

し
て

「
統

括
」

を
配

置
す

る
 

(84)



1
3
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）
 

【
問

題
点

】
 

・
通

信
手

段
（

P
H
S
）
が

使
用

出
来

ず
、

発
電

所
対

策
本
部

と
現

場
と

の
迅

速
な

情
報

伝
達

が
で
き

な
か

っ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
発

電
所

内
の

通
信

連
絡

を
す

る
必

要
の
あ

る
場

所
（

中
操

制
御

室
、

5
号

機
原

子
炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策

所
、

現
場

な
ど

）
と
通

信
連

絡
を

行
う

た
め

の
通

信
連

絡
設

備
と

し
て

、
衛

星
電

話
設

備
、

無
線

連
絡

設

備
、

携
帯

型
音

声
呼
出

電
話

設
備

、
5
号

炉
屋

外
緊

急
連

絡
用

イ
ン

タ
ー

フ
ォ

ン
を

設
置

又
は

保
管

し
て

い
る

 

・
5
号

機
原
子

炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

へ
重

大
事
故

等
に

対
処

す
る
た

め
に

必
要

な
デ

ー
タ

を
伝

送
す

る

た
め

の
設

備
と

し
て
、

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（

S
P
D
S
）

を
設

置
し
て

い
る

 

・
発

電
所

外
（

社
内

外
）

の
通

信
連

絡
を
す

る
必

要
の

あ
る

場
所

（
本

社
、

国
（
原

子
力

規
制

委
員
会

等
）
、

自
治

体
他

）
と

通
信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

通
信

連
絡

設
備

と
し

て
、

衛
星

電
話

設
備

及
び

統
合

原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

用
い

た
通

信
連

絡
設

備
を

設
置

又
は

保
管

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
六

十
二
条

（
通

信
連

絡
を

行
う

た
め
に

必
要

な
設

備
）

 

【
問

題
点

】
 

・
重

機
や

消
防

車
の

運
転

操
作

な
ど

に
つ
い

て
、

事
故

対
応

能
力

が
不

十
分

で
あ
っ

た
。

 

・
複

数
災

害
、

複
合

号
機

の
同

時
被

災
を
想

定
し

て
訓

練
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
訓

練
参

加
者

に
対

し
て

、
事

前
に

訓
練
シ

ナ
リ

オ
を

伝
え

な
い

訓
練

を
実

施
す
る

こ
と

に
よ

り
、
実

効
的

な
緊

急
時

対
応

力
の
向

上
に

努
め

る
こ

と
に

し
て

い
る
 

・
号

機
毎

に
重

大
事

故
等

の
対

応
を

完
結
で

き
る

よ
う

、
運

転
体

制
を

変
更

・
強
化

し
て

い
る

 

・
自

然
災

害
の

重
複

や
、

複
数

号
機

同
時
被

災
対

応
の

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）
 

【
問

題
点

】
 

(85)



1
4
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

・
東

京
電

力
本

店
は

官
邸

の
意

向
を

伝
え
る

の
み

で
、

現
場

の
事

故
対

応
を

混
乱
さ

せ
た

。
 

・
東

京
電

力
本

店
は

発
電

所
の

ニ
ー

ズ
に
あ

っ
た

支
援

が
出

来
な

か
っ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
発

電
所

対
策

本
部

が
事

故
収

束
対

応
に
専

念
出

来
る

環
境

を
整

備
し

て
い

る
 

・
外

部
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
対

応
は

本
社
対

策
本

部
が

行
い

、
外

部
か

ら
の

発
電
所

へ
の

直
接

介
入
を

防
止

す
る

こ
と

で
、

発
電
所

対
策

本
部

が
事

故
収

束
対

応
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
る

 

・
本

社
は

必
要

と
な

る
資

機
材

等
の

支
援
物

資
を

円
滑

に
調

達
、

輸
送

で
き

る
よ
う

手
順

を
作

成
し
、

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

「
c
.東

京
電

力
か

ら
外

部
へ

の
連

絡
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た
対

応
が

必
要

。
（

事
業

者
）

 

【
問

題
点

】
 

・
避

難
し

て
い

る
自

治
体

へ
正

確
な

情
報
を

伝
達

で
き

な
か

っ
た

 

・
官

邸
や

原
子

力
安

全
・

保
安

院
へ

連
絡
要

員
を

派
遣

し
た

が
、

連
絡

要
員

と
し
て

適
切

な
役

割
を
果

た
す

こ
と

が
で

き
ず

、
官
邸

か
ら

発
電

所
へ

度
々

問
い

合
わ

せ
や

指
示

が
あ

っ
た

 

【
対

応
状

況
】

 

・
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

や
関

係
自

治
体

の
対

策
本
部

へ
発

電
所

や
本
社

の
要

員
を

派
遣

し
、

パ
ソ

コ
ン

や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

の
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
情

報
提

供
を

行
う

等
、

社
外

へ
の

情
報

発
信

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る
 

・
避

難
し

て
い

る
自

治
体

へ
正

確
に

情
報

伝
達

す
る
た

め
、

P
A
Z
、

U
PZ

自
治

体
に

リ
エ

ゾ
ン

を
派

遣
（

対
応

者
を

明
確

化
）
、

説
明

で
き
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
 

・
外

部
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
対

応
は

本
社
対

策
本

部
が

行
い

、
外

部
か

ら
の

発
電
所

へ
の

直
接

介
入
を

防
止

す
る

こ
と

で
、

発
電
所

対
策

本
部

が
事

故
収

束
対

応
に

専
念

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

「
d
.免

震
重

要
棟

の
機

能
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必
要

。

（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
免

震
重

要
棟

は
発

電
所

対
策

本
部

と
し
て

機
能

を
果

た
し

た
が

、
放

射
線

の
遮
へ

い
性

、
防

護
資
機

材
や

図
書

の
保

管
、

仮
眠
ス

ペ
ー

ス
が

不
十

分
だ

っ
た

 

【
対

応
状

況
】

 

・
遮

蔽
設

計
及

び
換

気
設

計
に

よ
り

対
策
要

員
の

実
効

線
量

が
7
日

間
で

1
0
0
m
S
v
を

超
え

な
い
設

計
と

し
て

(86)



1
5
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

い
る

 

・
外

部
か

ら
の

支
援

が
無

く
て

も
7
日

間
と

ど
ま

る
こ

と
が

可
能

な
だ

け
の

資
機
材

（
放

射
線

管
理
用

資
機

材
、

重
大

事
故

対
策
の

検
討

に
必

要
な

資
料

（
発

電
所

周
辺

地
図

、
主

要
系

統
模

式
図

、
系

統
図

及
び

プ

ラ
ン

ト
配

置
図

等
）、

食
料

等
）

を
配
備

し
て

い
る
 

・
休

憩
ス

ペ
ー

ス
を

配
備

 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
四
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）
 

「
e
.１

号
機

水
素

爆
発

を
踏

ま
え

た
対

応
」

の
議

論
を

踏
ま
え

た
対

応
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
1
号

機
の
爆

発
の

経
験

を
踏

ま
え

て
、

3
号

機
で

の
水
素

爆
発

対
策

が
検

討
さ
れ

た
が

、
原

子
炉
建

屋
の

穴

開
け

の
機

器
が

到
着
す

る
前

に
水

素
爆

発
が

発
生

し
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

に
よ

る
水
素

濃
度

の
上

昇
抑

制
を

図
る

こ
と

し
て
い

る
 

・
原

子
炉

建
屋

ト
ッ

プ
ベ

ン
ト

設
備

を
設
置

し
、

操
作

手
順

を
整

備
し

て
い

る
（
自

主
対

策
）

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）
 

「
f
.想

定
外

事
象

へ
の

対
応

」
の

議
論

を
踏

ま
え

た
対

応
が
必

要
。

（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
運

転
手

順
書

及
び

手
順

書
の

範
囲

を
超
え

た
場

合
の

訓
練

が
不

十
分

で
あ

っ
た
た

め
、

事
故

対
応
は

場
当

た
り

的
な

事
故

対
応
と

な
っ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
緊

急
時

対
応

を
業

務
の

柱
の

一
つ

と
し
て

位
置

づ
け

、
機

器
の

復
旧

や
重

機
の
操

作
等

の
個

人
の
鍛

錬
か

ら
、

自
治

体
と

の
総
合

訓
練

ま
で

、
各

階
層

で
日

常
的

に
繰

り
返

し
、

対
応

力
の

向
上

を
行

う
こ

と
と

し

て
い

る
 

・
総

合
訓

練
は

、
炉

心
損

傷
等

の
重

大
事
故

を
想

定
、

2
プ

ラ
ン

ト
同
時

被
災

時
の

対
応

、
複

数
号

炉
の

同

時
被

災
な

ど
の

シ
ナ
リ

オ
で

実
施

し
て

い
る

 

・
訓

練
に

当
た

っ
て

は
、

事
象

進
展

に
応
じ

て
訓

練
者

が
対

応
手

段
を

判
断

し
て
い

く
シ

ナ
リ

オ
型
の

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

(87)



1
6
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）・

世
界

中
の

運
転

経
験

や
技

術
の

進

歩
を

学
び

，
リ

ス
ク

を
低

減
す

る
努
力

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
を

保
安

規
定
に

記
載

す
る

こ
と
と

し
て

い

る
 

・
原

子
力

発
電

所
の

安
全

性
を

向
上

す
る
た

め
、

現
場

か
ら

の
提

案
、

世
界

中
の
団

体
・

企
業

か
ら
の

学
び

な
ど

に
よ

る
改

善
を
継

続
的

に
行

っ
て

い
く

こ
と

を
保

安
規

定
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

（
例

）
主
要

な
取

組
と

具
体

的
な

業
務
内

容
 

・
設

計
を
超

え
る

ハ
ザ

ー
ド
へ

の
対

応
検

討
 

・
設

計
基
準

を
超

え
る

ハ
ザ
ー

ド
を

含
め

，
設

計
基

準
に
影

響
を

与
え

る
知

見
に

つ
い

て
，

国
内
外

の
最

新
情

報
の

収
集

 

・
国

内
外
の

運
転

経
験

情
報
の

活
用

 

保
安

規
定
第

 
2
条
(
基
本

方
針

) 

 

合
同

検
証

委
員

会
の

検
証

を
踏

ま
え

た
教

訓
 

事
故

時
運

転
操

作
手

順
書

に
基

づ
く

対
応

 

東
京

電
力

HD
は

、
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
で

発
生
し

た
事

象
や

さ
ら

な
る

過
酷

事
象
を

想
定

し
た

安
全

対
策

と
事

故
時
運

転
操

作
手

順
書

等
を

整
備

し
、
訓

練
等

を
踏

ま
え

た
検

証
・

評
価
・

改
善

を
継

続
的

に
繰

り
返

す
こ
と

が
望

ま
れ

る
。
（
事

業
者

）
 

・
警

報
発

生
時

操
作

手
順

書
の

見
直

し
し
て

い
る

 

・
事

故
時

運
転

操
作

手
順

書
（

事
象

ベ
ー
ス

/
徴

候
ベ

ー
ス

/
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
の
見

直
し

し
て

い
る

 

・
事

故
時

運
転

操
作

手
順

書
（

停
止

時
徴
候

ベ
ー

ス
）

の
新

規
制

定
し

て
い

る
 

・
A
M
設

備
別

操
作

手
順

書
の

新
規

制
定

し
て

い
る

 

・
訓

練
で

は
、

訓
練

参
加

者
以

外
の

者
を
評

価
者

と
し

て
配

置
し

、
訓

練
参

加
者
の

対
応

状
況

を
確
認

・
評

価
を

行
っ

て
い

る
 

・
訓

練
実

施
後

は
、

訓
練

参
加

者
及

び
評
価

者
で

訓
練

を
振

り
返

り
、

反
省

点
、
課

題
等

を
集

約
す
る

他
、

改
善

が
必

要
な

事
項
を

抽
出

し
、

手
順

、
資

機
材

、
教

育
及

び
訓

練
計

画
へ

の
反

映
を

行
っ

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.6
項

（
手

順
書

の
構

成
と
概

要
）

 

1
.0

.7
項

（
有

効
性

評
価

に
お
け

る
重

大
事

故
対

応
時

の
手

順
）
 

東
京

電
力

HD
は

、
定

型
的

な
事

故
シ

ナ
リ

オ
に

よ
る

訓
練
だ

け
で

な
く

、
常

に
、

事
故

発
生
時

の
環

境
と

事
故

進
展

シ
ー

ケ
ン
ス

に
変

則
性

を
加

味
し

た
様

々
な
事

象
の

訓
練

を
継

続
し

て
実

施
し
、

臨
機

・
緊

急
時

対
応

を
業

務
の

柱
の

一
つ

と
し
て

位
置

づ
け

、
機

器
の

復
旧

や
重

機
の
操

作
等

の
個

人
の
鍛

錬
か

ら
、

自
治

体
と

の
総
合

訓
練

ま
で

、
各

階
層

で
日

常
的

に
繰

り
返

し
、

対
応

力
の

向
上

に
努

力
し

て
い

る
 

・
総

合
訓

練
は

、
炉

心
損

傷
等

の
重

大
事
故

を
想

定
、

2
プ

ラ
ン

ト
同
時

被
災

時
の

対
応

、
複

数
号

炉
の

同

時
被

災
な

ど
の

シ
ナ
リ

オ
で

実
施

し
て

い
る

 

・
訓

練
に

当
た

っ
て

は
、

事
象

進
展

に
応
じ

て
訓

練
者

が
対

応
手

段
を

判
断

し
て
い

く
シ

ナ
リ

オ
非
掲

示
型

の
訓

練
を

実
施

し
て
い

る
 

・
地

震
及

び
津

波
に

よ
る

外
部

電
源

喪
失
だ

け
で

な
く

、
様

々
な

自
然

現
象

（
竜
巻

、
台

風
、

雷
、
高

潮

等
）

や
外

部
事

象
、
宿

直
体

制
等

で
の

事
故

で
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

 

(88)



1
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

応
変

な
対

応
力

の
向

上
に
努

め
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。（

事
業

者
）
 

・
新

し
い

自
然

現
象

の
訓

練
を

行
う

際
は
、

シ
ナ

リ
オ

非
掲

示
型

訓
練

に
こ

だ
わ
ら

ず
、

や
る

べ
き
こ

と
や

特
に

注
意

す
べ

き
点
を

確
認

・
運

用
を

決
め

た
上

で
、

実
施

し
た

行
動

が
問

題
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

手

順
化

す
る

な
ど

知
見
拡

充
や

ノ
ウ

ハ
ウ

蓄
積

に
努

め
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）

 

原
子

力
災

害
時

の
重

大
事

項
の

意
思

決
定

 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

海
水

注
入

等
の

意
思

決
定

 

原
子

力
災

害
時

の
重

大
事
項

の
決

定
に

つ
い

て
、

経
営

へ
の
配

慮
等

に
よ

り
遅

れ
が

生
じ

な
い
よ

う
誰

が
ど

う
対

応
す

べ
き

か
検
討

す
る

こ
と

。
（

国
・

事
業

者
）

 

国
が

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

た
め

の
体

制
の

整
備

を
事

業
者

に
要

求
し

、
新

規
制

基
準

の
審

査
に

お
い

て
、

事
業

者
の

対
応

を
確

認
 

・
発

電
所

が
、

事
故

対
応

に
専

念
で

き
る
体

制
を

構
築

 

・
重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

本
社

緊
急

時
対

策
本

部
の

役
割

は
、
事
故

の
収

束
に

向
け
た

発
電

所
緊

急
時
対

策

本
部

の
活

動
の

支
援
に

徹
す

る
こ

と
を

明
記

 

・
重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

本
社

緊
急

時
対

策
本

部
の

役
割

は
、
事
故

の
収

束
に

向
け
た

発
電

所
緊

急
時
対

策

本
部

の
活

動
の

支
援
に

徹
す

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

(4
)
（
手

順
書

の
整

備
、

訓
練

の
実
施

及
び

体
制

の
整

備
）

 

・
海

水
を

炉
心

に
注

水
す

る
事

態
等

に
お
い

て
も

、
財

産
保

護
よ

り
安

全
性

を
優
先

す
る

と
い

う
方
針

の
下

、

原
子

力
災

害
の

発
生
及

び
拡

大
の

防
止

、
並

び
に

原
子

力
災

害
か

ら
の

復
旧

を
図

る
 

今
回

の
事

故
に

お
け

る
政
府

の
危

機
管

理
が

曖
昧

で
、

現
実
直

視
を

欠
き

、
適

切
な

判
断

が
な
さ

れ
な

か
っ

た
。
（
国

）
 

・
原

子
力

災
害

対
策

本
部

を
拡

充
 

 
従

来
の

経
済

産
業

大
臣

に
加

え
、

原
子
力

災
害

対
策

副
本

部
長

に
内

閣
官

房
長
官

、
環

境
大

臣
及
び

原
子

力
規

制
委

員
会

委
員
長

を
充

て
る

と
と

も
に

、
本

部
員

に
全

て
の

国
務

大
臣

及
び

内
閣

危
機

管
理

監
を

充

て
る

こ
と

と
し

た
。
 

原
子

力
災
害

対
策

特
別

措
置

法
 

経
営

上
大

き
な

影
響

の
あ
る

廃
炉

に
つ

な
が

る
判

断
を

躊
躇
な

く
行

え
る

よ
う

、
廃

炉
と

な
っ
た

場
合

の
保

険
制

度
な

ど
を

整
備
す

る
こ

と
。
（

国
）
 

・
廃

炉
を

判
断

す
る

こ
と

で
一

時
的

に
生
じ

る
巨

額
の

残
存

簿
価

の
減

損
等

の
財
務

的
な

理
由

で
、
原

子
力

事
業

者
が

合
理

的
な
意

思
決

定
が

で
き

ず
廃

炉
判

断
を

躊
躇

し
た

り
、

事
業

者
の

廃
炉

の
円

滑
な

実
施

に

支
障

が
き

た
す

こ
と
が

な
い

よ
う

、
設

備
の

残
存

簿
価

等
を

廃
炉

後
も

分
割

し
て

償
却

す
る

会
計

制
度

を

措
置
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1
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

ベ
ン

ト
操

作
の

意
思

決
定

 

住
民

避
難

の
確

認
等

、
操
作

の
前

提
と

な
る

事
項

の
対

応
に
つ

い
て

整
備

す
る

こ
と

。
 

（
国

・
県

・
事

業
者

）
 

・
事

業
者

は
、

格
納

容
器

ベ
ン

ト
が

必
要
に

な
っ

た
場

合
（

残
留

熱
除

去
系

の
復
旧

又
は

代
替

循
環
冷

却
の

運
転

に
よ

っ
て

格
納
容

器
圧

力
が

2
P
d
以
下

に
抑

制
す

る
見

込
み

が
な

く
、

外
部

水
源

に
よ

り
格

納
容

器

内
水

位
が

真
空

破
壊
装

置
位

置
に

到
達

し
た

場
合

、
又

は
格

納
容

器
か

ら
異

常
な

漏
え

い
が

確
認

で
き

た

場
合

）
に

、
当

直
副
長

が
格

納
容

器
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
こ

と
を

運
転

操
作

手
順

書
に

明
記

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条

（
原

子
炉

格
納

容
器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備
 

・
住

民
避

難
に

関
す

る
情

報
を

自
治

体
に
派

遣
し

て
い

る
リ

エ
ゾ

ン
ま

た
は

オ
フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー
よ

り
収

集
し

、
発

電
所

・
本
社

対
策

本
部

で
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
国

や
県

は
、

市
町

村
と

協
力

し
、

避
難
状

況
を

確
認

。
ま

た
、

異
常

事
態

の
内
容

、
空

間
放

射
線
量

率
の

計
測

値
、

住
民

等
の
採

る
べ

き
行

動
の

指
示

に
つ

い
て

、
住

民
へ

情
報

提
供

 

県
地

域
防
災

計
画

 

原
子

力
災
害

対
策

指
針

 

住
民

の
被

ば
く

に
つ

な
が
る

操
作

の
判

断
手

続
き

を
整

備
す
る

こ

と
。
（

事
業
者

）
 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

が
必

要
に

な
っ

た
場
合

（
残

留
熱

除
去

系
の

復
旧

又
は

代
替
循

環
冷

却
の

運
転
に

よ
っ

て
格

納
容

器
圧

力
が

2
P
d
以

下
に

抑
制

す
る

見
込

み
が

な
く

、
外

部
水

源
に

よ
り

格
納

容
器

内
水

位
が

真

空
破

壊
装

置
位

置
に
到

達
し

た
場

合
、

又
は

格
納

容
器

か
ら

異
常

な
漏

え
い

が
確

認
で

き
た

場
合

）
に

、

当
直

副
長

が
格

納
容
器

ベ
ン

ト
を

実
施
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備
 

フ
ィ

ル
タ

・
ベ

ン
ト

の
活
用

方
法

等
を

含
め

、
事

故
当

初
、
優

先
し

て
取

り
組

む
べ

き
作

業
、
操

作
に

つ
い

て
整

理
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 

・
運

転
員

及
び

緊
急

時
対

策
要

員
が

実
施
す

べ
き

対
応

操
作

内
容

や
手

順
を

事
故
時

運
転

操
作

手
順
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
、

事
故
時

運
転

操
作

手
順
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
（

S
O
P
）、

A
M
設

備
別

操
作

手
順

書
及

び
多

様
な

ハ
ザ

ー
ド
対

応
手

順
等

に
定

め
て

い
る

 

技
術

絵
的
能

力
の

審
査

基
準

 

1
.7

項
（

PC
V
の
過

圧
破

損
を

防
止
す

る
た

め
の

手
順

）
 

住
民

、
自

治
体

、
関

係
機
関

と
の

情
報

伝
達

な
ど

の
仕

組
み
を

含
め

た
危

機
管

理
体

制
の

在
り
方

を
検

・
対

外
関

係
機

関
へ

の
通

報
連

絡
に

つ
い
て

は
通

報
班

が
担

う
こ

と
と

し
て

お
り
、

防
災

訓
練

で
通
報

連
絡

を
実

施
し

て
い

る
 

・
平

日
夜

間
・

休
日

に
お

い
て

も
、

事
故
情

報
の

「
初

報
、

そ
の

後
の

続
報

」
が
確

実
に

発
信

で
き
る

よ

う
、

日
々

の
宿

直
に
お

い
て

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

討
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 
技

術
的

能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
0
項

（
重

大
事

故
等

時
の

体
制
に

つ
い

て
）
 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

海
水

注
入

等
の

意
思

決
定

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

 

「
a
. 
海

水
注

入
の

意
思

決
定

」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
。
（

事
業

者
）

 

【
問

題
点

】
 

・
発

電
所

対
策

本
部

長
に

は
複

数
の

原
子
炉

の
状

況
報

告
だ

け
で

な
く

、
官

邸
・
本

店
と

の
や

り
と
り

が
集

中
し

た
。

 

・
官

邸
等

の
意

見
を

優
先

さ
せ

現
場

を
混
乱

さ
せ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
発

電
所

対
策

本
部

の
責

任
と

権
限

を
明
確

化
し

、
事

故
対

応
に

専
念

で
き

る
体
制

を
構

築
し

て
い
る

 

・
重
大

事
故

時
に

お
け

る
本

社
対

策
本

部
の

役
割

は
、
事

故
の

収
束

に
向

け
た

発
電

所
対

策
本

部
の

活
動
の

支

援
に

徹
す

る
こ

と
と
し

て
い

る
 

・
本
社

対
策

本
部

は
事

故
対

応
に

対
す

る
細

か
い

指
示

や
命

令
、
コ
メ

ン
ト

の
発

信
を
行

わ
な

い
こ

と
と
し

て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

1
.0

.1
2
項

（
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事

故
教

訓
を

踏
ま

え
た
対

応
に

つ
い

て
）
 

「
b
.格

納
容

器
ベ

ン
ト

の
意

思
決

定
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対

応
が

必
要

。
 

（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

の
実

施
は

、
速

や
か
に

現
場

で
意

思
決

定
が

さ
れ

な
か

っ
た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

が
必

要
に

な
っ

た
場
合

（
残

留
熱

除
去

系
の

復
旧

又
は

代
替
循

環
冷

却
の

運
転
に

よ
っ

て
格

納
容

器
圧

力
が

2
P
d
以

下
に

抑
制

す
る

見
込

み
が

な
く

、
外

部
水

源
に

よ
り

格
納

容
器

内
水

位
が

真

空
破

壊
装

置
位

置
に
到

達
し

た
場

合
、

又
は

格
納

容
器

か
ら

異
常

な
漏

え
い

が
確

認
で

き
た

場
合

）
に

、

当
直

副
長

が
格

納
容
器

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

【
問

題
点

】
 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

の
際

に
、

放
射

性
物
質

の
放

出
を

伝
え

な
い

な
ど

、
住

民
の
安

全
を

考
え

た
対
応

が
出

来
て

い
な

か
っ

た
。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
通

報
す

る
内

容
は

原
子

力
発

電
所

防
災
業

務
計

画
に

予
め

定
め

、
以

下
の

必
要
事

項
を

通
報

・
広
報

す
る
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2
0
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

手
順

と
し

て
い

る
。
 

〇
原

子
力

事
業

所
の
名

称
及

び
場

所
 

〇
警

戒
事

態
該

当
（
特

定
）

事
象

の
発

生
箇

所
 

〇
警

戒
事

態
該

当
（
特

定
）

事
象

の
発

生
時

刻
 

〇
発

生
し

た
警

戒
事
態

該
当

（
特

定
）

事
象

の
概

要
 

・
警

戒
事

態
該

当
（

特
定

）
事

象
の
種

類
 

・
想

定
さ

れ
る

原
因

 

・
検

出
さ

れ
た

放
射

線
量

の
状

況
、
検

出
さ

れ
た

放
射

性
物

質
の

状
況

又
は
主

な
施

設
・

設
備
の

状
況

等
 

〇
そ

の
他

警
戒

事
態
該

当
（

特
定

）
事

象
の

把
握

に
参

考
と

な
る

情
報

 

柏
崎

刈
羽
原

子
力

発
電

所
原

子
力

事
業
者

防
災

業
務

計
画
 

「
c
.非

常
用

復
水

器
(I

C)
の

操

作
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た
対

応
が

必
要

。
（

事
業

者
）

 

【
問

題
点

】
 

・
I
C
に

つ
い

て
発

電
班

は
動

作
状

況
に

つ
い

て
疑

問
を

持
た

な
か
っ

た
た

め
本

部
と

情
報

を
共

有
せ

ず
、
ま

た
対

策
本

部
は

動
作
し

て
い

る
と

誤
認

し
た

。
 

・
I
C
の

実
動

作
の

経
験

が
ほ

と
ん

ど
な

か
っ

た
た

め
、

I
C
作

動
時

の
挙
動

に
つ

い
て

十
分

認
識

で
き

て
い

な

か
っ

た
 

【
対

応
状

況
】

 

・
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
S
PD
S
）

を
設

置
し
、

重
大

事
故

等
に

対
処
す

る
た

め
に

必
要
な

情
報

を
本

部
（

5
号

機
原

子
炉

建
屋

内
緊

急
時

対
策

所
）

に
お

い
て

把
握

出
来

る
設

計
と

し
て

い
る

 

・
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

(
S
P
DS
)
は

非
常

用
交
流

電
源

設
備

に
加

え
て
、

全
交

流
動

力
電
源

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い
て

も
、

代
替

電
源

設
備

か
ら

給
電

が
可

能
な

設
計

と
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
四
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

・
重

大
事

故
等

対
処

設
備

は
、

健
全

性
及
び

能
力

を
確

認
す

る
た

め
、

原
子

炉
が
運

転
中

又
は

停
止
中

に
必

要
な

箇
所

の
保

守
点
検

、
試

験
又

は
検

査
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

機
能

・
性

能
の

確
認

、
漏

え
い

の
有

無
、

分
解

点
検

な
ど
が

出
来

る
構

造
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備
）
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2
1
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

減
圧

・
注

水
・

除
熱

設
備

の
在

り
方

 

原
子

炉
及

び
格

納
容

器
へ
の

注
水

及
び

除
熱

設
備

は
テ

ロ
を
含

め
、

不
測

の
事

態
に

お
い

て
も
確

実
に

原
子

炉
を

冷
却

す
る

た
め
、

設
備

の
多

様
性

を
有

す
る

こ
と

。（
事

業
者

）
 

・
可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

A
-
2
級

）
に

よ
り

代
替

淡
水

源
（

防
火
水

槽
及

び
淡

水
貯

水
池

）
の

水
を

原

子
炉

圧
力

容
器

へ
注
水

す
る

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

の
配

備
及

び
そ

の
手

順
を

整
備

し
て

い
る

 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

駆
動

消
火

ポ
ン

プ
（

消
火
系

）
を

用
い

た
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の
注

水
手

段
を

整
備
し

て
い

る
（

自
主

対
策

）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
七
条

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
発

電
用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

）
 

・
可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

A
-
2
級

）
に

よ
り

代
替

淡
水

源
（

防
火
水

槽
及

び
淡

水
貯

水
池

）
の

水
を

原

子
炉

格
納

容
器

へ
ス
プ

レ
イ

す
る

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

の
配

備
及

び
そ

の
手

順
を

整

備
し

て
い

る
 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

駆
動

消
火

ポ
ン

プ
（

消
火
系

）
を

用
い

た
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
手
段

を
整

備
し

て
い
る

（
自

主
対

策
）

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
九
条

（
原

子
炉

格
納

容
器

の
冷
却

等
の

た
め

の
設

備
）
 

原
子

炉
へ

の
注

水
を

適
切
に

達
成

す
る

た
め

に
、

原
子

炉
の
減

圧
機

能
の

強
化

が
必

要
。
 

（
事

業
者

）
 

・
S
R
V
の

自
動

減
圧

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

備
え
、

代
替

自
動

減
圧
ロ

ジ
ッ

ク
機

能
を

追
加

 

・
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

（
電

源
車

、
AM

用
直

流
1
2
5
V
充

電
器

）
及
び

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池

（
予

備
含

）
を

配
備
し

て
い

る
 

・
作

動
窒

素
ガ

ス
確

保
の

た
め

の
高

圧
窒
素

ガ
ス

供
給

用
ボ

ン
ベ

(
予

備
含

)
の

確
保

し
て

い
る

 

・
代

替
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
装

置
に

よ
る
減

圧
機

能
の

追
加

し
て

い
る

（
自

主
対
策

）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
六
条

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

た
め
の

設
備

）
 

水
位

・
温

度
等

状
態

監
視

設
備

の
在

り
方

 

電
源

喪
失

や
高

温
・

高
圧
下

で
も

原
子

炉
及

び
格

納
容

器
の
パ

ラ
メ

ー
タ

が
計

測
で

き
る

よ
う
、

計
器

及
び

マ
ン

・
マ

シ
ン

イ
ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
の

整
備

が
必

要
。（

事
業

者
）

 

・
事

故
時

の
耐

環
境

性
（

地
震

・
温

度
・
圧

力
・

放
射

線
へ

の
耐

性
）

を
有

す
る
よ

う
仕

様
を

強
化
し

て
い

る
 

（
例

）
原

子
炉

格
納

容
器

内
設

置
計

器
（
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

、
ド

ラ
イ

ウ
ェ
ル

雰
囲

気
温

度
な
ど

）
 

・
重

大
事

故
時

模
擬
試

験
の

結
果

、
圧
力

0
.
6
2
MP
a
以

上
、

温
度

2
0
0℃

以
上

の
重

大
事

故
等

時
環

境
の

印
加

に
対

し
て

、
試

験
中

及
び

試
験
後

の
監

視
機

能
に

問
題

が
な

い
こ

と
を
確

認
し

て
い

る
 

・
電

源
喪

失
に

備
え
て

、
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
、

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
、

所
内

蓄
電

式
直

流

電
源

設
備

、
可

搬
型

直
流

電
源

設
備
を

配
備

し
て

い
る

 

・
代

替
電

源
設

備
が
喪

失
し

、
計

測
に

必
要

な
計

器
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

、
特

に
重

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ

と
し

て
、

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

原
子
炉

圧
力

容
器

温
度
、

原
子
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2
2
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

炉
圧

力
、

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）
等

）
を

計
測

す
る

設
備

に
つ

い
て

は
乾
電

池
等

を
電

源
と
し

た
可

搬
型

計
測

器
に

よ
り

計
測

で
き

る
設
計

と
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
八
条

（
計

装
設

備
）

 

・
柏

崎
刈

羽
原

子
力

発
電

所
6
、

7
号

機
の

中
央

制
御

室
で

は
、

大
型

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

配
置

し
、

複
数

の

運
転

員
が

プ
ラ

ン
ト
パ

ラ
メ

ー
タ

を
容

易
に

確
認

出
来

る
設

計
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
十

条
（
誤

操
作

防
止

）
 

仮
に

計
器

が
使

え
な

く
な
っ

て

も
、

他
の

パ
ラ

メ
ー

タ
等
に

よ
り

原
子

炉
の

状
況

を
把

握
す
る

手
段

の
検

討
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

・
重

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
の

計
測

が
困

難
と
な

っ
た

場
合

に
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ
っ

て
プ

ラ
ン

ト
の
状

態
を

推
定

で
き

る
よ

う
手
順

を
整

備
し

て
い

る
 

（
例

）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

の
場
合

 

①
他

の
水

位
計

か
ら

推
定

 

②
流

量
計

（
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量
、

復
水

補
給

水
系

流
量

な
ど

）
か

ら
崩
壊

熱
に

よ
る

原
子
炉

水
位

変
化

量
を

考
慮

し
、
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
 

③
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ

り
主
蒸

気
配

管
よ

り
上

ま
で

注
水

し
、

原
子
炉

圧
力

と
格

納
容
器

内
圧

力
の

差
圧

か
ら

原
子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（
計

装
設

備
）
 

プ
ラ

ン
ト

状
況

が
把

握
不
能

時
の

迅
速

な
減

圧
・

注
水

の
判
断

の
在

り
方

の
検

討
が

必
要

。（
事

業

者
）

 

・
重

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
の

計
測

が
困

難
と
な

っ
た

場
合

に
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ
っ

て
プ

ラ
ン

ト
の
状

態
を

推
定

で
き

る
よ

う
手
順

を
整

備
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

条
（

計
装

設
備

）
 

電
源

喪
失

を
想

定
し

た
手

動
操

作
化

 

電
源

喪
失

時
に

も
ベ

ン
ト
等

の
非

常
用

設
備

・
安

全
設

備
の
操

作

が
、

中
央

制
御

室
外

か
ら
多

様
な

手
段

で
行

え
る

よ
う

改
良
が

必

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

弁
の

遠
隔

手
動

操
作
設

備
の

設
置

及
び

遠
隔

空
気

駆
動

操
作
用

ボ
ン

ベ
を

配
備
す

る
と

共
に

そ
の

操
作

手
順
を

整
備

し
て

い
る
 

・
中

央
制

御
室

か
ら

高
圧

代
替

注
水

系
や
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

が
遠

隔
操

作
で
き

な
い

場
合

に
備
え

、
事

故
の

過
酷

環
境

を
想
定

し
た

上
で

、
現

場
手

動
操

作
手

順
を

整
備

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
五
条

（
原

子
炉

冷
却

材
バ

ウ
ン
ダ

リ
高

圧
時

に
発

電
用

原
子
炉

を
冷

却
す

る
為

の
設

備
）

 

(94)



2
3
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

要
。
（

事
業
者

）
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

水
素

対
策

設
備

、
フ

ィ
ル

タ
・

ベ
ン

ト
設

備
 

金
属

反
応

及
び

水
の

放
射
線

分
解

で
発

生
す

る
水

素
を

早
期
に

燃
焼

若
し

く
は

排
出

す
る

設
備
が

必

要
。
（

事
業
者

）
 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

処
理

設
備

（
P
A
R
）
の

設
置

及
び

動
作

状
況

確
認

手
段

を
整

備
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）

 

・
格

納
容

器
圧

力
逃

し
装

置
を

設
置

し
当
該

設
備

を
用

い
た

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素
ガ

ス
の

放
出

手
順
を

整
備

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
二
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止
す

る
た

め
の

設
備

）
 

放
射

性
物

質
の

環
境

へ
の
放

出
を

抑
制

す
る

た
め

に
フ

ィ
ル
タ

・
ベ

ン
ト

設
備

等
の

設
置

が
必
要

。

（
事

業
者

）
 

・
格

納
容

器
を

減
圧

す
る

た
め

格
納

容
器
圧

力
逃

し
装

置
を

設
置

し
て

い
る

 

・
格

納
容

器
を

除
熱

す
る

た
め

代
替

循
環
冷

却
系

を
設

置
す

る
と

と
も

に
そ

の
操
作

手
順

書
を

整
備
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
に

係
る

共
通

事
項

 

全
電

源
喪

失
等

を
想

定
し
た

手
順

書
の

整
備

や
訓

練
を

行
う
こ

と
。

（
事

業
者

）
 

・
代

替
電

源
や

電
源

供
給

ラ
イ

ン
の

多
様
化

を
踏

ま
え

、
状

況
に

応
じ

た
代

替
電
源

設
備

、
電

源
供
給

ラ
イ

ン
を

適
切

か
つ

容
易
に

選
択

で
き

る
よ

う
操

作
手

順
書

を
整

備
し

、
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.1

4
項
（

電
源

確
保

に
関

す
る

手
順
）
 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に
対

応
す

る
要

員
や

専
門

家
の

育
成
が

必

要
。
（

国
・
事

業
者

）
 

・
国

は
、

職
員

の
専

門
性

を
向

上
す

る
た
め

、
原

子
力

保
安

検
査

官
、

原
子

力
防
災

専
門

官
等

に
対
す

る
原

子
力

規
制

に
関

す
る
専

門
研

修
、

プ
ラ

ン
ト

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
用

い
た

挙
動

把
握

・
対

処
の

実
習

等
を

実

施
。

シ
ビ

ア
ア

ク
シ
デ

ン
ト

も
想

定
。
 

・
事

業
者

は
、

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る
要

員
（

緊
急

時
対

策
要

員
、

運
転

員
及
び

自
衛

消
防

隊
を
含

む
全

体
）

は
、

日
頃

か
ら
重

大
事

故
等

時
の

対
応

の
た

め
教

育
及

び
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

 

・
当

直
長

や
当

直
副

長
は

、
異

常
時

に
指
揮

者
と

し
て

適
切

な
指

揮
、

状
況

判
断
が

で
き

る
よ

う
に
、

異
常

時
操

作
の

対
応

（
判
断

、
指

揮
命

令
含

む
）
、

警
報

発
生
時

の
監

視
項

目
に

つ
い

て
の

訓
練

等
を
行

う
こ

と

と
し

て
い

る
 

・
原

子
炉

主
任

技
術

者
を

原
子

炉
毎

に
選
任

し
、

原
子

炉
主

任
技

術
者

は
重

大
事
故

等
時

に
お

い
て
、

原
子

炉
施

設
の

運
転

に
関
し

保
安

上
必

要
な

場
合

は
、

運
転

に
従

事
す

る
者

（
所

長
を

含
む

）
へ

指
示

を
行

う

こ
と

と
し

て
い

る
 

(95)



2
4
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
1
項

（
重

大
事

故
等

時
の

発
電
用

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
役
割

に
つ

い
て

）
 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対
策

や
テ

ロ
対

策
を

事
業

者
だ

け
に
任

せ
な

い
こ

と
。
（
国

）
 

・
新

規
制

基
準

に
お

い
て

、
重

大
事

故
（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
の

発
生

を
防
止

す
る

た
め

の
基
準

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、
万

一
、

重
大

事
故

や
テ

ロ
が

発
生

し
た

場
合

に
対

処
す

る
た

め
、

重
大

事
故

等
対

処

設
備

の
整

備
・

大
規
模

な
自

然
災

害
又

は
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
テ

ロ
リ

ズ
ム

へ
の

対

応
等

を
事

業
者

へ
要
求

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

2
項

（
大

規
模

な
自

然
災

害
又
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ
の

他
テ

ロ
リ

ズ
ム

へ
の

対
応

に
お

け
る
要

求
事

項
）

等
 

・
事

故
収

束
活

動
に

つ
い

て
は

一
義

的
に
は

原
子

力
事

業
者

の
責

任
に

お
い

て
実
施

す
べ

き
も

の
で
あ

る

が
、

当
該

原
子

力
事
業

者
だ

け
で

は
十

分
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
に

は
、
「

原
子
力

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
等

に
基

づ
き

、
各

関
係

省
庁

は
そ

れ
ぞ

れ
の

実
動

組
織

に
よ

る
対

応
に

係
る

調
整

等

を
実

施
す

る
こ

と
と
し

て
い

る
。

 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
の

議
論

を
踏

ま
え

た
対

応
 

「
a
.格

納
容

器
ベ

ン
ト

の
作

業
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応
が

必

要
。
（

事
業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
全

電
源

喪
失

、
高

線
量

、
照

明
の

喪
失
、

通
信

遮
断

な
ど

の
環

境
下

で
の

作
業
も

想
定

し
て

い
な
か

っ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
全

電
源

喪
失

、
現

場
の

高
線

量
な

ど
現
場

状
況

の
悪

化
を

想
定

し
た

訓
練

を
実
施

し
て

い
る

 

（
設

計
基

準
事

象
ベ
ー

ス
、

設
計

基
準

外
事

象
ベ

ー
ス

、
国

内
外

で
発

生
し

た
ト

ラ
ブ

ル
対

応
、

中
越

沖

地
震

の
教

訓
を

反
映
し

た
地

震
を

起
因

と
し

た
複

合
事

象
、

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
の

教
訓

か

ら
全

交
流

動
力

電
源
喪

失
を

想
定

し
た

対
応

等
）

 

・
当

直
（

運
転

員
）

以
外

の
実

施
組

織
に
つ

い
て

は
、

電
源

確
保

や
可

搬
型

設
備
を

使
用

し
た

給
水
確

保
等

の
対

応
操

作
を

習
得
す

る
こ

と
を

目
的

に
手

順
や

資
機

材
の

取
り

扱
い

方
法

等
の

個
別

訓
練

を
年

1
回

以

上
実

施
し

て
い

る
 

・
実

効
性

等
を

総
合

的
に

確
認

す
る

た
め
の

総
合

訓
練

を
年

１
回

以
上

実
施

し
て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.9
項

（
重

大
事

故
等

対
策
の

対
処

に
係

る
教

育
及

び
訓

練
に

つ
い
て

）
 

【
問

題
点

】
 

・
複

数
号

機
で

事
故

を
想

定
し

て
い

な
か
っ

た
た

め
、

指
揮

命
令

系
統

が
錯

綜
し
、

現
場

で
の

作
業
に

も
影

響
し

た
。
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2
5
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

【
対

応
状

況
】

 

・
号

機
毎

に
重

大
事

故
等

の
対

応
を

完
結
で

き
る

よ
う

、
要

員
体

制
を

変
更

・
強
化

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
0
項

（
重

大
事

故
時

の
体

制
に
つ

い
て

）
 

【
問

題
点

】
 

・
格

納
容

器
圧

力
が

圧
力

解
放

板
の

圧
力
の

設
定

圧
力

に
到

達
し

な
い

と
ベ

ン
ト
出

来
な

い
仕

様
と
な

っ
て

い
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
つ

い
て

は
、
弁

の
操

作
の

み
で

確
実

に
格

納
容

器
ベ

ン
ト

が
実

施
で

き
る

手
順
に

変

更
し

て
い

る
 

・
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し
装

置
に

設
置

す
る

ラ
プ

チ
ャ
ー

デ
ィ

ス
ク

は
格

納
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

使
用

の

妨
げ

に
な

ら
な

い
よ
う

、
原
子

炉
格

納
容

器
か

ら
の

排
気

圧
力

と
比
較

し
て

十
分

に
低

い
圧

力
で

動
作

す
る

も
の

を
設

置
し

て
い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

【
問

題
点

】
 

・
電

源
喪

失
後

は
電

動
弁

や
空

気
作

動
弁
に

様
々

な
問

題
が

生
じ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
格
納

容
器

ベ
ン

ト
弁

の
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
又

は
可

搬
型

代
替

交
流

電
源
設

備
か

ら
給

電
に
よ

り
、
中

央
制

御
室

か
ら

操
作
が

可
能

な
設

計
と

し
て

い
る

 

・
格

納
容

器
逃

が
し

装
置
使

用
時

の
排

出
経

路
に

設
置
さ

れ
る

隔
離

弁
は

遠
隔

手
動

操
作

設
備

の
設

置
及

び

遠
隔

空
気

駆
動

操
作
用

ボ
ン

ベ
を

配
備

す
る

こ
と

で
、

人
力

に
よ

る
操

作
が

可
能

な
設

計
と

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.5

項
（

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク
へ

熱
輸

送
手

順
）

 

1
.7

項
（

PC
V
過
圧

破
損

防
止

手
順
）
 

「
b
.消

防
車

に
よ

る
代

替
注

水
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応
が

必

要
。
（

事
業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
消
防

車
に

よ
る

代
替

注
水

を
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

。
そ

の
た
め

代
替

注
水

の
一

部
は

他
系

統
や

機
器
へ

流

れ
込

ん
で

い
た

。
 

【
対

応
状

況
】
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2
6
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

・
可

搬
型

代
替

注
水

ポ
ン

プ
（

A
-
2
級

）
に

よ
り

代
替

淡
水

源
（

防
火
水

槽
及

び
淡

水
貯

水
池

）
の

水
を

原

子
炉

圧
力

容
器

へ
注
水

す
る

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

の
配

備
及

び
そ

の
手

順
を

整
備

し
て

い
る

 

・
復

水
補

給
水

系
バ

イ
パ

ス
流

防
止

の
た
め

タ
ー

ビ
ン

建
屋

負
荷

遮
断

弁
の

設
置
及

び
そ

の
手

順
を
整

備
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
七
条

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
発

電
用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

）
 

「
c
.水

素
爆

発
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
。（

事
業

者
）
 

【
問

題
点

】
 

・
4
号

機
の

水
素

爆
発

は
3
号

機
の

原
子

炉
で
発

生
し

た
水

素
が
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
（

S
G
T
S
）

を
通

じ
て

4

号
機

原
子

炉
建

屋
へ
流

入
し

、
蓄

積
・

爆
発

し
た

可
能

性
が

高
い

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

で
は

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

を
共

有
し

て
い

る
号

機
は

な
い
た

め
、
他

の
号

機
か

ら
の
流

入
の

可
能

性
は

な
い
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

処
理

設
備

（
P
A
R
）
を

設
置

し
て

い
る

 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

計
を

設
置

し
て
い

る
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

の
閉

じ
込

め
機

能
を
強

化
す

る
た

め
改

良
E
P
D
M
材

を
採

用
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）
 

「
d
.水

素
や

放
射

性
物

質
の

漏
洩

箇
所

」
の

議
論

を
踏

ま
え
た

対
応

が
必

要
。
（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
2
号

機
格
納

容
器

の
漏

洩
口

は
、

P
C
V
ト

ッ
プ

ヘ
ッ

ド
フ

ラ
ン

ジ
部

、
S
/
C
の

下
部

に
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
格

納
容

器
を

減
圧

す
る

た
め

格
納

容
器
圧

力
逃

し
装

置
（

F
C
V
S
）

を
設

置
し

て
い

る
 

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

弁
の

遠
隔

手
動

操
作
設

備
の

設
置

及
び

遠
隔

空
気

駆
動

操
作
用

ボ
ン

ベ
を

配
備
す

る
と

共
に

そ
の

操
作

手
順
を

整
備

し
て

い
る
 

・
格

納
容

器
を

除
熱

す
る

た
め

代
替

循
環
冷

却
系

を
設

置
す

る
と

と
も

に
そ

の
操
作

手
順

書
を

整
備
し

て
い

る
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

の
閉

じ
込

め
機

能
を
強

化
す

る
た

め
改

良
E
P
D
M
材

を
採

用
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
条
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設
備

）
 

(98)



2
7
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

「
e
.海

外
の

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
」

の
議

論
を

踏
ま
え

た
対

応
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
テ

ロ
対

策
を

検
討

す
る

部
署

が
な

か
っ
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
大
規

模
な

自
然

災
害

又
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

テ
ロ

リ
ズ
ム

を
想

定
し

、
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

被
災

状
況

を
把

握
す

る
た

め
の

手
順

及
び

被
災

状
況

を
踏

ま
え

た
優

先
実

施
事

項
の

実
行

判
断

を
行

う
手

順
を

整
備
し

て
い

る
 

・
重
大

事
故

等
を

超
え

る
よ

う
な

状
況

を
想

定
し

た
大

規
模

損
壊

対
応

の
た

め
の
体

制
を

整
備

、
充

実
す

る
た

め
に

大
規

模
損

壊
対
応

に
係

る
必

要
な

計
画

の
策

定
並

び
に

運
転

員
、
緊

急
時

対
策

要
員

及
び

自
衛

消
防
隊

に
対

す
る

教
育

及
び
訓

練
を

付
加

し
て

実
施

し
体

制
の

整
備

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

 

【
問

題
点

】
 

・
海

外
で

は
原

子
炉

建
屋
の

水
素

爆
発

の
可

能
性

や
格
納

容
器

外
へ

の
水

素
漏

れ
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

て

い
た

が
、

事
業

者
は
格

納
容

器
閉

じ
込

め
機

能
を

過
信

し
検

討
し

て
い

な
か

っ
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

処
理

設
備

（
P
A
R
）
の

設
置

し
て

い
る

 

・
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

計
の

設
置

し
て
い

る
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

の
閉

じ
込

め
機

能
を
強

化
す

る
た

め
シ

ー
ル

部
に

改
良

E
P
D
M
材

を
採

用
し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
三
条

（
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

建
屋

等
の

損
傷

を
防

止
す
る

た
め

の
設

備
）

 

【
確

認
し

た
事

実
】
 

・
海

外
で

は
コ

ア
キ

ャ
ッ

チ
ャ

ー
が

設
置
さ

れ
て

い
る

。
 

【
対

応
状

況
（

参
考

）】
 

・
復

水
移

送
ポ

ン
プ

に
よ

る
格

納
容

器
下
部

注
水

系
（

常
設

）
の

設
置

及
び

手
順
の

整
備

し
て

い
る
 

・
可

搬
型

代
替
注

水
ポ

ン
プ
（

A
-
2
級

）
に

よ
る

格
納
容

器
下

部
注

水
系
（

可
搬

型
）
の

配
備

及
び

手
順

の
整

備
し

て
い

る
 

・
サ

ン
プ

へ
の

コ
リ

ウ
ム

流
入

抑
制

の
た
め

の
コ

リ
ウ

ム
シ

ー
ル

ド
の

設
置

し
て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
一
条

（
原

子
炉

格
納

容
器

下
部
の

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
た
め

の
設

備
）
 

「
f
.シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

を
検

【
問

題
点

】
 

・
電

源
喪

失
に

よ
り

、
圧

力
、

水
素

濃
度
、

水
位

等
が

把
握

で
き

な
く

な
っ

た
。
 

(99)



2
8
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

知
す

る
計

装
系

」
の

議
論
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
。
 

（
事

業
者

）
 

【
対

応
状

況
】

 

・
電

源
喪

失
に

備
え

て
、

常
設

代
替

交
流
電

源
設

備
、

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設
備

、
所

内
蓄

電
式
直

流
電

源
設

備
、

可
搬

型
直
流

電
源

設
備

、
可

搬
型

計
測

器
を

配
備

し
て

い
る

 

・
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
応

手
順
上

の
判

断
に

用
い

る
計

装
設

備
に

つ
い
て

、
事

故
時
の

耐
環

境
性
（

地
震
・

温
度

・
圧

力
・

放
射
線

へ
の

耐
性

）
を

有
す

る
よ

う
仕

様
を

強
化

し
て

い
る

 

・
重

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合
に

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
っ

て
プ

ラ
ン

ト
の

状
態

を

推
定

で
き

る
よ

う
手
順

を
整

備
し

て
い

る
 

・
シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

に
原

子
炉

水
位

計
が

正
確

な
指

示
を

示
し

て
い

る
か
適

切
に

判
断

す
る
た

め
、
基

準
面

器
に

温
度

計
を
設

置
し

て
い

る
（

自
主

対
策

）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
八
条

（
計

装
設

備
）
 

過
酷

な
環

境
下

で
の

現
場

対
応

 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

高
線

量
下

に
お

け
る

作
業

 

放
射

能
漏

洩
時

に
お

い
て
も

、
制

御
や

事
故

対
応

が
で

き
る
施

設
に

改
善

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も
運

転
員

が
と

ど
ま

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
中

央
制

御

室
及

び
中

央
制

御
室
対

待
避

室
を

設
け

る
 

・
換

気
空

調
設

備
及

び
遮

蔽
設

備
に

よ
っ
て

原
子

炉
制

御
室

内
の

運
転

員
の

実
効
線

量
が

7
日

間
で

1
0
0
m
Sv

を
超

え
な

い
設

計
と
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
九
条

（
運

転
員

が
原

子
炉

制
御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備
）

 

・
緊

急
時

対
策

所
と

し
て

「
5
号

機
原

子
炉

建
屋

内
緊

急
時

対
策

所
」
を

設
置

し
て

い
る

 

・
換

気
空

調
設

備
及

び
遮

蔽
設

備
に

よ
り

5
号

機
原

子
炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

内
の
対

策
要

員
の

実
効

線

量
が

7
日

間
で

1
0
0
m
S
v
を

超
え

な
い
設

計
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
四
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）
 

遠
隔

操
作

に
よ

る
状

況
確
認

、
作

業
が

で
き

る
機

材
が

必
要
。

 

（
事

業
者

）
 

・
重

大
事

故
等

の
対

応
に
あ

た
り

、
現
場

作
業

員
の

被
ば
く

を
低

減
す

る
た
め

、
低

圧
注

水
や

格
納

容
器
ベ

ン

ト
等

を
実

施
す

る
た
め

に
必

要
と

な
る

弁
に

対
す

る
遠

隔
手

動
操

作
設

備
を

設
置

、
又
手

順
を

整
備

し
て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
七
条

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
発

電
用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

）
他
 

・
中
央

制
御

室
に

待
避

し
た

運
転

員
が

、
中

央
制
御

室
待

避
室

の
外

に
出

る
こ

と
な

く
主

要
な

計
測

装
置
の

監

(100)



2
9
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

視
を

行
え

る
よ

う
に
デ

ー
タ

表
示

装
置

を
設

置
し

て
い

る
 

・
デ
ー

タ
表

示
装

置
は

、
全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

に
お

い
て

も
常
設

交
流

電
源

又
は
可

搬
型

交
流

電
源

設
備

か
ら

の
給

電
が

可
能
な

設
計

と
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
九
条

（
運

転
員

が
原

子
炉

制
御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備
）

 

高
線

量
下

で
作

業
す

る
た
め

の
装

備
、

手
順

を
備

え
る

こ
と
。

 

（
事

業
者

）
 

・
緊

急
時

対
策

所
や

中
央

制
御

室
に

要
員
分

の
A
P
D、

ガ
ラ

ス
バ

ッ
ジ
を

配
備

し
て

い
る

 

・
簡

易
入

退
域

管
理

シ
ス

テ
ム

、
W
B
C
搭

載
車

配
備
し

て
い

る
 

・
復

旧
要

員
の

放
射

線
防

護
装

備
品

の
配
備

・
増

強
し

て
い

る
（

自
主

対
策

）
 

・
中

央
制

御
室

お
よ

び
緊

急
時

対
策

所
の
放

射
性

物
質

流
入

防
止

対
策

を
配

備
し
て

い
る

（
陽

圧
化
）

 

・
5
号

機
原
子

炉
建

屋
内

緊
急

時
対

策
所

入
口

に
チ
ェ

ン
ジ

ン
グ

エ
リ
ア

を
設

置
し

、
外

部
か

ら
放

射
性

物
質

を
持

ち
込

ま
せ

な
い
環

境
を

整
備

す
る

手
順

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
総

合
訓

練
時

に
設

置
訓

練
を

行
う
こ

と
と

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
3
項

（
緊

急
時

対
策

要
員

の
作
業

時
に

お
け

る
装

備
）

 

1
.1

6
項
（

原
子

炉
制

御
室

の
居

住
性
に

関
す

る
手

順
）

 

1
.1

8
項
（

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性
に

関
す

る
手

順
）

1.
18

項
（
緊

急
時
対

策
所

の
居

住
性

に
関

す
る
手

順
）

 

法
律

に
規

定
す

る
被

ば
く
限

度
お

よ
び

限
度

を
超

え
た

場
合
の

作
業

の
在

り
方

を
検

討
す

る
こ
と

。

（
国

）
 

電
離

放
射

障
害

防
止

規
則

の
改

正
（

平
成

2
8
年

4
月

）
 

・
 

厚
生

労
働

大
臣

は
原

子
力

緊
急

事
態
が

発
生

し
た

場
合

な
ど

、
緊

急
作

業
に
係

る
事

故
の

状
況
そ

の
他

の
事

情
を

勘
案

し
、

実
効

線
量

に
つ
い

て
1
0
0
ミ

リ
シ

ー
ベ

ル
ト

の
被

ば
く
限

度
に

よ
る

こ
と
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
25
0
ミ

リ
シ
ー

ベ
ル

ト
を

超
え

な
い

範
囲

で
、

被
ば

く
限

度
（

特
例
緊

急

被
ば

く
限

度
）

を
別

に
定

め
、

又
は
こ

れ
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と
。

 

・
 

原
子

力
緊

急
事

態
又

は
そ

れ
に

至
る
お

そ
れ

の
高

い
事

態
が

発
生

し
た

場
合
は

、
厚

生
労

働
大
臣

は
、

直
ち

に
特

例
緊

急
被

ば
く

限
度

を
2
5
0
ミ

リ
シ

ー
ベ
ル

ト
と

定
め

る
こ

と
。
 

・
 

事
業

者
は

、
特

例
緊

急
作

業
従

事
期
間

中
に

受
け

る
線

量
が

、
特

例
緊

急
被
ば

く
限

度
を

超
え
な

い
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
。
 

・
 

事
業

者
は

、
特

例
緊

急
作

業
従

事
者
に

係
る

記
録

等
を

厚
生

労
働

大
臣

に
報
告

す
る

こ
と

 

・
 

事
業

者
は

、
特

例
緊

急
作

業
に

労
働
者

を
就

か
せ

る
と

き
は

、
当

該
労

働
者
に

対
し

特
別

の
教
育

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

・
 

事
業

者
は

、
緊

急
作

業
従

事
者

に
対
し

、
①

緊
急

作
業

従
事

期
間

中
に

、
１
月

以
内

ご
と

に
１
回

、
②
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3
0
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

当
該

業
務

か
ら

他
の

業
務

へ
の

配
置
換

え
又

は
離

職
の

際
、

健
康

診
断

を
実
施

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

 

等
 

が
れ

き
散

乱
状

態
下

等
で

の
対

応
 

が
れ

き
除

去
等

に
必

要
な
重

機
な

ど
を

整
備

す
る

こ
と

。（
事

業

者
）

 

・
が

れ
き

撤
去

用
重

機
（

ホ
イ

ー
ル

ロ
ー
ダ

）
及

び
仮

復
旧

用
資

機
材

（
砕

石
等
）

を
配

備
し

て
い
る

 

・
重

機
に

よ
る

が
れ

き
撤

去
訓

練
を

定
期
的

に
実

施
し

て
い

る
 

・
社

員
に

よ
る

重
機

等
の

必
要

資
格

取
得
し

て
い

る
 

・
緊
急

時
対

策
所

及
び

4
箇

所
の

重
大

事
故

等
対

処
設

備
保

管
場

所
か

ら
目

的
地
ま

で
、
複

数
ル

ー
ト

で
ア
ク

セ
ス

が
可

能
と

な
る
よ

う
道

路
を

整
備

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備
）

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.2
項

（
可

搬
型

重
大

事
故
等

対
処

設
備

の
保

管
場

所
及

び
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
）
 

協
力

企
業

の
み

で
な

く
、
事

業
者

そ
の

も
の

が
直

接
対

応
で
き

る
体

制
が

必
要

。（
事

業
者

）
 

同
上

 

外
部

要
因

事
象

へ
対

応
す
る

訓
練

が
必

要
。

 

（
事

業
者

）
 

同
上

 

重
要

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス
ル

ー
ト

に
加

え
、

要
員

参
集

や
資
機

材
輸

送
に

用
い

る
発

電
所

周
辺
道

路
を

確
保

す
る

こ
と

。
 

（
国

・
県

・
事

業
者

）
 

・
事

業
者

は
、

緊
急

時
対

策
所

及
び

4
箇
所

の
重

大
事

故
等

対
処

設
備

保
管

場
所
か

ら
目

的
地

ま
で
、

複
数

ル
ー

ト
で

ア
ク

セ
ス
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

 

・
発

電
所

外
（

多
く

の
発

電
所

職
員

が
居
住

し
て

い
る

柏
崎

市
内

）
か

ら
発

電
所
へ

の
参

集
に

つ
い
て

も
複

数
の

ル
ー

ト
が

あ
る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.2
項

（
可

搬
型

重
大

事
故
等

対
処

設
備

の
保

管
場

所
及

び
ア

ク
セ
ス

ル
ー

ト
）
 

・
国

や
県

は
、

災
害

に
強

い
道

路
整

備
を
推

進
 

原
子

力
災

害
の

た
め

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に
対

応
す

る
専

門
組

織
を

個
別

の
事
業

者
だ

・
事

故
収

束
活

動
に

つ
い

て
は

一
義

的
に
は

原
子

力
事

業
者

の
責

任
に

お
い

て
実
施

す
べ

き
も

の
で
あ

る

が
、

当
該

原
子

力
事
業

者
だ

け
で

は
十

分
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
に

は
、
「

原
子
力

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
等

に
基

づ
き

、
各

関
係

省
庁

は
そ

れ
ぞ

れ
の

実
動

組
織

に
よ

る
対

応
に

係
る

調
整

等
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3
1
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

の
専

門
組

織
 

け
で

な
く

、
国

と
し

て
も
整

備
す

る
こ

と
が

必
要

（
国

）
 

を
実

施
す

る
こ

と
と
し

て
い

る
。

 

原
子

力
災
害

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

欧
米

に
整

備
さ

れ
て

い
る
事

故
対

応
を

指
導

・
助

言
す

る
セ
ー

フ
テ

ィ
エ

ン
ジ

ニ
ア

の
制

度
な
ど

を
検

討
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 

・
原

子
炉

主
任

技
術

者
を

原
子

炉
毎

に
選
任

し
て

い
る

 

・
原

子
炉

主
任

技
術

者
は

重
大

事
故

等
時
に

お
い

て
、

原
子

炉
施

設
の

運
転

に
関
し

保
安

上
必

要
な
場

合

は
、

運
転

に
従

事
す
る

者
（

所
長

を
含

む
）

へ
指

示
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
1
項

（
重

大
事

故
等

時
の

発
電
用

原
子

炉
主

任
技

術
者

の
役
割

に
つ

い
て

）
 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

高
線

量
下

の
作

業
の

議
論

を
踏

ま
え

た
対

応
 

事
故

直
後

の
状

況
に

お
い
て

、

1
00

mS
v
以

上
の

作
業

を
許

容
し

た
こ

と
が

有
効

で
あ

っ
た
こ

と
を

踏
ま

え
、

法
律

に
規

定
す
る

緊
急

作
業

に
係

る
線

量
限

度
の
引

き
上

げ
を

検
討

す
る

と
と

も
に
、

線
量

限
度

を
絶

対
的

な
も

の
と
す

る
の

か
目

標
値

と
す

る
の

か
、
取

り
扱

い
を

検
討

す
る

こ
と

。（
国

）
 

・
 

電
離

放
射

障
害

防
止

規
則

の
改

正
（
平

成
2
8
年

4
月

）
 

・
 

厚
生

労
働

大
臣

は
原

子
力

緊
急

事
態
が

発
生

し
た

場
合

な
ど

、
緊

急
作

業
に
係

る
事

故
の

状
況
そ

の
他

の
事

情
を

勘
案

し
、

実
効

線
量

に
つ
い

て
1
0
0
ミ

リ
シ

ー
ベ

ル
ト

の
被

ば
く
限

度
に

よ
る

こ
と
が

困
難

で
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
25
0
ミ

リ
シ
ー

ベ
ル

ト
を

超
え

な
い

範
囲

で
、

被
ば

く
限

度
（

特
例
緊

急

被
ば

く
限

度
）

を
別

に
定

め
、

又
は
こ

れ
を

変
更

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と
。

 

・
 

原
子

力
緊

急
事

態
又

は
そ

れ
に

至
る
お

そ
れ

の
高

い
事

態
が

発
生

し
た

場
合
は

、
厚

生
労

働
大
臣

は
、

直
ち

に
特

例
緊

急
被

ば
く

限
度

を
2
5
0
ミ

リ
シ

ー
ベ
ル

ト
と

定
め

る
こ

と
。
 

事
業

者
は

特
例

緊
急

作
業

従
事

期
間
中

に
受

け
る

線
量

が
、

特
例

緊
急

被
ば
く

限
度

を
超

え
な
い

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

。
 

電
離

放
射
線

障
害

防
止

規
則

、
第

7
条
の

２
、

第
７

条
の

３
 

民
間

運
送

事
業

者
に

よ
る
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
へ

の
資
機

材
の

直
接

輸
送

が
で

き
な

か
っ
た

な

ど
、

発
電

所
内

へ
の

輸
送
に

支
障

が
生

じ
た

事
実

を
踏

ま
え
て

、
防

災
関

係
者

も
含

め
た

線
量
管

理
方

法
等

の
対

応
策

を
検

討
す
る

こ

・
防

災
業

務
関

係
者

の
線

量
管

理
に

つ
い
て

は
、

平
成

2
7
年

に
内

閣
府

に
「
オ

フ
サ

イ
ト

の
防
災

業
務

関
係

者
の

安
全

確
保

に
関
す

る
検

討
会

」
が

設
置

さ
れ

、
報

告
書

を
と

り
ま

と
め

た
。

被
ば

く
線

量
の

管
理

に

つ
い

て
は

、
国

及
び
自

治
体

の
職

員
に

関
し

て
は

当
該

機
関

が
そ

れ
ぞ

れ
責

任
を

持
ち

管
理

し
、

民
間

事

業
者

の
場

合
は

、
業
務

実
施

前
の

被
ば

く
線

量
の

予
測

及
び

当
該

線
量

が
予

め
定

め
た

管
理

の
目

安
以

内

に
収

ま
る

こ
と

の
確
認

を
実

施
の

要
請

を
行

う
機

関
が

行
い

、
業

務
実

施
後

の
被

ば
く

線
量

の
記

録
と

事

後
の

保
管

に
つ

い
て
、

要
請

を
行

う
機

関
と

民
間

事
業

者
が

協
同

し
て

行
う

こ
と

が
必

要
と

さ
れ

た
。

 

オ
フ

サ
イ
ト

の
防

災
業

務
関

係
者

の
安
全

確
保

に
関

す
る

検
討

会
 報

告
書
 

・
な

お
、

事
業

者
は

、
事

故
収

束
活

動
に
必

要
な

資
機

材
を

発
電

所
内

及
び

後
方
支

援
に

保
管

し
て
い

る
。
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3
2
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

と
。
（

国
）
 

作
業

員
の

安
全

を
確

保
す
る

意
味

か
ら

も
、

緊
急

時
に

お
い
て

も
作

業
現

場
の

放
射

線
量

を
確
実

に
把

握
で

き
る

よ
う

な
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

機
器

や
体

制
を

整
備

す
る
こ

と
。

（
事

業
者

）
 

・
事

業
者

は
、

次
の

対
応

を
実

施
し

て
い
る

 

①
 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス

ト
の

電
源

強
化

（
無

停
電

電
源

装
置

（
９
台

（
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ
ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
毎

に
設

置
）
）

／
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
用

発
電

機
（

3
台

）
）
 

②
 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス

ト
（

9
台

）
、

気
象
観

測
装

置
（

１
台

（
予

備
１

台
）
）
の

伝
送

多
様
化

 

③
 
放

射
線

観
測
車
（

1
台

）
に

加
え

て
、
可

搬
型

放
射
線

計
測

器
（
可

搬
型

ダ
ス

ト
・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ
（

２

台
（

予
備

１
台

）
）
、

N
a
I
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

（
２

台
（

予
備

１
台

）
）

等
）
を

配
備

 

④
 
可

搬
型

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

の
配

備
（

１
５

台
（

予
備

１
台

）
）、

可
搬
型

気
象

観
測
装

置
の

配
備
（

１

台
（

予
備

１
台

）
）
、

海
上

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

用
小

型
船

舶
（

１
台

（
予

備
１

台
）
）

の
配
備

 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
一
条

（
監

視
設

備
）

 

第
六

十
条
（

監
視

測
定

設
備

）
 

津
波

な
ど

の
影

響
で

線
量
計

が
足

り
な

く
な

っ
た

こ
と

や
、
マ

ス
ク

な
ど

の
防

護
資

機
材

が
不
足

し
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
必

要
数
や

配
置

場
所

な
ど

を
検

討
し

、
対
策

を
確

実
に

行
う

こ
と

。（
事

業
者

）
 

・
緊

急
時

対
策

所
や

中
央

制
御

室
に

要
員
分

の
A
P
D、

ガ
ラ

ス
バ

ッ
ジ
を

配
備

し
て

い
る

 

・
発

電
所

構
内

に
も

放
射

線
防

護
資

機
材
（

チ
ャ

コ
ー

ル
フ

ィ
ル

タ
、

ア
ノ

ラ
ッ
ク

等
）

を
配

備
し
て

い
る

 

・
重

大
事

故
等

発
生

6
日
後

ま
で

に
、
原

子
力

事
業

所
災
害

対
策

支
援

拠
点
を

選
定

し
、
発

電
所

の
事

故
収
束

対
応

を
維

持
す

る
た
め

に
必

要
な

燃
料

、
資

機
材

等
を

支
援

で
き

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.4
項

（
外

部
か

ら
の

支
援
に

つ
い

て
）

 

1
.0

.1
3
項

（
緊

急
時

対
策

要
員

の
作
業

時
に

お
け

る
装

備
）
 

緊
急

的
に

事
故

対
応

に
従
事

す
る

こ
と

に
な

っ
た

作
業

者
に
つ

い
て

は
、

短
時

間
で

不
十

分
な
放

射
線

教
育

し
か

で
き

な
か

っ
た
こ

と
か

ら
、

平
時

か
ら

、
緊

急
時
作

業
用

の
放

射
線

教
育

を
、

事
故
対

応
に

関
わ

る
可

能
性

が
あ

る
者
に

実
施

・
事

故
発

生
直

後
に

事
故

対
応

を
行

う
の
は

社
員

の
み

と
し

、
協

力
企

業
に

期
待
し

な
い

こ
と

と
し
て

い
る

 

・
2
0
1
6
年

4
月

よ
り

法
令
が

改
正

さ
れ

て
お

り
、

発
電

所
で

事
故
対

応
を

行
う

要
員

（
当

社
社

員
及

び
自
衛

消
防

隊
の

委
託

職
員
が

該
当

）
に

対
し

、
緊

急
作

業
従

事
者

特
別

教
育

（
教

育
：

6
時
間

、
実

技
：

6
時

間
）

が
課

さ
れ

て
い
る
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3
3
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

す
る

体
制

を
整

備
す

る
こ
と

。
（
事

業
者

）
 

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所
内

に
あ

っ
た

ホ
ー

ル
ボ

デ
ィ

カ
ウ
ン

タ
ー

４
台

が
全

て
汚

染
に

よ
り
使

用
不

可
能

に
な

り
、

内
部

被
ば
く

の
管

理
に

支
障

を
生

じ
た

こ
と
か

ら
、

発
電

所
外

の
機

器
設

置
も
含

め

て
、

作
業

者
の

内
部

被
ば
く

の
管

理
体

制
の

整
備

を
行

う
こ
と

。

（
事

業
者

）
 

・
簡

易
入

退
域

管
理

シ
ス

テ
ム

の
配

備
し
て

い
る

（
自

主
対

策
）

 

・
既

設
ホ

ー
ル

ボ
デ

ィ
カ

ウ
ン

タ
(
W
B
C
)
が

シ
ビ

ア
ア

ク
シ
デ

ン
ト

に
よ

っ
て

使
用

不
可
と

な
っ

た
場

合
に

代

替
簡

易
W
B
C
に

よ
る
測

定
を

開
始

し
、
作

業
者

の
放

射
性

物
質

の
内
部

取
り

込
み

有
無

を
迅

速
に

把
握

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
（
自

主
対

策
）

 

・
発
電

所
内

の
W
B
C
が

汚
染
・
停

電
等

で
使

用
不
可

と
な

っ
た

場
合
に

車
載

型
W
B
C
に
よ

る
測

定
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
（

自
主
対

策
）

 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
九
条

（
運

転
員

が
原

子
炉

制
御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備
）

 

第
六

十
一
条

（
緊

急
時

対
策

所
）

 

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
発
生

時
に

お
け

る
作

業
で

は
、

極
め
て

高
い

放
射

線
量

や
高

温
な

ど
で
立

ち
入

る
こ

と
が

不
可

能
な

箇
所
が

あ
っ

た
の

で
、

事
業

者
が

そ
う
い

っ
た

場
所

を
事

前
に

把
握

し
、
遠

隔
操

作
等

で
対

応
で

き
る

よ
う
に

す
る

こ
と

。
（

事
業

者
）

 

・
重

大
事

故
等

対
処

設
備
は

、
操

作
及
び

復
旧

作
業

に
支
障

が
な

い
よ

う
に

、
放

射
線
量

の
高

く
な

る
お
そ

れ

の
少

な
い

設
置

場
所
の

選
定

、
当

該
設

備
の

設
置
場

所
へ

の
遮

蔽
の
設

置
等

に
よ

り
当

該
設

備
の

設
置

場
所

で
操

作
可

能
な

設
計
、
遠

隔
で

操
作
可

能
な

設
計

、
又

は
中

央
制

御
室
か

ら
操

作
可

能
な

設
計

と
し

て
い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備
）
 

放
射

線
監

視
設

備
、

SP
EE

DI

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

放
射

線
監

視
設

備
 

ど
の

様
な

状
況

下
で

も
、
監

視
可

能
な

設
備

と
な

る
よ

う
改
善

を
図

る
べ

き
。

恒
設

の
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

・
事

業
者

は
、

次
の

対
応

を
実

施
し

て
い
る

 

①
 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス

ト
の

電
源

強
化

（
無

停
電

電
源

装
置

（
９
台

（
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ
ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
毎

に
設

置
）
）

／
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
用

発
電

機
（

3
台

）
）
 

②
 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

ポ
ス

ト
（

9
台

）
、

気
象
観

測
装

置
（

１
台

（
予

備
１

台
）
）
の

伝
送

多
様
化
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3
4
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

シ
ス

テ
ム

等
の

在
り

方
 

し
た

課
題
 

設
備

増
設

に
加

え
て

、
可
搬

式
の

設
備

の
準

備
が

必
要

。（
事

業

者
・

県
）

 

③
 
放

射
線

観
測
車
（

1
台

）
に

加
え

て
、
可

搬
型

放
射
線

計
測

器
（
可

搬
型

ダ
ス

ト
・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ
（

２

台
（

予
備

１
台

）
）
、

N
a
I
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

（
２

台
（

予
備

１
台

）
）

等
）
を

配
備

 

④
 
可

搬
型

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

の
配

備
（

１
５

台
（

予
備

１
台

）
）、

可
搬
型

気
象

観
測
装

置
の

配
備
（

１

台
（

予
備

１
台

）
）
、

海
上

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

用
小

型
船

舶
（

１
台

（
予

備
１

台
）
）

の
配
備

 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
一
条

（
監

視
設

備
）

 

第
六

十
条
（

監
視

測
定

設
備

）
 

・
県

は
、

柏
崎

刈
羽

原
発

の
常

時
監

視
に
用

い
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
を

1
1
局

か
ら

2
8
局

に
増

設
し

た

他
、

緊
急

時
用

の
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
を

1
2
6
局

整
備
、

こ
れ

ら
シ

ス
テ

ム
の

主
要

な
機

器
、

電
源

、

通
信

回
線

は
災

害
に
備

え
て

多
重

化
。

更
に

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
車

や
可

搬
型

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
等

の

可
搬

設
備

を
整

備
 

ど
の

様
な

状
況

下
で

も
、
監

視
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ
と

。

（
事

業
者

・
県

）
 

同
上

 

原
子

力
災

害
対

策
指

針
を
踏

ま

え
、

監
視

の
在

り
方

に
つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
。（

国
・

県
）

 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
国

は
、

原
子

力
災

害
対

策
指

針
、

緊
急
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

（
原

子
力
災

害
対

策
指

針
補
足

参
考

資
料

）
、

緊
急

時
ﾓ
ﾆﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
設

置
要

領
、

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計

画
作

成
要

領
を

策
定

 

・
県

は
、

国
の

策
定

し
た

要
領

等
を

参
照
し

、
新

潟
県

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
計
画

を
策

定
 

S
PE

ED
I

シ
ス

テ
ム

 

複
数

の
原

子
炉

が
故

障
す
る

こ
と

を
考

慮
し

た
シ

ス
テ

ム
と
す

る
こ

と
。
（

国
）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
S
P
E
E
D
I
シ

ス
テ

ム
は

廃
止

 

・
施

設
の

状
況

に
応

じ
て

緊
急

事
態

の
区
分

を
決

定
し

て
、

G
E
（

全
面

緊
急

事
態
）

に
お

け
る

P
A
Z
（

予
防

的
防

護
措

置
を

準
備
す

る
区

域
）

の
全

住
民

避
難

な
ど

の
予

防
的

防
護

措
置

を
実

行
す

る
こ

と
と

し
た

。

ま
た

、
放

射
性

物
質
の

放
出

後
の

緊
急

時
に

お
け

る
避

難
や

一
時

移
転

な
ど

の
緊

急
又

は
早

期
の

防
護

措

置
の

判
断

は
、

緊
急
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

測
値

等
に

基
づ

く
こ

と
と

し
た

。
 

原
子

力
災
害

対
策

指
針

 

S
PE

ED
I
と

E
RS

S
の

一
貫

し
た

運

用
と

、
計

算
結

果
の

公
表
の

あ
り

同
上
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3
5
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

方
を

検
討

す
る

こ
と

。（
国

）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

原
子

力
災

害
対

策
上

の
シ
ス

テ
ム

の
位

置
づ

け
を

明
確

に
す
る

こ

と
。
（

国
）〔

防
災

関
係

〕
 

同
上
 

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
 

複
合

災
害

、
シ

ビ
ア

ア
ク
シ

デ
ン

ト
を

考
慮

し
た

施
設

と
す
る

こ

と
。
（

国
・
県

）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
国

は
、

自
然

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に
お

け
る

機
能

維
持

の
た

め
の

非
常

用
電
源

の
整

備
な

ど
、
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

の
要
件

を
整

備
 

オ
フ

サ
イ
ト

セ
ン

タ
ー

に
係

る
設

備
等
の

要
件

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
 

・
県

は
、

国
が

定
め

た
要

件
を

満
た

す
よ
う

、
非

常
用

電
源

や
放

射
性

物
質

を
取
り

除
く

フ
ィ

ル
ト
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
を

整
備
 

事
故

は
起

こ
り

得
る

と
い
う

危
機

意
識

で
対

応
す

る
こ

と
。（

国
・

県
）
〔

防
災

関
係

〕
 

・
国

は
、

福
島

第
一

原
発

事
故

を
踏

ま
え
て

、
原

子
力

災
害

対
策

指
針

等
を

策
定
。

原
子

力
総

合
防
災

訓
練

等
を

実
施

 

・
県

は
、

広
域

避
難

計
画

を
策

定
す

る
と
と

も
に

、
原

子
力

防
災

訓
練

等
を

実
施
 

原
子

力
災

害
対

策
指

針
を
踏

ま

え
、

原
子

力
防

災
対

策
に
お

け
る

オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
の
役

割
や

施
設

の
あ

り
方

に
つ

い
て
検

討
す

る
こ

と
。
（
国

）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
現

在
は

、
国

の
原

子
力

災
害

現
地

対
策
本

部
や

地
方

公
共

団
体

の
災

害
対

策
本
部

等
が

原
子

力
災
害

合
同

対
策

協
議

会
を

組
織
し

、
情

報
を

共
有

し
な

が
ら

、
連

携
の

と
れ

た
原

子
力

災
害

対
策

を
講

じ
て

い
く

た

め
の

拠
点

と
位

置
づ
け

ら
れ

て
い

る
。
 

原
子

力
災

害
対

策
指

針
 

原
子

力
災

害
時

の
情

報
伝

達
、

情
報

発
信

 

事
故

調

査
報

告
書

等
か

ら
抽

出
し

た
課

災
害

時
の

情
報

発
信

 

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の

方
法

を
研

究
し

、
政

府
・
関

係
機

関
が

伝
え

た
い

こ
と

が
正
し

く
国

民
・

報
道

機
関

へ
伝

え
ら
れ

る
よ

・
国

は
、

福
島

第
一

原
発

事
故

時
の

情
報
提

供
体

制
の

不
備

等
を

踏
ま

え
、

国
、
地

方
公

共
団

体
等
の

「
緊

急
時

に
お

け
る

住
民
等

へ
の

情
報

提
供

の
体

制
整

備
」

や
「

緊
急

時
に

お
け

る
住

民
等

へ
の

情
報

提
供

」
、

「
平

時
か

ら
の

住
民
等

へ
の

情
報

提
供

」
に

つ
い

て
規

定
。

各
種

研
修

会
、

チ
ラ

シ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等

で
普

及
啓

発
を

実
施
 

原
子

力
災
害

対
策

指
針

 

・
事

業
者

と
し

て
、

10
条
通

報
後

1
時

間
後

を
目

途
に

記
者

会
見
を

行
う

運
用

と
し

て
い

る
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3
6
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

題
 

う
に

す
る

こ
と

。
 

（
国

・
事

業
者

）
 

・
記

者
会

見
で

は
、

発
電

所
で

作
成

し
て
い

る
事

故
状

況
や

、
戦

略
な

ど
が

記
載
さ

れ
て

い
る

図
面
を

用
い

る
等

、
プ

ラ
ン

ト
の
状

況
を

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
と

共
に

、
今

後
の

見
通

し
な

ど
も

状
況

に
応

じ
て

説

明
す

る
な

ど
、

分
か
り

や
す

い
情

報
発

信
に

な
る

よ
う

訓
練

し
て

い
る

 

不
正

確
な

情
報

発
信

や
情
報

発
信

の
遅

れ
は

隠
ぺ

い
と

も
取
ら

れ
か

ね
ず

、
不

信
感

を
招

く
だ
け

で
な

く
、

事
故

対
応

、
防

護
対
策

に
も

支
障

を
き

た
す

こ
と

か
ら
、

極
力

迅
速

な
情

報
発

信
に

努
め
る

こ

と
。
（

国
・
事

業
者

）
 

・
国

は
、

福
島

第
一

原
発

事
故

時
の

情
報
提

供
体

制
の

不
備

等
を

踏
ま

え
、

国
、
地

方
公

共
団

体
等
の

「
緊

急
時

に
お

け
る

住
民
等

へ
の

情
報

提
供

の
体

制
整

備
」

や
「

緊
急

時
に

お
け

る
住

民
等

へ
の

情
報

提
供

」
、

「
平

時
か

ら
の

住
民
等

へ
の

情
報

提
供

」
に

つ
い

て
規

定
。

各
種

研
修

会
、

チ
ラ

シ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等

で
普

及
啓

発
を

実
施
 

原
子

力
災
害

対
策

指
針

 

・
事

業
者

と
し

て
、

10
条
通

報
後

1
時

間
後

を
目

途
に

記
者

会
見
を

行
う

運
用

と
し

て
い

る
 

・
記

者
会

見
は

、
事
故

発
生

時
の

態
勢

と
し

て
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用
に

よ
り

本
社

で
行
い

、
新

潟
県
と

も
中

継
を

つ
な

ぐ
こ
と

で
一

元
的

な
情

報
発

信
に

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
記

者
会

見
の

内
容

は
当

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上
に

掲
載

す
る

と
と

も
に

t
w
it
t
e
r

等
で

も
広

く
お

知
ら

せ
し

て
い

く
こ

と
と

し
て
い

る
 

・
オ
フ

サ
イ

ト
セ

ン
タ

ー
に

新
潟

本
部

代
表

や
発

電
所

幹
部

職
員

等
を

派
遣

し
、
当

社
か

ら
の

情
報

を
連
携

す

る
こ

と
を

考
え

て
お
り

、
新

潟
県

内
で

も
適

切
な

情
報

発
信

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
社
外

対
応

を
行

う
要

所
と

な
る

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

は
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー
（

原
子

力
部

門
の

広
報
専

門

職
）

を
配

置
し

、
リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
が

記
者

会
見

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
記

者
会

見
で

は
、
発

電
所

で
作

成
し

て
い

る
事

故
状

況
や

、
戦

略
な

ど
が

記
載

さ
れ
て

い
る

図
面

を
用
い

る

等
、
プ

ラ
ン

ト
の
状

況
を

分
か

り
や
す

く
伝

え
る

と
共

に
、
今

後
の

見
通

し
な

ど
も

状
況

に
応

じ
て

説
明
す

る
な

ど
、

分
か

り
や
す

い
情

報
発

信
に

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
緊
急

時
に

お
け

る
広

報
・
通

報
対

応
を

行
う

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

タ
ー

の
課

題
認
識

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
な

が
ら

会
社
と

し
て

の
対

応
方

針
を

決
定

す
る

運
用

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
「

メ
ル

ト
ダ

ウ
ン

」
の

よ
う

に
事

故
進

展
を

的
確

に
把
握

し
、

ど
の

よ
う

に
説

明
す

る
か

技
術
的

判
断

の
責

任
は

原
子

力
・

立
地
本

部
長

が
担

う
こ

と
を

明
記

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

一
元

的
な

情
報

発
信

の
体
制

や
方

法
、

発
信

す
べ

き
内

容
を
あ

ら
か

じ
め

定
め

て
お

く
こ

と
。（

国
・

事
業

者
）

 

・
国

は
、

施
設

敷
地

緊
急

事
態

が
発

生
し
た

場
合

、
関

係
省

庁
、

原
子

力
事

業
者
等

の
情

報
を

取
り
ま

と

め
、

一
元

的
に

情
報
発

信
を

行
う

た
め

の
広

報
体

制
を

構
築

す
る

。
事

故
対

策
本

部
に

よ
る

情
報

発
信

は
、

必
要

に
応

じ
て
官

邸
に

お
い

て
内

閣
官

房
長

官
が

会
見

を
行

い
、

内
閣

府
（

原
子

力
防

災
担

当
）

職

員
及

び
委

員
会

委
員
等

が
原

則
と

し
て

同
席

し
、

技
術

的
内

容
等

の
補

足
説

明
を

行
う

。
ま

た
、

官
邸

の

会
見

後
、

規
制

庁
等
に

お
い

て
会

見
を

実
施

す
る

。
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

で
の

情
報

発
信

は
、

事
故

現

(108)
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

地
対

策
本

部
長

等
が
記

者
会

見
を

行
う

。
そ

の
際

、
事

故
の

詳
細

等
に

関
す

る
説

明
の

た
め

、
原

子
力

事

業
者

に
対

応
を

要
請
す

る
。

 

原
子

力
事

業
者

が
実
施

す
る

記
者

会
見

の
情

報
に

つ
い

て
は

、
担

当
が

連
携

を
取

る
こ

と
に

よ
り

、
政

府

の
情

報
発

信
と

齟
齬
が

生
じ

な
い

よ
う

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

原
子

力
災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

[
主

な
広

報
事

項
]
①
事

故
の

発
生

日
時

及
び

概
要

 
②

事
故

の
状

況
と

今
後

の
予

測
 

③
発

電
所

に
お

け

る
対

応
状

況
 

④
行
政

機
関

の
対

応
状

況
 

⑤
住

民
等

が
と

る
べ

き
行

動
 

⑥
避

難
対

象
区

域
及

び
屋

内

退
避

区
域

 

・
事

業
者

に
よ

る
記

者
会

見
は

、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

に
よ

り
本

社
で

行
い
、

新
潟

県
で

も
中
継

す
る

こ
と

で
一

元
的

な
情
報

発
信

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
記

者
会

見
資

料
や

関
連

す
る

資
料

を
、
Ｅ

Ｒ
Ｃ

へ
派

遣
し

て
い

る
リ

エ
ゾ

ン
や
Ｏ

Ｆ
Ｃ

な
ど

へ
共
有

す
る

こ
と

で
、

当
社

か
ら
発

信
す

る
情

報
の

一
元

管
理

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
記

者
会

見
で

は
、

発
電

所
で

作
成

し
て
い

る
事

故
状

況
や

、
戦

略
な

ど
が

記
載
さ

れ
て

い
る

図
面
を

用
い

る
等

、
プ

ラ
ン

ト
の
状

況
を

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
と

共
に

、
今

後
の

見
通

し
な

ど
も

状
況

に
応

じ
て

説

明
す

る
な

ど
、

分
か
り

や
す

い
情

報
発

信
に

な
る

よ
う

訓
練

し
て

い
る

 

緊
急

事
態

の
区

分
と

そ
れ

に
応

じ
た

対

応
、

情
報

発
信

 

原
子

力
災

害
時

の
防

護
対
応

を
行

う
基

準
（

緊
急

事
態

の
区
分

、
放

射
線

量
等

）
に

つ
い

て
は
国

民
が

納
得

で
き

る
明

確
な

基
準
と

す
べ

き
。
（

国
）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
初

期
対

応
段

階
に

お
い

て
、

施
設

の
状
況

に
応

じ
て

緊
急

事
態

の
区

分
を

決
定
し

、
放

射
性

物
質
放

出
前

か
ら

予
防

的
防

護
措
置

を
実

行
す

る
と

と
も

に
、

観
測

可
能

な
指

標
に

基
づ

き
緊

急
防

護
措

置
を

迅
速

に

実
行

で
き

る
よ

う
な
意

思
決

定
の

枠
組

み
を

構
築

し
た

。
 

(
ⅰ

)
放

射
性

物
質

放
出

前
 

原
子

力
施

設
の

状
況
に

応
じ

て
、

 

緊
急

事
態

を
、

警
戒
事

態
、

施
設

敷
地

緊
急

事
態

及
び

全
面

緊
急

事
態

の
３

つ
に

区
分

し
、

原
子

力
施

設

か
ら

の
距

離
等

に
応
じ

、
避

難
や

屋
内

退
避

等
の

防
護

措
置

を
実

施
。

 

 
(
例

)
全

面
緊

急
事

態
で

は
Ｐ

Ａ
Ｚ

内
の
住

民
が

避
難

実
施

 

(
ⅱ

)
放

射
性

物
質

放
出

後
 

高
い

空
間

放
射

線
量
率

が
計

測
さ

れ
た

地
域

に
お

い
て

は
、

被
ば

く
の

影
響

を
で

き
る

限
り

低
減

す
る

観

点
か

ら
、

数
時

間
か
ら

１
日

内
に

住
民

等
の

避
難

を
実

施
。

ま
た

、
そ

れ
と

比
較

し
て

低
い

空
間

放
射

線

量
率

が
計

測
さ

れ
た
地

域
の

お
い

て
も

、
無

用
な

被
ば

く
を

回
避

す
る

観
点

か
ら

、
１

週
間

程
度

内
に

一

時
移

転
等

を
実

施
 

原
子

力
災
害

対
策

指
針
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

県
と

し
て

複
合

災
害

時
に
ど

う
対

応
す

べ
き

か
、

ま
た

、
自
治

体
と

住
民

の
協

力
体

制
を

ど
う
す

る
の

か
防

災
対

策
の

検
討

が
必
要

。

（
県

）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
新

潟
県

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て

、
複
合

災
害

等
に

備
え

た
対

応
、

地
域

の
自
主

防
災

組
織

や
自
治

会
等

と
の

協
力

に
つ

い
て
規

定
す

る
と

と
も

に
、

複
合

災
害

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

 

新
潟

県
地
域

防
災

計
画

 

自
治

体
へ

の
避

難
及

び
ヨ

ウ
素

剤
服

用
の

指
示

 

通
信

網
に

支
障

が
生

じ
な
い

よ

う
、

確
実

な
情

報
伝

達
手
段

の
構

築
が

必
要

。（
国

・
県

）
 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
国

及
び

県
は

、
福

島
第

一
原

発
事

故
後
に

整
備

し
た

、
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の
専

用
回

線
を

使
用

。
更

に
、
専

用
通

信
回

線
が

不
全

の
場

合
は

、
衛

星
回

線
を

使
っ

て
、

連
絡

体
制

を
確

保
。

そ

の
他

、
中

央
防

災
無
線

、
衛

星
携

帯
電

話
等

を
使

用
し

、
連

絡
体

制
を

確
保

 

国
や

自
治

体
の

複
合

災
害
を

想
定

し
た

訓
練

が
必

要
。
 

（
国

・
県

・
事

業
者

）〔
防

災
関

係
〕

 

・
国

は
、

原
子

力
総

合
防

災
訓

練
を

実
施
。

ま
た

、
県

及
び

事
業

者
は

、
自

治
体
や

国
と

連
携

し
た
訓

練
を

実
施

 

住
民

が
情

報
を

正
し

く
理
解

で
き

る
よ

う
、

放
射

線
や

原
子
力

災
害

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識
の

普
及

啓
発

が
必

要
。（

国
・

県
）

 

〔
防

災
関

係
〕

 

・
国

は
、

平
時

か
ら

住
民

等
に

対
し

て
、
放

射
線

に
関

す
る

基
礎

知
識

や
原

子
力
災

害
発

生
時

に
お
け

る
防

災
対

策
の

内
容

を
情
報

提
供

す
る

こ
と

を
規

定
。

各
種

研
修

会
、

チ
ラ

シ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

普
及

啓

発
を

実
施

 

原
子

力
災
害

対
策

指
針

 

・
県

は
、

平
時

か
ら

国
等

と
協

力
し

て
災
害

時
に

と
る

べ
き

行
動

や
情

報
収

集
の
方

法
、

放
射

性
物
質

の
特

性
な

ど
、

原
子

力
防
災

に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
を

行
う

こ
と

を
規

定
。

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
新

聞
広

告
、

広
報

誌
、

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
普

及
啓

発
を

実
施
 

県
地

域
防
災

計
画

 

避
難

や
ヨ

ウ
素

剤
服

用
の
指

示
を

出
す

た
め

の
意

思
決

定
の
方

法
や

・
避

難
や

安
定

ヨ
ウ

素
剤

服
用

等
の

指
示
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

、
原

子
力
規

制
委

員
会

が
必
要

性
を

判
断

し
、

国
の

原
子
力

災
害

対
策

本
部

が
指

示
す

る
旨

、
原

子
力

災
害

対
策

指
針

で
規

定
。

 

原
子

力
災
害

対
策

指
針
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項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

タ
イ

ミ
ン

グ
等

を
具

体
的
に

定
め

て
制

度
化

し
て

お
く

こ
と
。

（
国

）
  

〔
防

災
関

係
〕

 

・
具

体
的

な
意

思
決

定
や

タ
イ

ミ
ン

グ
等
に

つ
い

て
は

、
国

の
原

子
力

災
害

対
策
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
定
め

て
い

る
。

 

原
子

力
災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

住
民

へ
の

情
報

伝
達

 

自
然

災
害

時
に

も
住

民
１
人

１
人

に
確

実
に

情
報

伝
達

す
る
手

段
が

必
要

。
（

国
）

 

・
国

、
県

及
び

市
町

村
は

、
原

子
力

災
害
、

自
然

災
害

を
含

め
、

災
害

時
に

テ
レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

防
災

行
政
無

線
、

広
報

車
、

携
帯

電
話

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

様
々

な
手

段
で

情
報

伝
達

を

行
う

こ
と

と
し

て
い
る

。
 

受
け

手
側

の
ニ

ー
ズ

を
正
し

く
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

。
 

（
国

・
事

業
者

）
 

・
国

は
、

施
設

敷
地

緊
急

事
態

が
発

生
し
た

場
合

、
関

係
省

庁
、

原
子

力
事

業
者
等

の
情

報
を

取
り
ま

と

め
、

一
元

的
に

情
報
発

信
を

行
う

た
め

の
広

報
体

制
を

構
築

す
る

。
 

 
[
主

な
広

報
事

項
] 

①
事

故
の

発
生

日
時

及
び

概
要

 
②

事
故

の
状
況

と
今

後
の

予
測
 

③
発

電
所

に
お

け
る

対
応

状
況

 
 
④

行
政

機
関

の
対

応
状
況

 
⑤

住
民

等
が

と
る

べ
き

行
動

 
⑥

避
難

対
象

区
域

及
び

屋
内

退
避

区
域
 

原
子

力
災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

ま
た

、
社

会
的

な
関
心

の
高

さ
に

も
応

じ
て

、
原

子
力

施
設

に
関

し
て

国
民

へ
の

迅
速

か
つ

丁
寧

な
情

報

発
信

の
一

層
の

強
化
に

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

・
事

業
者

は
、
緊

急
時

に
お
け

る
情

報
収

集
活
動

と
広

報
・
通

報
対

応
が

、
復

旧
活

動
の

妨
げ

と
な

る
こ
と

な

く
、
正
確

な
情

報
を

迅
速

に
把

握
・
共

有
で

き
る
よ

う
に

、
入

手
し

た
プ

ラ
ン

ト
状

況
、
周

辺
状

況
、
重
大

事
故

等
へ

の
対

応
状
況

を
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

等
へ

記
載

す
る

と
と

も
に

、
適

宜
O
A
機
器

内
の

共
通

様
式
へ

入
力

す
る

事
で

対
策
本

部
内

の
全

要
員

、
本

社
対
策

本
部

と
の

情
報
共

有
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

仕
組

み
に

変
更

し
て

い
る

 

・
社

外
対

応
を

行
う

要
所

と
な

る
ポ

ジ
シ
ョ

ン
に

は
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー
（

原
子

力
部

門
の
広

報
専

門
家

）
を

配
置

し
、
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

が
記

者
会

見
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
 

一
元

的
な

情
報

発
信

の
体
制

や
方

法
、

発
信

す
べ

き
内

容
を
あ

ら
か

じ
め

定
め

て
お

く
こ

と
。（

国
）
 

・
国

は
、

施
設

敷
地

緊
急

事
態

が
発

生
し
た

場
合

、
関

係
省

庁
、

原
子

力
事

業
者
等

の
情

報
を

取
り
ま

と

め
、

一
元

的
に

情
報
発

信
を

行
う

た
め

の
広

報
体

制
を

構
築

す
る

。
事

故
対

策
本

部
に

よ
る

情
報

発
信

は
、

必
要

に
応

じ
て
官

邸
に

お
い

て
内

閣
官

房
長

官
が

会
見

を
行

い
、

内
閣

府
（

原
子

力
防

災
担

当
）

職

員
及

び
委

員
会

委
員
等

が
原

則
と

し
て

同
席

し
、

技
術

的
内

容
等

の
補

足
説

明
を

行
う

。
ま

た
、

官
邸

の
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4
0
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

会
見

後
、

規
制

庁
等
に

お
い

て
会

見
を

実
施

す
る

。
オ

フ
サ

イ
ト

セ
ン

タ
ー

で
の

情
報

発
信

は
、

事
故

現

地
対

策
本

部
長

等
が
記

者
会

見
を

行
う

。
そ

の
際

、
事

故
の

詳
細

等
に

関
す

る
説

明
の

た
め

、
原

子
力

事

業
者

に
対

応
を

要
請
す

る
。

 

原
子

力
事

業
者

が
実
施

す
る

記
者

会
見

の
情

報
に

つ
い

て
は

、
担

当
が

連
携

を
取

る
こ

と
に

よ
り

、
政

府

の
情

報
発

信
と

齟
齬
が

生
じ

な
い

よ
う

努
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

原
子

力
災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

[
主

な
広

報
事

項
]
①
事

故
の

発
生

日
時

及
び

概
要

 
②

事
故

の
状

況
と

今
後

の
予

測
 

③
発

電
所

に
お

け

る
対

応
状

況
 

④
行
政

機
関

の
対

応
状

況
 

⑤
住

民
等

が
と

る
べ

き
行

動
 

⑥
避

難
対

象
区

域
及

び
屋

内

退
避

区
域

 

議
論

の
深

堀
に

よ
り

確
認

し
た

課
題
 

メ
ル

ト
ダ

ウ
ン

等
の

情
報

発
信

の
在

り
方

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

 

「
a
.メ

ル
ト

ダ
ウ

ン
等

の
情

報
発

信
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た
対

応
が

必
要

。
（

事
業

者
）

 

【
問

題
点

】
 

・
住

民
へ

迅
速

で
分

か
り
や

す
い

情
報

伝
達

よ
り

も
国
と

の
調

整
を

優
先

し
、

官
邸

や
保

安
院

の
意

向
に

沿

い
、

リ
ス

ク
情

報
や

事
故

の
重

大
性

を
伝

え
る

と
い

う
原

子
力

事
業

者
と

し
て

の
責

務
を

果
た

さ
な

か
っ

た
。

 

【
対

応
状

況
】

 

・
緊

急
時

に
お

け
る

情
報

収
集

活
動

と
広
報

・
通

報
対

応
が

、
復

旧
活

動
の

妨
げ
と

な
る

こ
と

な
く
、

正
確

な
情

報
を

迅
速

に
把
握

・
共

有
で

き
る

よ
う

に
、

入
手

し
た

プ
ラ

ン
ト

状
況

、
周

辺
状

況
、

重
大

事
故

等

へ
の

対
応

状
況

を
ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
等

へ
記

載
す

る
と

と
も

に
、

適
宜

O
A
機

器
内

の
共

通
様

式
へ

入
力

す

る
事

で
対

策
本

部
内
の

全
要

員
、

本
社

対
策

本
部

と
の

情
報

共
有

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
仕

組
み

と
し

、

社
外

対
応

を
行

う
要
所

と
な

る
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
は

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

い
る
 

・
「

メ
ル

ト
ダ

ウ
ン

」
の

よ
う
に

事
故

進
展

を
的

確
に

把
握
し

、
ど

の
よ

う
に

説
明

す
る
か

技
術

的
判

断
の

責

任
は

原
子

力
立

地
本
部

長
が

担
う

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
緊

急
時

に
お

け
る

広
報

・
通

報
対

応
を
行

う
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

の
課
題

認
識

の
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
を

受
け

な
が

ら
会
社

と
し

て
の

対
応

方
針

を
決

定
す

る
運

用
を

導
入

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

「
b
.情

報
発

信
の

問
題

点
」

の
議

論
を

踏
ま

え
た

対
応

が
必
要

。

（
事

業
者

）
 

【
問

題
点

】
 

・
東

京
電

力
の

プ
レ

ス
文

は
事

故
を

矮
小
化

し
た

も
の

と
な

っ
て

お
り

、
住

民
の
迅

速
な

防
護

対
策
を

妨
げ

る
も

の
と

な
っ

て
い
た

。
 

・
東

京
電

力
か

ら
関

係
機

関
へ

の
通

報
連
絡

は
定

型
的

な
様

式
に

従
っ

た
通

報
連
絡

用
紙

を
F
A
X
の
み

で
、

事
故

の
深

刻
さ

や
住
民

避
難

に
必

要
な

リ
ス

ク
情

報
は

伝
達

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
 

【
対

応
状

況
】

 

(112)



4
1
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

・
緊

急
時

に
お

け
る

情
報

収
集

活
動
と

広
報
・
通

報
対

応
が

、
復

旧
活

動
の
妨

げ
と

な
る

こ
と
な

く
、
正
確

な

情
報

を
迅

速
に

把
握
・
共

有
で

き
る
よ

う
に

、
入
手

し
た

プ
ラ

ン
ト

状
況

、
周

辺
状
況

、
重

大
事

故
等
へ

の

対
応

状
況

を
ホ

ワ
イ
ト

ボ
ー

ド
等

へ
記

載
す

る
と

と
も

に
、

適
宜

O
A
機

器
内

の
共

通
様

式
へ

入
力

す
る
事

で
対

策
本

部
内

の
全
要

員
、
本

社
対

策
本

部
と

の
情

報
共

有
を

図
る
こ

と
が

で
き

る
仕

組
み

に
変

更
し

て
い

る
 

・
社

外
対

応
を

行
う

要
所

と
な

る
ポ

ジ
シ
ョ

ン
に

は
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー
（

原
子

力
部

門
の
広

報
専

門
職

）
を

配
置

し
、
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

が
記

者
会

見
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
 

合
同

検
証

委
員

会
の

検
討

を
踏

ま
え

た
教

訓
 

『
炉

心
溶

融
』

等
を

使
わ

な
い

よ
う

に
す

る
指

示
 

東
京

電
力

HD
は

、
観

測
さ

れ
た

状
況

や
対

応
に

つ
い

て
の
情

報
を

伝
達

す
る

だ
け

で
は

な
く
、

公
衆

の
安

全
確

保
と

そ
の

他
の
社

会
的

ニ
ー

ズ
を

考
慮

し
、

観
測
さ

れ
て

い
る

進
行

中
の

事
故

の
状
況

か
ら

推
測

さ
れ

る
進

展
と

対
応
計

画
、

安
全

上
の

リ
ス

ク
情

報
な
ど

に
つ

い
て

も
迅

速
か

つ
丁

寧
に
発

信

し
、

原
子

力
事

業
者

と
し
て

事
故

の
危

険
性

を
主

体
的

に
伝
え

続
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

（
事

業
者

）
 

【
体

制
、

仕
組

み
の

整
備

】
 

・
対

外
通

報
と

対
外

広
報

の
総

括
責

任
者
と

し
て

「
対

外
対

応
統

括
」

を
設

置
し
て

い
る

 

・
「

対
外

対
応

統
括

」
は

、
通
報

・
公

表
に

関
し

て
の

、
社
会

目
線

で
の

情
報

発
信

に
つ
い

て
社

長
へ

提
言

す

る
こ

と
と

し
て

い
る
 

・
社
外

対
応

を
行

う
要

所
と

な
る

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

は
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー
（

原
子

力
部

門
の

広
報
専

門

職
）

を
配

置
し

、
リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
が

記
者

会
見

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
事
故

進
展

を
的

確
に

把
握

し
、
ど

の
よ

う
に

説
明

す
る

か
技

術
的

判
断

の
責

任
は

原
子

力
立

地
本

部
長
が

担

う
こ

と
を

明
記

す
る
こ

と
と

し
て

い
る
 

・
緊
急

時
に

お
け

る
広

報
・
通

報
対

応
を

行
う

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

タ
ー

の
課

題
認
識

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
な

が
ら

会
社
と

し
て

の
対

応
方

針
を

決
定

す
る

運
用

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

 

【
実

効
性

確
保

、
向

上
】

 

・
メ

ル
ト

ダ
ウ

ン
問

題
の

事
例

を
経

営
層
、

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
の

研
修
教

材
へ

取
り

込
ん
で

い
る

 

・
緊

急
時

の
情

報
発

信
に

対
す

る
社

会
目
線

で
の

厳
し

い
要

請
を

踏
ま

え
た

訓
練
実

施
し

て
い

る
 

・
社

外
専

門
家

監
修

の
訓

練
、

危
機

管
理
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
よ

る
評

価
を

受
け
て

い
る
 

東
京

電
力

HD
は

、
緊

急
時

の
広

報
が

適
切

に
運

用
さ

れ
る
よ

う
な

体
制

・
仕

組
み

を
整

備
し
、

事
後

・
対

外
通

報
と

対
外

広
報

の
総

括
責

任
者
と

し
て

「
対

外
対

応
統

括
」

を
設

置
し
て

い
る

 

・
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
活

用
に

よ
る

プ
ラ

ン
ト

パ
ラ

メ
ー

タ
等

の
公

開
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
積

極
的

活
用
に

よ

る
記

者
会

見
の

中
継
等

、
迅

速
な

情
報

公
開

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
訓

練
時

に
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー
に

よ
る

模
擬

記
者

会
見

や
対

外
対

応
の
シ

ナ
リ

オ
を

盛
り
込

ん
だ

訓
練

を
し

て
い

る
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4
2
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

評
価

プ
ロ

セ
ス

を
強

化
し
た

総
合

防
災

訓
練

な
ど

を
通

じ
た
実

効
性

の
確

保
、

向
上

に
努

め
る
必

要
が

あ
る

。
（

事
業

者
）

 

原
子

力
災

害
対

策
特

別
措

置
法

に
基

づ
く

対
応

 

原
災

法
第

15
条

通
報

は
、

政
府

の
原

子
力

災
害

対
策

本
部
設

置
や

住
民

避
難

開
始

の
起

点
と
し

て
だ

け
で

な
く

、
原

子
力

事
故
の

状
況

と
重

大
さ

に
関

す
る

重
要
な

情
報

で
あ

る
。

ま
た

、「
原

子
力

事
業

者
防

災
業

務
計

画
の

確
認
に

係
る

視
点

等
に

つ
い

て
（

平
成

29
年

9
月
 
原

子
力

規
制
委

員
会

）」
で

は
、

発
生

し
た

特
定

事
象
ご

と
に

通
報

す
る

こ
と

が
明

確
化
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

東
京
電

力

H
D
は

、
こ

の
通

報
の

運
用

は
も

と
よ

り
、

事
故

に
関

す
る
重

要
な

情
報

を
わ

か
り

や
す

く
迅
速

に
通

報
・

報
告

す
る

よ
う

運
用
を

明
確

化
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に
反

映
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。（

事
業

者
）
 

・
特

定
事

象
毎

に
通

報
す

る
よ

う
防

災
業
務

計
画

及
び

原
子

力
災

害
対

策
マ

ニ
ュ
ア

ル
を

改
訂

し
て
い

る
 

・
対

外
関

係
機

関
へ

の
通

報
連

絡
に

つ
い
て

は
通

報
班

が
担

う
こ

と
と

し
て

お
り
、

防
災

訓
練

で
通
報

連
絡

を
特

定
事

象
ご

と
に
実

施
し

て
い

る
 

・
1
5
条

（
EA
L
:
G
E
）

の
発
生

時
は

、
号

機
班

に
よ

り
、

該
当

す
る
と

判
断

し
た

E
A
L
、

判
断

時
間

、
が

報
告

す
る

こ
と

と
し

て
い
る

 

・
ブ

ザ
ー

に
よ

り
対

策
本

部
全

体
に

注
意
喚

起
の

後
、

本
部

長
に

よ
り

判
断

（
Ｅ
Ａ

Ｌ
認

定
）

が
行
わ

れ
る

た
め

、
通

報
文

を
作
成

す
る

通
報

班
も

認
識

で
き

る
仕

組
み

と
し

て
い

る
 

・
本

部
長

判
断

発
生

か
ら

速
や

か
に

通
報
文

を
作

成
し

、
内

容
を

確
認

の
後

F
A
X
で

通
報

連
絡

が
な
さ

れ
る

こ
と

と
し

て
い

る
（
1
5
条
の

初
回

は
重

要
な

通
報

で
あ

る
た

め
、
目

標
時

間
（

15
分

以
内

）
を

設
け

て
対

応
し

て
い

る
。
）

 

・
毎

月
実

施
す

る
訓

練
に

お
い

て
も

、
正
確

な
通

報
連

絡
が

送
付

で
き

る
よ

う
、
通

報
班

に
て

ダ
ブ
ル

チ
ェ

ッ
ク

し
て

お
り

、
正
確

な
通

報
文

が
送

付
出

来
て

い
る

か
を

訓
練

の
指

標
と

し
て

確
認

す
る

こ
と

と
し

て

い
る
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4
3
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

東
京

電
力

HD
は

、
緊

急
時

対
策

要
員

に
対

し
て

「
原

子
力
災

害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

等
の
関

係

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

習
熟

さ
せ
る

と

と
も

に
、

緊
急

時
の

通
報
・

報

告
が

適
切

に
運

用
さ

れ
る
よ

う

な
体

制
・

仕
組

み
を

整
備
し

、

総
合

防
災

訓
練

な
ど

を
通
じ

た

実
効

性
の

確
保

、
向

上
に
努

め

る
必

要
が

あ
る

。（
事

業
者

）
 

・
特

定
事

象
毎

に
通

報
す

る
よ

う
防

災
業
務

計
画

を
改

訂
し

て
い

る
 

・
原

子
力

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

関
す
る

理
解

度
テ

ス
ト

等
の

実
施

に
よ

る
力
量

管
理

を
し

て
い
る

 

・
対

外
関

係
機

関
へ

の
通

報
連

絡
に

つ
い
て

は
通

報
班

が
担

う
こ

と
と

し
て

お
り
、

防
災

訓
練

で
通
報

連
絡

を
特

定
事

象
ご

と
に
実

施
し

て
い

る
 

・
平

日
夜

間
・

休
日

に
お

い
て

も
、

事
故
情

報
の

「
初

報
、

そ
の

後
の

続
報

」
が
確

実
に

発
信

で
き
る

よ

う
、

日
々

の
宿

直
に
お

い
て

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
 

『
炉

心
溶

融
』

の
根

拠
 

東
京

電
力

HD
は

、
緊

急
時

対
策

要

員
に

対
し

て
原

災
法

に
基
づ

く
通

報
・

報
告

の
判

定
基

準
を
根

拠
も

含
め

て
十

分
理

解
さ

せ
る
必

要
が

あ
る

。
（

事
業

者
）

 

【
ツ

ー
ル

・
運

用
の

整
備

】
 

・
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

を
容

易
に

す
る

た
め

の
ツ
ー

ル
（

判
断

フ
ロ

ー
）

を
共

通
ツ

ー
ル
と

し
て

整
備

し
て
い

る
 

・
号

機
班

、
及

び
本

部
で

の
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断
の

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
と

し
て
い

る
 

・
通

報
班

が
本

部
判

断
時

間
等

を
正

確
に
通

報
文

へ
記

載
し

通
報

文
を

作
成

す
る
こ

と
と

し
て

い
る
 

【
訓

練
へ

の
取

り
込

み
】

 

・
総

合
訓

練
に

お
い

て
正

確
な

Ｅ
Ａ

Ｌ
判
断

が
出

来
て

い
る

か
（

抜
け

が
な

い
こ
と

、
正

確
で

あ
る
こ

と
）

の
確

認
を

行
い

、
正
確

な
Ｅ

Ａ
Ｌ

判
断

が
出

来
て

い
る

か
ど

う
か

を
「

訓
練

全
体

」
の

指
標

（
評

価
基

準
）

と
し

て
採

用
し
て

い
る

 

【
訓

練
を

通
じ

た
理

解
向

上
】

 

・
炉

心
損

傷
が

発
生

し
、

敷
地

境
界

線
量
あ

る
い

は
敷

地
内

の
放

射
線

量
が

刻
々
と

変
化

す
る

中
で
断

続
的

な
通

報
が

必
要

と
な
る

よ
う

な
厳

し
い

シ
ナ

リ
オ

を
用

い
た

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
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4
4
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

現
在

、
原

災
法

15
条

の
判

定
基

準

は
「

炉
心

溶
融

」
か

ら
「
炉

心
損

傷
」

と
い

う
用

語
に

変
更
さ

れ
て

い
る

が
、

原
子

力
災

害
に
際

し
て

避
難

を
指

示
す

る
自

治
体
と

し
て

も
、

そ
の

意
味

に
つ

い
て
良

く
認

識
す

る
必

要
が

あ
る

。（
県

）
 

・
現

在
、

原
子

力
事

業
者

防
災

計
画

に
原
災

法
1
5
条

の
基

準
（

G
E
2
8
炉

心
損

傷
の

検
出

等
）

が
明

記
さ

れ

て
お

り
、

そ
の

内
容
に

つ
い

て
確

認
し

て
い

る
。
（

県
）
 

（
記

載
例

）
別
表

2-
3 
原

子
力
災

害
対
策

特
別
措

置
法
措

置
法
第

15
条
第

1
項
の

原
子
力

緊
急
事

態
宣
言

発
令
の

基
準

 

         

 

原
災

法
第

15
条

事
象

と
は

別

に
、

原
子

力
発

電
所

で
過
酷

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

、『
炉

心
損

傷
』

や
『

炉
心

溶
融

』、
『
メ

ル
ト

ダ
ウ

ン
』

な
ど

の
事

故
進
展

の
様

相
は

、
社

会
的

関
心

の
極
め

て
高

い
事

項
で

あ
る

と
考

え
ら
れ

る
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

用
語
の

解

釈
、

事
故

進
展

の
イ

メ
ー
ジ

、
発

生
可

能
性

の
判

断
の

考
え
方

な
ど

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

教
訓
と

、
柏

崎
刈

羽
に

お
け

る
安

全
対

策
の
内

容
の

理
解

促
進
の

観
点

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
ホ
ー

ル
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
て

説
明

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

・
Ｈ

Ｐ
に

お
い

て
、

福
島

第
一

原
子

力
発
電

所
の

事
故

の
内

容
を

紹
介

、
ま

た
柏
崎

刈
羽

の
安

全
対
策

や
、

防
災

訓
練

の
状

況
も
詳

し
く

説
明

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
説

明
機

会
（

発
電

所
見

学
会

、
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ブ

ー
ス

、
地

域
説

明
会
、

発
電

所
の

視
察
等

）
を

設
け

、
分

か
り

や
す
い

説
明

を
心

が
け

る
こ

と
と

し
て

い
る
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4
5
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

に
つ

い
て

、
社

会
的

な
共
通

認
識

が
醸

成
さ

れ
て

い
る

と
は
考

え
に

く
い

。
こ

の
た

め
、

上
記
に

限
ら

ず
、

原
子

力
発

電
所

で
過
酷

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

必
要
と

な
る

情
報

や
知

識
に

つ
い

て
、
イ

ラ
ス

ト
な

ど
を

挿
入

し
た

わ
か
り

や
す

い
資

料
を

作
成

す
る

な
ど
し

て
、

平
時

か
ら

地
元

住
民

や
自
治

体
な

ど
の

関
係

者
に

対
し

、
正
し

く
理

解
す

る
機

会
を

提
供

す
る
必

要
が

あ
る

。
（

事
業

者
）

 

 

『
炉

心
溶

融
』

の
定

義
が

明
ら

か
に

な
ら

な
か

っ
た

原
因

 

東
京

電
力

は
、

新
潟

県
技
術

委
員

会
で

の
議

論
内

容
な

ど
、
社

外
に

発
信

す
る

重
要

な
報

告
を
含

め
て

社
内

外
の

重
要

な
課

題
の
検

討
状

況
な

ど
に

つ
い

て
、

社
内
で

積
極

的
に

情
報

を
共

有
し

、
関
心

を
喚

起
す

る
こ

と
は

も
と

よ
り
、

社
内

か
ら

関
連

す
る

情
報

を
積
極

的
に

発
掘

・
収

集
す

る
仕

組
み
つ

い
て

・
原
子

力
安

全
改

革
を

推
進

す
る

た
め

、
原

子
力

リ
ー
ダ

ー
（

原
子

力
・
立

地
本

部
長
、
本
社

部
長

、
発

電
所

所
長

な
ど

）
の

期
待

事
項

や
そ

の
背

景
を

的
確

に
伝

え
る

た
め

、
イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

や
メ

ー
ル

、

会
議

の
場

、
朝

礼
時
の

講
話

な
ど

の
手

段
に

よ
っ

て
期

待
事

項
を

伝
達

し
て

い
る

 

（
例

）
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
（
2
0
1
9
年
度

第
4
四

半
期
）

 

・
「

産
業

連
携

と
地

域
共

生
」

廃
炉

推
進

室
長

 

・
「

2
0
2
0
年

3
月

所
長

期
待
事

項
「

次
世

代
へ

伝
承
」
」

柏
崎

刈
羽
所

長
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4
6
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

も
充

実
さ

せ
る

必
要

が
あ
る

。

（
事

業
者

）
 

東
京

電
力

は
、

「
原

子
力
災

害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

な
ど
重

要

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
訂

の
際
に

は
、

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
（
企

業

内
LA

N
シ

ス
テ

ム
）

に
よ
る

周

知
だ

け
で

な
く

、
研

修
会
の

開

催
や

訓
練

シ
ナ

リ
オ

へ
の
反

映

等
に

よ
り

、
社

員
へ

広
く
浸

透

す
る

よ
う

に
取

り
組

ん
で
行

く

必
要

が
あ

る
。

（
事

業
者
）

 

・
複

数
の

部
や

グ
ル

ー
プ

に
関

連
す

る
マ
ニ

ュ
ア

ル
改

定
の

際
は

、
事

前
に

関
係
者

へ
説

明
、

協
議
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
原

子
力

防
災

に
関

す
る

教
育

（
ア

ク
シ
デ

ン
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

教
育

、
原

災
法
及

び
関

連
法

令
、
原

子
力

事
業

者
防

災
業

務
計
画

、
緊

急
時

活
動

レ
ベ

ル
（

E
A
L
）
等

）
を

定
期

的
に

実
施

（
１

回
/年

）
し

て
い

る
 

新
た

に
判

明
し

た
リ

ス
ク

 

事
故

調
査

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
リ

ス
ク

 

不
測

の
事

態
に

お
い

て
も
、

プ
ー

ル
水

位
を

維
持

す
る

設
備
、

水
位

を
把

握
で

き
る

設
備

を
設
け

る
こ

と
。
（

事
業
者

）
 

・
燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

常
設

／
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ
ダ

を
使

用
し

た
使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注
水

及
び

ス
プ

レ
イ

の
手

段
を

整
備

し
て

い
る

 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

駆
動

消
火

ポ
ン

プ
（

消
火
系

）
を

用
い

た
燃

料
プ

ー
ル

注
水

手
段
を

整
備

し
て

い
る
（

自
主

対
策

）
 

・
燃

料
プ

ー
ル

の
配

管
上

部
に

サ
イ

フ
ォ
ン

ブ
レ

ー
ク

孔
を

設
置

し
て

い
る

（
配
管

破
損

等
に

伴
う
サ

イ
フ

ォ
ン

現
象

に
よ

る
プ
ー

ル
水

漏
え

い
防

止
）

 

・
代

替
原

子
炉

補
機

冷
却

系
及

び
燃

料
プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

を
用

い
た

除
熱

手
段
を

整
備

し
て

い
る
 

・
監

視
カ

メ
ラ

、
水

位
計

測
可

能
な

温
度
計

、
放

射
線

モ
ニ

タ
の

設
置

し
て

い
る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
四
条

（
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷

却
等

の
た

め
の

設
備

）
 

使
用

済
燃

料
を

大
量

に
原
子

炉
建

屋
内

の
高

い
と

こ
ろ

に
置
か

な
い

・
不

測
の

事
態

に
お

い
て

も
、

使
用

済
燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
・

除
熱

手
段

を
確
保

し
て

い
る

 

詳
細

は
同

上
 

(118)



4
7
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

運
用

を
検

討
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
リ
ス

ク
に

対
応

す
る

安
全

基
準

を
設
け

る
こ

と
。
（

国
）
 

・
新

規
制

基
準

を
策

定
し

、
重

大
事

故
の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
基

準
を

強
化
す

る
と

と
も

に
、
万

一
重

大
事

故
が

発
生

し
た
場

合
に

対
処

す
る

た
め

、
既

設
の

設
備

に
加

え
、

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
冷

却
す

る

た
め

の
対

策
を

事
業
者

へ
要

求
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
四
条

（
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷

却
等

の
た

め
の

設
備

）
等
 

集
中

立
地

の
リ

ス
ク

 

隣
接

号
機

の
事

故
に

よ
り
、

事
故

対
応

に
必

要
な

作
業

の
妨
げ

と
な

ら
な

い
よ

う
対

策
を

講
じ
る

こ

と
。
（

事
業
者

）
 

・
複

合
災

害
、

複
数

プ
ラ

ン
ト

同
時

被
災
に

対
応

可
能

な
態

勢
（

初
動

体
制

、
長
期

対
応

体
制

、
指
揮

命
令

系
統

）
を

整
備

し
て
い

る
 

・
初

動
要

員
の

増
強

を
し

て
い

る
 

・
発

電
所

内
で

の
宿

直
場

所
の

分
散

配
置
し

て
い

る
 

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

の
教
訓

を
踏

ま
え

防
災

組
織

を
再

構
築

し
て
い

る
（

指
揮

命
令
系

統
・

役
割

分
担

の
明

確
化
、

監
督

限
界

の
配

慮
、

権
限

移
譲

に
よ

る
自

発
的

な
対

応
等

）
 

・
号

規
班

を
設

け
号

機
単

位
に

連
絡

体
制
を

密
に

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
0
項

（
重

大
事

故
時

の
体

制
に
つ

い
て

）
 

汚
染

水
な

ど
の

発
電

所
外
へ

の
大

量
流

出
の

防
止

策
が

必
要
。

 

（
事

業
者

）
 

・
放

水
砲

を
用

い
た

放
射

性
物

質
拡

散
抑
制

に
よ

り
発

生
す

る
汚

染
水

が
海

洋
へ
流

れ
込

み
、

拡
散
す

る
こ

と
を

抑
制

す
る

た
め
、

シ
ル

ト
フ

ェ
ン

ス
や

放
射

性
物

質
吸

着
材

設
置

手
順

を
整

備
し

て
い

る
 

設
置

許
可
基

準
 

第
五

十
五
条

（
工

場
等

外
へ

放
射

性
物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

た
め
の

設
備

）
 

・
発

電
所

内
で

溢
水

が
発

生
し

た
場

合
に
お

い
て

、
放

射
性

物
資

に
よ

っ
て

汚
染
さ

れ
た

液
体

が
管
理

さ
れ

な
い

状
態

で
管

理
区
域

外
漏

え
い

し
な

い
よ

う
、

伝
播

経
路

と
な

る
箇

所
に

つ
い

て
、

壁
、

扉
、

堰
等

に

よ
る

漏
え

い
防

止
対
策

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
九

条
（
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
等
）
 

複
数

号
機

が
同

時
に

事
故
を

起
こ

し
て

も
、

対
応

で
き

る
体
制

を
構

・
複

合
災

害
、

複
数

プ
ラ

ン
ト

同
時

被
災
に

対
応

可
能

な
態

勢
（

初
動

体
制

、
長
期

対
応

体
制

、
指
揮

命
令

系
統

）
を

整
備

し
て
い

る
 

・
初

動
要

員
の

増
強

を
し

て
い

る
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4
8
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

築
す

る
こ

と
。（

事
業

者
）

 
・

発
電

所
内

で
の

宿
直
場

所
の

分
散

配
置
し

て
い

る
 

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

の
教
訓

を
踏

ま
え

防
災

組
織

を
再

構
築

し
て
い

る
（

指
揮

命
令
系

統
・

役
割

分
担

の
明

確
化
、

監
督

限
界

の
配

慮
、

権
限

移
譲

に
よ

る
自

発
的

な
対

応
等

）
 

・
号

規
班

を
設

け
号

機
単

位
に

連
絡

体
制
を

密
に

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

1
.0

.1
0
項

（
重

大
事

故
時

の
体

制
に
つ

い
て

）
 

集
中

立
地

の
リ

ス
ク

に
対
応

す
る

安
全

基
準

を
設

け
る

こ
と
。

（
国

）
 

・
新

規
制

基
準

に
お

い
て

、
複

数
号

機
の
同

時
発

災
を

想
定

し
て

手
順

等
を

整
備
し

、
重

大
事

故
等
対

策
の

有
効

性
を

評
価

す
る
こ

と
を

事
業

者
へ

要
求

。
 

な
お

、
６

・
７

号
機
の

審
査

は
１

～
５

号
機

は
停

止
中

と
の

条
件

で
実

施
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
七
条

（
重

大
事

故
等

対
処

に
係
る

有
効

性
評

価
）
 

共
通

要
因

故
障

 

巨
大

な
自

然
災

害
の

際
に
発

生
す

る
機

器
・

系
統

の
共

通
要
因

故
障

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
現
在

の
確

率
論

的
安

全
評

価
（

特
に
外

部
事

象
に

対
す

る
安

全
評

価
）
を

改
善

し
、

内
的

事
象

も
含

め
て
原

子
炉

施
設

の
総

合
的

な
安

全
性
を

評
価

す
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
確

率
論

的
安

全
評

価
（

内
的

・
外

的
）
の

見
直

し
を

行
い

，
安

全
性

評
価

を
実
施

し
て

い
る

 

・
施

設
定

期
検

査
の

終
了

し
た

日
か

ら
6
か

月
を

超
え

な
い

時
期

に
「

安
全

性
向
上

評
価

」
を

行
い
、

国
に

届

け
る

と
共

に
、

結
果
を

公
表

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

代
替

設
備

を
用

意
す

る
と
と

も

に
、

規
格

の
統

一
に

よ
り
汎

用
性

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

。
 

（
事

業
者

）
 

・
共

通
要

因
故

障
に

備
え

る
た

め
、

電
源
、

水
源

、
注

水
・

除
熱

機
能

を
代

替
手
段

等
に

よ
り

、
多
重

化
、

多
様

化
を

実
施

し
て
い

る
（

可
搬

型
代

替
注

水
ポ

ン
プ

（
A
-
2
）
，

代
替

原
子
炉

補
機

冷
却
系

，
電

源
車

な

ど
）

 

・
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を

常
設
設

備
と

接
続

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、
容

易
か

つ
確

実
に
接

続
で

き
る

設
計

と
し

て
い
る

 

・
号

機
間

で
相

互
に

使
用

す
る

こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

、
6
号

機
及

び
7
号

機
と

も
同
一

形
状

と
す

る
と

と
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4
9
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

も
に

、
同

一
ポ

ン
プ
を

接
続

す
る

配
管

は
、

口
径

を
統

一
す

る
等

、
複

数
の

系
統

で
の

接
続

方
式

を
統

一

す
る

こ
と

と
し

て
い
る

 

設
置

許
可
基

準
 

第
四

十
三
条

（
重

大
事

故
対

象
設

備
）
 

残
余

の
リ

ス
ク

へ
の

対
応

 

様
々

な
対

策
を

施
し

て
も
事

故
は

起
こ

り
え

る
と

い
う

の
が
事

故
の

教
訓

で
あ

り
、

新
知

見
に
照

ら

し
、

継
続

的
な

改
善

が
必
要

。

（
事

業
者

）
 

・
施

設
定

期
検

査
の

終
了

し
た

日
か

ら
6
か

月
を

超
え

な
い

時
期

に
「

安
全

性
向
上

評
価

」
を

行
い
、

国
に

届
け

る
と

共
に

、
結
果

を
公

表
す

る
こ

と
と

し
て

い
る
 

・
上

記
取

り
組

み
で

は
、

安
全

設
計

、
地
震

・
津

波
等

に
係

る
評

価
、

保
安

活
動
、

国
内

外
の

最
新
知

見
の

反
映

、
内

部
／

外
部
事

象
PR
A
（

確
率

的
安

全
評

価
）
、

安
全

裕
度
、

等
に

つ
い

て
、

評
価

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

 

原
子

炉
等
規

制
法

第
四

十
三

条
の

三
の
二

十
九

（
発

電
用

原
子

炉
施
設

の
安

全
性

の
向

上
の

た
め

の
評

価
）
 

・
国

内
外

の
運

転
経

験
情
報

を
活

用
し

、
日

常
的

な
業

務
運

営
や

設
備

の
改
善

を
図

り
、
不

適
合

の
発

生
の
防

止
(
未

然
防

止
)
を

図
る

と
と

も
に

、
原

子
力

安
全

に
影

響
す

る
リ

ス
ク

が
あ
る

と
判

断
し

た
場
合

は
、
速
や

か
に

リ
ス

ク
管

理
の
仕

組
み

に
て

対
応

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
 

・
設

計
を

超
え

る
ハ

ザ
ー

ド
へ

の
対

処
と
し

て
、

発
生

頻
度

の
不

確
か

さ
が

大
き
く

、
あ

る
一

定
以
上

の
負

荷
が

加
わ

っ
た

と
き
に

、
共

通
の

要
因

に
よ

っ
て

安
全

機
能

の
広

範
な

喪
失

が
同

時
に

生
じ

、
致

命
的

な

状
態

に
な

る
よ

う
な
ハ

ザ
ー

ド
に

備
え

、
緩

和
策

を
整

備
し

て
い

る
 

耐
震

審
査

指
針

の
「

残
余
の

リ
ス

ク
」

に
ど

の
よ

う
に

対
応
す

べ
き

か
検

討
が

必
要

。（
国

）
 

 ・
特

定
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
設

置
を
事

業
者

へ
要

求
。

多
様

性
を

講
ず

る
こ
と

等
に

よ
り

、
基
準

地
震

動

を
一

定
程

度
超

え
る
地

震
動

に
対

し
て

頑
健

性
を

高
め

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

・
ま

た
、

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備
の

設
置

を
事

業
者

へ
要

求
。

地
震

等
に
よ

る
影

響
を

考
慮
し

た
上

で
、

常
設

重
大

事
故
等

対
処

設
備

と
異

な
る

場
所

で
保

管
す

る
こ

と
、

共
通

要
因

に
よ

っ
て

、
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

の
機
能

と
同

時
に

、
そ

の
機

能
が

損
な

わ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

設
置

許
可

基
準

 

 
第

三
十

九
条

（
地

震
に

よ
る

損
傷

の
防
止

）
 

 
第

四
十

二
条

（
特

定
重

大
事

故
等

対
処
施

設
）

 

 
第

四
十

三
条

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備
）

 

 

原
子

力
安

事
故

調
査

規
制

の
在

安
全

は
、

細
か

い
と

こ
ろ
も

重
・

新
規

制
基

準
の

審
査
に

お
い

て
、

確
率
論

的
リ

ス
ク

評
価

を
活

用
し

、
重

大
事
故

等
へ

の
対

策
の
有

効
性

評
価

を
実

施
 

(121)



5
0
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

全
の

取
り

組
み

や
考

え
方

 

報
告

書
等

か
ら

抽
出

し
た

課
題
 

り
方

 
要

で
あ

る
が

、
大

局
的

な
視

点

で
対

策
を

組
立

て
る

こ
と
が

必

要
。
（

国
）
 

設
置

許
可
基

準
 

第
三

十
七
条

（
重

大
事

故
等

対
処

に
係
る

有
効

性
評

価
）
 

・
実

用
炉

規
則

第
九

十
九

条
の

二
～

七
に
従

い
、

定
期

検
査

が
終

了
し

た
日

以
降
６

月
を

超
え

な
い
時

期
に

「
安

全
性

向
上

評
価
」

を
行

い
国

に
届

け
る

と
共

に
、

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
を

事
業

者
へ

要
求
 

原
子

炉
等
規

制
法

第
四

十
三

条
の

三
の
二

十
九

 

実
用

炉
規
則

第
九

十
九

条
の

二
～

七
 

世
界

の
動

向
を

注
視

し
、
積

極
的

に
規

制
に

取
り

込
ん

で
い
く

こ

と
。
（

国
）
 

・
最

新
の

科
学

的
・

技
術

的
基

準
を

今
後
も

継
続

的
に

基
準

の
見

直
し

の
検

討
等
に

取
り

込
む

た
め
、

原
子

力

規
制

委
員

会
は

、
国
内

外
の

事
故

・
ト

ラ
ブ

ル
情

報
等

の
収

集
・

整
理

、
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
必

要
な

事
項

の
規

制
へ

の
反

映
を
実

施
 

事
業

者
の

安
全

性
向

上
の
姿

勢
を

押
さ

え
る

結
果

と
な

ら
な
い

よ

う
、

規
制

の
在

り
方

を
検
討

す
る

こ
と

が
必

要
。（

国
）

 

・
検

査
制

度
を

見
直

し
、

安
全

確
保

の
観
点

か
ら

事
業

者
の

取
り

組
み

状
況

を
監
視

、
評

定
。

事
業
者

が
自

ら
安

全
確

保
の

水
準
を

向
上

す
る

取
り

組
み

を
促

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

規
制

と
事

業
者

の
逆

転
現
象

が
生

じ
な

い
よ

う
、

規
制

の
技
術

レ
ベ

ル
を

向
上

さ
せ

る
仕

組
み
が

必

要
。
（

国
）
 

・
専

門
能

力
の

向
上

の
た

め
、

原
子

力
安
全

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

を
設

置
。

ま
た
、

職
員

の
人

材
育
成

の
基

本
方

針
を

定
め

、
人
材

育
成

・
研

修
に

係
る

施
策

を
推

進
。

更
に

、
重

大
事

故
等

へ
の

対
応

能
力

の
向

上

等
を

目
的

と
し

て
、
プ

ラ
ン

ト
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

開
発

・
整

備
し

、
実

践
的

な
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
 

事
業

者
の

在
り

方
 

事
業

者
の

継
続

的
な

安
全
向

上
の

努
力

が
、

な
さ

れ
る

よ
う
な

仕
組

み
の

構
築

が
必

要
。
 

（
事

業
者

）
 

・
施

設
定

期
検

査
の

終
了

し
た

日
か

ら
6
か

月
を

超
え

な
い

時
期

に
「

安
全

性
向
上

評
価

」
を

行
い
、

国
に

届
け

る
と

共
に

、
結
果

を
公

表
す

る
こ

と
と

し
て

い
る
 

原
子

炉
等
規

制
法

第
四

十
三

条
の

三
の
二

十
九

（
発

電
用

原
子

炉
施
設

の
安

全
性

の
向

上
の

た
め

の
評

価
）
 

・
国

内
外

の
運

転
経

験
情
報

を
活

用
し

、
日

常
的

な
業

務
運

営
や

設
備

の
改
善

を
図

り
、
不

適
合

の
発

生
の
防

止
(
未

然
防

止
)
を

図
る

と
と

も
に

、
原

子
力

安
全

に
影

響
す

る
リ

ス
ク

が
あ
る

と
判

断
し

た
場
合

は
、
速
や

か
に

リ
ス

ク
管

理
の
仕

組
み

に
て

対
応

し
て

い
る

 

・
深

層
防

護
の

観
点

か
ら

多
角

的
な

検
討
を

加
え

て
費

用
対

効
果

の
大

き
い

安
全
対

策
の

提
案

や
現
場

の
リ

ス
ク

の
気

づ
き

を
募
集

し
、

こ
れ

を
迅

速
に

実
現

す
る

技
術

力
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

「
安

全

向
上

提
案

力
強

化
コ
ン

ペ
」

を
実

施
し

て
い

る
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5
1
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

経
営

者
は

、
安

全
第

一
で
現

場
が

取
り

組
む

姿
勢

を
重

視
す
る

こ

と
。
（

事
業
者

）
 

・
安

全
性

を
お

ろ
そ

か
に
し

て
経

済
性

を
優

先
す

る
こ
と

は
し

な
い

と
保

安
規

定
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

て

い
る

 

人
材

育
成

等
を

と
お

し
て
、

社
員

全
員

が
安

全
を

第
一

に
す
る

企
業

文
化

を
創

っ
て

世
界

に
発
信

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
。（

事
業

者
）
 

・
安

全
性

を
お

ろ
そ

か
に
し

て
経

済
性

を
優

先
す

る
こ
と

は
し

な
い

と
保

安
規

定
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

て

い
る

 

原
子

力
安

全
文

化
の

構
築

 

国
、

事
業

者
と

も
原

子
力
発

電
所

の
安

全
に

つ
い

て
は

、
一
発

電
所

の
技

術
管

理
の

問
題

で
は
な

く
、

世
界

の
安

全
保

障
に

つ
な
が

る
大

き
な

問
題

と
と

ら
え

て
対
応

す
る

こ
と

。
 

（
国

・
事

業
者

）
 

・
国

は
、

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発
電

所
の

事
故

の
経

験
か

ら
得

ら
れ

た
教
訓

を
国

際
社

会
と
共

有
す

る
こ

と
で

、
世

界
の
原

子
力

安
全

の
向

上
や

原
子

力
の

平
和

的
利

用
に

お
い

て
積

極
的

な
貢

献
を

行
う

こ

と
は

国
の

責
務

と
し
て

い
る

。
I
A
E
A
基

準
等

の
原
子

力
安

全
の

国
際

標
準

の
策

定
に

積
極

的
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

、
事

故
の
経

験
と

教
訓

に
基

づ
き

、
安

全
性

を
高

め
た

原
子

力
技

術
と

安
全

文
化

を
共

有
し

て

い
く

こ
と

で
、

世
界
の

原
子

力
安

全
の

向
上

に
貢

献
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

エ
ネ

ル
ギ
ー

基
本

計
画

 

・
事

業
者

は
、

安
全

最
優

先
、

安
全

文
化
の

浸
透

と
維

持
向

上
、

核
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

文
化

醸
成

の
た
め

の
活

動
（

核
物

質
防

護
規
定

、
基

本
方

針
作

成
、

研
修

、
フ

ァ
ン

ダ
メ

ン
タ

ル
ズ

）
を

実
施

し
て

い
る
 

機
器

故
障

や
自

然
災

害
だ
け

で
な

く
、

テ
ロ

に
対

す
る

備
え
も

必

要
。

米
国

の
B.

5.
b
の

よ
う

な
考

え
方

も
取

り
入

れ
て

対
応
す

る
こ

と
。
（

国
・
事

業
者

）
 

・
国

は
、

新
規

制
基

準
に

お
い

て
次

の
対
応

を
要

求
、

事
業

者
が

実
施

 

①
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

施
設
の

大
規

模
な

損
壊
へ

の
対

応

と
し

て
，

手
順

書
の

整
備

，
体

制
の
整

備
及

び
設

備
・

資
機

材
の

整
備

を
行
う

 

②
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
と
し

て
「

特
定

重
大

事
故

等
対

処
施

設
」

の
設

置
（

現
在

、
事

業
者

が
準

備
中

）
 

技
術

的
能
力

の
審

査
基

準
 

2
項

（
大

規
模

な
自

然
災

害
又
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ
の

他
テ

ロ
リ

ズ
ム

へ
の

対
応

に
お

け
る
要

求
事

項
）
 

原
子

力
だ

け
で

な
く

、
様
々

な
分

野
・

産
業

の
知

見
、

考
え
方

を
積

極
的

に
取

り
込

ん
で

い
く
姿

勢
が

・
国

は
、

安
全

研
究

の
実

施
や

国
内

外
の
情

報
の

収
集

・
分

析
等

に
よ

り
得

ら
れ
た

最
新

の
科

学
的
・

技
術

的
知

見
等

を
踏

ま
え
て

、
継

続
的

に
新

規
制

基
準

を
見

直
す

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
ま

た
、

原
子

力
規

制
委

員
会

は
、

福
島
原

発
事

故
の

教
訓

に
学

び
、

二
度

と
こ
の

よ
う

な
事

故
を
起

こ
さ

な
い

た
め

に
、

そ
し
て

、
我

が
国

の
原

子
力

規
制

組
織

に
対

す
る

国
内

外
の

信
頼

回
復

を
図

り
、

国
民

の
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5
2
 

 

項
目

 
区

分
Ⅰ
 

区
分

Ⅱ
 

課
題

・
教

訓
 

（
 

）
は
対

応
す

べ
き

機
関

 
対

応
状

況
 

重
要

。
 

（
国

・
事

業
者

）
 

安
全

を
最

優
先

に
、
原

子
力

の
安

全
管

理
を

立
て

直
し

、
真

の
安

全
文

化
を

確
立

す
べ

く
、

設
置

さ
れ

た
。

原
子

力
に

か
か
わ

る
者

は
す

べ
か

ら
く

高
い

倫
理

観
を

持
ち

、
常

に
世

界
最

高
水

準
の

安
全

を
目

指

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

と
の

組
織

理
念

を
示

し
て

い
る

。
 

・
事

業
者

は
、

他
産

業
を

含
め

た
国

内
外
の

運
転

経
験

情
報

を
活

用
し

、
日

常
的
な

業
務

運
営

や
設
備

の
改

善
を

図
り

、
不

適
合
の

発
生

の
防

止
(
未
然

防
止

)
を

図
っ
て

い
る

。
 

「
安

全
文

化
」

と
い

う
精
神

論
を

越
え

て
、

制
度

面
か

ら
も
「

安
全

文
化

」
の

取
り

組
み

を
促
す

よ
う

な
仕

組
み

を
検

討
す

る
こ
と

。

（
国

）
 

・
検

査
制

度
を

見
直

し
、

施
設

の
基

準
へ
の

適
合

維
持

及
び

そ
の

確
認

に
つ

い
て
原

子
力

事
業

者
等
の

責
任

を
明

確
に

す
る

と
と
も

に
、

原
子

力
規

制
委

員
会

は
、

原
子

力
事

業
者

等
の

安
全

活
動

全
般

を
、

包
括

的

に
検

査
し

、
そ

の
検
査

の
結

果
に

基
づ

き
総

合
的

な
評

定
を

行
い

、
次

の
検

査
に

反
映

し
て

い
く

こ
と

と

し
て

い
る

。
こ

れ
に
よ

り
、

事
業

者
の

安
全

確
保

に
関

す
る

一
義

的
責

任
が

果
た

さ
れ

、
自

ら
の

主
体

性

に
よ

り
継

続
的

に
安
全

性
の

向
上

が
図

ら
れ

る
と

と
も

に
、

事
業

者
及

び
規

制
機

関
の

双
方

の
努

力
に

よ

り
、

よ
り

高
い

安
全
水

準
が

実
現

さ
れ

る
と

し
て

い
る

。
 

・
事

業
者

に
対

し
て

、
発

電
用

原
子

炉
施
設

に
お

け
る

安
全

性
の

向
上

を
図

る
た
め

、
自

主
的

な
取
組

を
含

め
そ

の
安

全
性

に
つ
い

て
自

ら
評

価
を

行
い

、
当

該
評

価
の

結
果

等
に

つ
い

て
原

子
力

規
制

委
員

会
に

届

け
出

る
と

と
も

に
公
表

す
る

よ
う

関
係

法
令

に
規

定
。
 

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
本

計
画

に
お

い
て

、
原
子

力
事

業
者

を
含

む
産

業
界

は
、

自
主
的

に
不

断
に

安
全
を

追
求

す
る

事
業

体
制

を
確
立

し
、

原
子

力
施

設
に

対
す

る
安

全
性

を
最

優
先

さ
せ

る
と

い
う

安
全

文
化

の
醸

成

に
取

り
組

む
必

要
が
あ

る
と

さ
れ

た
こ

と
等

を
踏

ま
え

、
産

業
界

が
行

う
自

主
的

安
全

性
向

上
に

係
る

取

組
を

共
有

及
び

調
整
し

、
改

善
す

べ
き

内
容

の
と

り
ま

と
め

を
行

っ
て

い
る

。
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 MPa  

 
(MPa)  

 
/  

IC-PD-1 106 414 3.90 
IC-PD-2 106 414 3.90 
IC-R-1  94 414 4.40 
IC-R-2  85 414 4.87 
IC-R-3 105 310 2.95 
IC-R-4  86 310 3.60 
IC-R-5  75 351 4.68 
IC-R-6  82 351 4.28 
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